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序章　夕焼けの彼方へ







　青年は、棺かん桶おけの中にいた。

　暗く狭せまい、鋼鉄の棺ひつぎ。その棺は、人の形をしていた。巨きよ大だいな人型機動兵器――機械仕じ掛かけの巨きよ人じんだ。

　巨人の両りよう腕うではあらぬ方向に曲がり、左右の脚あしは千切れて無くなっていた。伝達系は死に、操そう縦じゆう桿かんは完全に無反応。内部フレームが歪ゆがんでいるせいで、青年は棺桶と化したコクピットから脱だつ出しゆつすることさえできないでいた。

　そのとき、辛かろうじて生きている通信装置から声が聞こえた。

『よっこいしょ、っと。ふう……まったく、お兄ちゃんはほんと世話が焼けるなー』

　血ち塗まみれになった青年の視界に映るのは、大破した彼かれの機体を戦場の端はしにまで運んだ、仲間の機体だった。戦場を染める夕焼けを背にして、その僚機が青年の眼前に立っている。

　――逃にげろ、朝あさ陽ひ。

　青年が叫さけんだ。

　――補給は届かない。応おう援えんは来ない。俺おれたちは孤こ立りつ無む援えんだ。俺のことはもういい。諦あきらめろ。このままでは、お前まで……。

『やだ。絶対に、やだ』

　青年の言葉を遮さえぎり、少女が言った。

　語気を強めた少女が、しかしすぐに冗じよう談だんめかした口調で続ける。

『だって、もしここでお兄ちゃんを見捨てたら、一体誰だれが明日から私のこと起こしてくれるのさー。お兄ちゃん、私が朝弱いこと知ってるでしょ。お兄ちゃんがいないと私、明日から寝ね坊ぼう確定じゃん』

　――ふざけるな。真ま面じ目めに聞け。

　青年が喉のどを枯からして声を張る。その声には、嗚お咽えつすら混じっていた。

『そんなに怒鳴んないでよ。お兄ちゃんってば、ちっとも冗談が通じないね。そんなんじゃ、いつまで経たっても彼かの女じよなんてできないよ？』

　ま、私はそのほうが嬉うれしいけど、と少女が付け加える。

『でも私、本気だよ』

　続く少女の言葉。そこに、これまでのようなおどけた調子は一いつ切さいなかった。

『今日も昨日も、その前からずっとそうだったみたいに、明日も、明後日も、土曜も日曜も祝日も、私はお兄ちゃんに起こしてもらいたい。これまでと同じように、お兄ちゃんの声でまた新しい朝を迎むかえたい。お兄ちゃんと、明日を生きたい。だから私は、今、戦うんだよ。だって――私にとってお兄ちゃんは、この世界でたった一人の家族だもん』

　そう言って、少女の機体が大地に膝ひざをついた。そしてその腕うでを伸のばし、身み動じろぎ一つできなくなった青年の機体の背中に手を回す。

　鋼鉄の抱ほう擁よう。血の通わない機械の手でありながら、それはまるで、少女自身の温かい腕が青年を優やさしく抱だきしめているかのようだった。しかしその手が、数秒の抱擁の後に青年の機体から離はなされる。

　直後、砲ほう声せいが聞こえた。

　少女の機体の後方。そこに、無数の敵てき影えいが確かく認にんできた。目視できるだけでも二〇機を超こえる敵機が青年たちを発見し、こちらに迫せまってきている。

『ま、そう心配しなさんなって。お兄ちゃん、私が超ちよう強つよいこと知ってるでしょ？　あんな木偶でくの坊ぼうどもなんて、ちょちょいのちょいで片付けてくるからさ。だから、ちょっとだけ待っててよ』

　少女の機体が立ち上がる。手に持っていた巨大な拳けん銃じゆう――人間のサイズでは考えられない口径二七ミリのその拳銃に新しい弾だん倉そうを叩たたき込み、こちらに背を向けて歩き出す。

　――やめろ。頼たのむ。行かないでくれ。

　涙なみだに濡ぬれ、嗚咽に塗れた青年の叫び。

　その懇こん願がんが届いたのか、少女の機体が一度だけこちらを振ふり向むいた。

『あ、そうだ。一つ言い忘れてた。……ねえ、お兄ちゃん』

　ジジッ、とノイズの走る音とともに、コクピットの虚こ空くうに通信ウィンドウが開く。乱れた映像。ウィンドウに表示された少女の顔は半分も映っていない。

　しかし辛うじて見えるその口元は、確かに笑っていた。

　満面の笑えみを浮うかべたまま、少女はたった一言、こう告げる。

『大好き』

　青年の絶ぜつ叫きようが、コクピットを震ふるわせた。

　しかしその声も、敵の銃じゆう火かによって掻かき消けされる。青年が半はん狂きよう乱らんになりながらコクピットを殴なぐりつけるが、大破した機体は無む慈じ悲ひな沈ちん黙もくを保った。拳こぶしが砕くだけるまで殴り続けようとも、結果は同じだった。その殴おう打だの音も、青年の叫びも、もはや誰にも届かない。

　響ひびき渡わたる砲声の中、青年の最愛の妹を乗せた機体は、夕焼けの彼方へ消えていった。







第一章　君だけがいない世界







『管制ＡＩより、降下前の搭とう乗じよう員いんへ』

　雲海を突つき抜ぬけるステルス輸送機の貨物室に、低い電子音声が響いた。

『当機は敵地対空レーダー網もうの突とつ破ぱに成功。予定通り、三〇〇秒後に所定のポイントに到とう達たつします。搭乗員は速すみやかにヒトガタの降下準備に入ってください』

「了りよう解かい。降下準備に入ります」

　ＡＩの指示に短く応じ、挟はざ間ま夕ゆう陽ひが固い椅い子すから立ち上がった。

　逞たくましい巨きよ躯くを持つ、長身の偉い丈じよう夫ふだ。彫ほりの深い彫ちよう像ぞうのような顔立ち。据すえた目つきに切れ長の三白眼。パイロット用の赤い防護ジャケットに包まれたその身体は二メートルに迫り、衣服の上からでもわかる巌いわおのような筋肉に覆おおわれている。顔面に刻まれた大きな傷きず痕あとと相まって、その存在だけで他者を威い圧あつする凶きよう相そうの青年だった。

　夕陽は丸太のような太い脚を動かし、貨物室の奥おくへと進む。そして輸送機の後部ハッチ近くで歩みを止めると、眼前に佇たたずむそれを見上げた。

　鋼鉄の鎧よろいを思わせる、機械仕掛けの巨人。

　ヒトガタ。それがこの兵器の総そう称しようだ。

　夕陽は直立状態の自機に近づくと、機体の上半身をスライドさせてコクピットに乗り込んだ。操縦桿を操作してコクピットを閉へい鎖さし、コンデンサの余よ剰じよう電力で機体を起動。夕陽の体内に注入されている微び小しようのナノマシンが操縦システムにリンクし、夕陽の思考と同じ速さで、夕陽の思おもい描えがくとおりに機体が動きだす。肉体と機械、その境界が消しよう滅めつしていく。

「操縦用ナノマシン、エンゲージ確認。ステータス、チェック。全システム、オールグリーン。【灰はい雲ぐも】、起動します」

　夕陽の言葉と同時に、灰色の都と市し迷めい彩さいを施ほどこされたそのヒトガタ【灰雲】が起動した。

　暗いコクピット内に光が灯ともり、機体の各部に埋うめ込まれたカメラの映像が夕陽の網もう膜まくに投とう影えい。大型のディスプレイを搭とう載さいできない狭せま苦くるしい操縦席にいながら、まるでコクピットの内ない壁へきを透とう過かするように、機体の周囲三六〇度の光景が搭乗員の視界に重ねて表示される。

『搭乗員の心しん拍ぱく数すうの上じよう昇しようを検知』

　夕陽が【灰雲】の降下準備を進めていると、無感情なＡＩからの通信が入った。

『規定値内ですが、僅わずかに脈みやく拍はくの乱れが認められます。緊きん張ちようを？』

「はい、少しばかり。自分はこれまで何度も空くう挺てい降こう下かを経験していますが、やはり降下前のこの瞬しゆん間かんは身が震えるような思いがします」

　人工知能に対し、夕陽がその強こわ面もてからは想像もつかないバカ丁てい寧ねいな受け答えを返す。

『了解。管制ＡＩが搭乗員の精神安定を図はかります』

　直後、貨物室に大音量の音楽が鳴なり響いた。疾しつ走そう感に溢あふれたロックなＢＧＭ。空挺降下を控ひかえた夕陽の緊張をほぐそうとする、ＡＩの粋いきな計らいだ。

『如何いかがでしょう。ご要望があれば他の楽曲もご用意いたしますが』

「いえ、充じゆう分ぶんです。お心こころ遣づかい感謝します。気分が盛り上がってきました。アゲアゲです」

　と、テンションの上昇が一切感じられない無表情のまま、夕陽があくまで慇いん懃ぎんに答える。

『では、降下までのカウントを開始します』

　暗い貨物室に、緑色の電灯が灯った。重く響き渡る駆く動どう音おんにあわせ、輸送機の後部ハッチが開放される。貨物室の中に眩まばゆい日差しが差し込んできた。

　現時刻は真昼ではあるが、しかし地上にいる誰もがこちらの存在には気づいていない。このステルス輸送機に積んである光こう学がく格こう子し共きよう振しん器きが周囲の光を迂う回かいさせ、赤外線やレーダーどころか可視光すら欺あざむいているからだ。非ひ対たい称しよう光学迷彩を発動させた輸送機が完かん璧ぺきな透とう明めい化かを実現し、蒼そう穹きゆうの中を目標地点まで飛ひ翔しようしている。

　高度計、よし。風速計、よし。３Ｄジャイロスコープ、よし。降下準備完かん了りよう。

　最終確認が終しゆう了りようすると、夕陽はポケットからマスクを取り出した。ネックウォーマーのように頭から被かぶり、顔の下半分を覆うフェイスマスクだ。黒い生き地じで編まれたそのマスクには、白い刺し繍しゆうで禍まが々まがしい髑どく髏ろの絵え柄がらが入れられている。夕陽がその髑髏のマスクを被り、深く息を吸い込みそっと目を閉じる。

　鋼鉄の棺桶の中で夕陽が眠ねむっていると、遂ついにその瞬間がやって来た。

『スリー、ツー、ワン、マーク。神のご加護があらんことをゴッド・スピード・ユー』

　刹せつ那な、夕陽は高高度の青空に解き放たれた。

　輸送機からの降下を開始する【灰雲】。空に身を投げた途と端たんに機体を暴風が飲み込み、激しい振しん動どうが襲おそいかかった。夕陽は懸けん命めいに機体の姿勢を維い持じしながら、身体を重力に委ゆだねて風を切きり裂さいていく。

　空に散る無数の雲を突き破やぶると、網もう膜まく投とう影えいモニターに眼下の景色が映った。

　降下地点の先にあるのは、荒こう涼りようとした工業地帯。深い山間部に造られたそこは、兵器の密造工場だった。あの中で、武装勢力に拉ら致ちされた民間人が強制労働に従事させられている。夕陽の任務は、工場を支配する武装勢力を壊かい滅めつさせて人々を解放することだった。

　渦うず巻まく大気の奔ほん流りゆう。見る見る接近する地面。工場の傍に、三基の対たい空くう砲ほう台だいが置かれていた。砲台を制せい御ぎよしているコンピューターがこちらを検知し、砲ほう塔とうを上空に向ける。
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「遅おそい」

　夕陽が冷れい酷こくに呟つぶやき、機体のライフルを撃発した。景気よくばら撒まかれた三六ミリ弾が狙ねらい過あやまたず着ちやく弾だん。爆炎をあげ、全すべての砲台が破は壊かいされる。

　降下地点を確保し、夕陽は【灰雲】の背中に負った降下ブースターを作動させた。ノズルから青白い火か炎えんが噴ふき出だされ、降下していた機体が一気に減速。そして即そく座ざにブースターを分離パージ。轟ごう音おんをあげ、全長四・五メートルの機体が荒あれた大地に降り立った。

「ゴースト９ナイン、タッチダウン」

　自身のコールサインを名乗り、夕陽が手近な岩場で遮しや蔽へいを取る。ライフルを構えてクリアリングを行っていると、工場の中から武装勢力のヒトガタが飛び出してきた。数は五機。こちらの奇き襲しゆうに慌あわてて迎げい撃げきに現れた様子だ。

　夕陽は不用意に姿を見せたその敵機に容よう赦しやなく銃じゆう弾だんを浴びせた。正確無比な点射が装そう甲こうの薄うすい側面を捉とらえ、一いつ瞬しゆんで二機を仕留める。

　残りの三機が銃じゆう声せいの方向から【灰雲】の位置を特定する。しかし夕陽はその三機がこちらを振り向くタイミングにあわせ、彼らの眼前に閃せん光こう弾だんを投げ込んでいた。迸ほとばしる光。視界を潰つぶされた三機のヒトガタがたたらを踏ふむ。

　その隙すきを夕陽は逃のがさなかった。胸のホルスターからナイフ型のヴィブロ・エッジを抜き、【灰雲】が風のように敵機に肉にく迫はく。高速で振動する刃やいばが手前にいた一機を両断した。返す刃で隣となりに立っていた四機目の胸部に切先を突き刺さし、その亀き裂れつに銃じゆう口こうを捻じ込む。間近で撃うち出された砲ほう弾だんがコクピットを貫かん通つうし、敵搭乗員を無慈悲に消し飛ばした。

『てめぇええ！』

　外部音声で怒ど声せいを発したのは、最後の一機。視界が回復したのか、ナイフを構えて襲い掛かかってきた。鋭えい利りな刃が【灰雲】に迫り、その切先が突き込まれる。

「疾シ――」

　夕陽が短く呼気を吐はき、間かん一いつ髪ぱつのところで自機の上体を逸そらした。鋭するどく迫った敵機のナイフが、直前まで【灰雲】のコクピットがあった空間を虚むなしく貫つらぬく。渾こん身しんの刺し突とつをかわされた敵機の上半身が完全に伸びきり、致ち命めい的てきなまでに無防備な状態を晒さらした。

　夕陽は突き出された敵機の右みぎ腕うでを掴つかみ取とると、そのまま相手の勢いを利用して猛もう烈れつな一本背負いを繰くり出した。三トン近い重量を空中で半回転させ、敵機が背中から地面に叩きつけられる。

　響く轟音。夕陽は即座に敵機のマウントを奪うばった。そしてライフルの銃口を相手の喉のど元もとに突きつけ、躊ちゆう躇ちよなく引ひき鉄がねを絞しぼる。

「ゴースト９、制圧完了」

　呟きと同時に、音速で撃発された銃弾が敵のコクピットを貫いた。




《二一〇〇年：一二月三一日：一二五六時》

　敵のヒトガタを撃ち抜いたところで、ＶＲ訓練装置の映像が消えた。

「ふ――」

　精せい巧こうにヒトガタのコクピットを模した装置の中で、夕陽が小さく息を吐いてＶＲゴーグルを外す。先ほどの戦いは現実ではない。二年前に終結した三度目の世界大戦における一戦を再現しただけの仮か想そう戦せん闘とうだ。しかしその再現率は実戦かと見み紛まがうほどのもので、緊張感と迫はく力りよくは本物の戦闘と変わらない。夕陽はアドレナリンが分ぶん泌ぴつされていた頭を軽く振り、仮想空間の中と同じように現実世界でも被っていた髑髏のマスクを剥はぎ取る。

　そのとき、夕陽の頭の中で電話の呼び出し音が鳴った。続いて、視線の先に『着信中』というメッセージがポップアップする。夕陽の体内を巡めぐる数種のナノマシンの一つ、情報用ナノマシンが通信を受け取ったのだ。

「はい。狭はざ間まです」

　夕陽がその呼び出しに応じた。しかし、今の応答は声に出したのではない。ただそのように脳内で思考しただけだ。電気信号に変へん換かんされた夕陽の思考がナノマシンに読み取られ、声を必要としない通話が行われる。

『もしもし、狭間さん。鴛おし鴦どりです』

　思考通信に返ってきたのは、幼い少女からの応答だった。

『お待たせしてごめんなさい。たった今、こちらの準備が終了しました。予定通り実験を開始しようと思うんですが、狭間さんは今どちらにいらっしゃいますか？』

「一七階の訓練室に。食後の腹ごなしに、実験の準備が終わるまで少し潜もぐっておりました」

『わかりました。それでは狭間さん、私、これから狭間さんをお迎えにあがりますので、訓練室の前で待っていてください。合流したら、一いつ緒しよに格納庫に行きましょう』

「承知しました」

　通信終了。夕陽が手をかざし、『通話中』のメッセージを消去する。

　ＶＲ訓練装置を出ようと夕陽が顔をあげたとき、不意にある物が眼に入った。

　訓練装置の内壁に貼はりつけられた、一葉の写真。夕陽の私物だ。戦闘を行う際に、夕陽は必ずその写真を操縦席に持ち込むようにしていた。戦せん闘とう機きのパイロットが家族の写真をお守り代わりにするのと同じようなものだ。

　夕陽の写真も同様に、彼と彼の家族を写したものだった。強面に無表情のままの夕陽と、そんな彼に抱きついて満面の笑みを浮かべる少女の二人が、一葉の中に納まっている。

　しかし夕陽にとって、この写真はお守りとして機能するものなどではない。

　彼にとってのそれは、自分を戒いましめるためのものだった。

「…………」

　陰いん鬱うつな物思いを振り払うと、夕陽は写真をポケットにしまって装置の扉とびらを開けた。

　ゲームの大型筐きよう体たいにも似た装置がずらりと並ぶ訓練室。装置から出た夕陽の眼に映ったのは、訓練室の窓から見える一面の大おお海うな原ばらだ。昼の日差しを受けた海面がきらきらと反射し、年としの瀬せの寒さを感じさせない陽気を見せている。

　ここは、太平洋上に建造された海かい上じよう研けん究きゆう施し設せつだ。

　日本最大の民間軍事会社ＰＭＣ『皇こう和わ重じゆう工こう』。第三次世界大戦において、日本を勝利へと導いた世界的な大だい企き業ぎようだ。その企業が多額の資金と人材をつぎ込んで秘ひ密みつ裏りに建造したのが、この巨大な海上研究施設だった。施設の建造は非常に高い秘ひ匿とく性せいのもとで進められ、その存在を知る者は皇和重工の中でも限られる。施設の出入りは勿もち論ろん、外部への通信でさえ一定の役職以上の者にしか許されないほどの厳重ぶりだ。

　夕陽は、そんな皇和重工に勤める職員――ではなく、皇和重工に一時的に雇やとわれている傭よう兵へいだった。この海上研究施設が現在進める、とある研究。それに協力するため夕陽は皇和重工と雇こ用よう契けい約やくを結んでいた。夕陽が過去に所属し、今は事実上壊滅している傭兵部隊が大戦時に皇和重工と雇用関係にあったため、そのコネを活いかして勝ち取った契約だった。

「くそったれ！　ざけんじゃねえぞ！」

　窓の外に視線をやっていると、不意にそんな声が聞こえた。

　夕陽の隣に並ぶ訓練装置から、五人の男が姿を見せていた。いずれも皇和重工の正社員で、夕陽のようなフリーの傭兵とは違ちがい、同社が正規に雇用する戦闘職員――企業専属の私兵だ。先ほどの仮想戦闘で工場の防衛を担になっていたヒトガタの搭乗員たちでもある。あの戦いはオフェンス側とディフェンス側に分かれて行われたものだった。

　怒声をあげた男――あの戦闘で最後に倒たおされたヒトガタの搭乗員が夕陽を睨にらむ。

「おい、髑どく髏ろ野や郎ろう！　もう一回だ。もう一回だけ勝負しやがれ。さっきは調子が悪かったんだ。次こそは目にもの見せてやる！」

　男が絵に描いたようなコミカルな地団太を踏む。しかし夕陽は無表情のまま首を振り、

「申し訳ありません。実は、自分は次の予定がありまして。それに、さきほどから何度ももう一回だけと仰おつしやっていますが、既すでに今の勝負で五回目に……」

「うるせえ！　負けたまんまで終われるかってんだよ！」

　男が怒ど鳴なった。そのまま他の取り巻きとともにこちらに詰つめ寄より、夕陽の前方をふさぐ。しかし剣けん幕まくこそ凄すさまじいものの、彼らの身長は二メートルに届かんとする夕陽よりも頭一個分ほど小さいため、傍はた目めには少々恰かつ好こうのつかない構図だ。

　そんな怒いかれる五人衆を前にして、夕陽が困ったように首に手をあてる。

「あの……本当に申し訳ありません。皆みなさんのお気持ちはわかりますが、自分はこれから人と約束があるのです。どうかそこを通してはいただけませんか」

「勝ち逃げしようったってそうはいかねえぞ、この筋肉達だる磨まがっ。葬そう儀ぎ社しやの生き残りだかなんだか知らねえが、ちょっとばかしまぐれが続いたからって調子に乗りやがって。ヒトガタを降りたリアルファイトなら、お前なんざ余よ裕ゆうで秒殺できんだからな！」

　と、五人衆のリーダー格らしきその男が喚わめき散らす。他の私兵たちも夕陽を取り囲み、口々に悪態を吐き散らしていた。

　よほど先ほどの戦闘結果が気に食わないらしい。彼らの顔は怒りと屈くつ辱じよくに塗れていた。正社員である自分たちが契約社員でしかない外と様ざまの雇われ兵に負けたという事実が、彼らのボルテージに拍はく車しやをかけているのだろう。そもそも元を辿たどれば、昼食を摂とって独り訓練室にいた夕陽に絡からみ、模も擬ぎ戦せんを吹ふっかけてきたのは彼らのほうなのだが。

　しかし一方的に因いん縁ねんをつけられた立場ではあるが、夕陽としては事を荒あら立だてるつもりはない。夕陽のように特定の組織や企業に属さないフリーランスの傭兵は金銭目的で戦地を転々とするハイエナと見られることが多く、どこへ行っても嫌きらわれ者ものになりがちな存在だ。それはここ皇和重工においても変わりなく、いちいち反論していては切りがない。これ以上ここでお互たがいに時間を浪ろう費ひしてしまうのは、夕陽の本意ではなかった。

「あの、まずは落ち着いてください。自分が皆さんを不快にさせたのなら謝あやまります。生身での組手をご所しよ望もうというのでしたら、後日になりますが、好きなだけお相手させていただきますので――」

　そこまで言ったところで、夕陽は自分のミスに気がついた。

「っ……その、余裕ぶった態度が」

　この状じよう況きようにおいても慇懃な夕陽の態度を、挑ちよう発はつだと勘かん違ちがいしたのだろう。顔を真っ赤に染めたリーダーがこちらの襟えりを掴み、

「気に食わねえっつってんだよ！」

　振りかぶった拳を、夕陽の頬ほおに叩きつけた。

「――ってえ！」

　しかし、苦く悶もんの声をあげたのは男のほうだった。男が自分の右手を押おさえて蹲うずくまる。対して相手の拳を避さけようともしなかった夕陽は、むしろばつが悪そうに頭を下げた。

「すみません。自分は石頭なもので」

「いや石頭とかいうレベルじゃねえだろ!?　つーかそもそも殴ったのは頭じゃねえ！」

「なに食ったらそんな硬こう度どに仕上がんだ!?　凶きよう悪あくなのは見た目だけにしとけよ！」

「このゴリラ！　老ふけ顔がお！　顔面凶きよう器き！」

「老け……。自分はこれでもまだ一八なのですが……」

　心無い罵ば声せいに夕陽の心が傷つく。しかし自分の容姿に自覚があるだけに、反論の声は些いささか小さい。

　蹲っていたリーダーが立ち上がった。その双そう眸ぼうは危険な炎にぎらついている。今度こそ怒りが爆ばく発はつしたのだろう。視線に殺意を乗せ、仲間とともに夕陽に一歩近づこうとする。

「どうかしましたか」

　そのとき、夕陽たちの背後から声がした。

　訓練室の出入口。そこに、紺こん色いろの制服を着た二人組の男が立っていた。この海上研究施設の治安維持を担う警備員だ。警備員がこちらを睥へい睨げいし、

「先ほど他の職員の方から連れん絡らくがあったんです。この部屋から言い争っているような大声が廊ろう下かまで聞こえてくると。何か揉もめ事ごとですか？　内容次し第だいでは施し設せつ長ちように報告する必要があるんですが」

　手慣れた調子で説明する警備員。その牽けん制せいの言葉に男たちの怒ど気きが僅かに翳かげる。

　苛いら立だたしげに仲間と顔を見合わせると、リーダーは小さく舌打ちをした。

「っ……別に、何でもねえよ。ちょっと模擬戦で熱が入っただけだ」

「本当ですか？　私兵による私し闘とうは社内規定で厳しく禁じられています。特に、そちらの五人はこれまでもたびたび問題を起こしていますよね。あまり度が過ぎるようなら……」

「だから、何でもねえっての。おい、行こうぜ」

　うるさそうにリーダーが答えると、彼は取り巻きに声をかけて部屋の外へと歩き出した。夕陽とすれ違う際、わざと肩かたをぶつけてこちらを突き飛ばそうとしてきたが、反対に彼のほうが弾はじき返かえされて転てん倒とう。起き上がったリーダーは顔を真っ赤にして夕陽を睨みつけるが、しかし警備員たちの手前、それ以上は何も言わず無言で訓練室を後にした。

　五人衆の退室を見届けると、警備員も夕陽に目礼して施設の巡じゆん回かいに戻もどっていった。一方的に絡まれ、一方的に殴られただけに終わった夕陽が、ぽつんと部屋の中に取り残される。

「大だい丈じよう夫ぶですか、挟はざ間まさん」

　溜ため息いきをついて足元に視線を落としていると、そんな彼にまたしても声がかけられた。

「……はい。助かりました。ありがとうございます、鴛鴦博士」

　そう言って顔をあげた夕陽が、再び訓練室の出入口に眼を向ける。

　そこに、廊下からひょこっと顔を覗のぞかせる少女がいた。少女が扉に隠かくれていた小こ柄がらな身体を見せ、出入口の前に姿を現す。

「どういたしまして。でも危なかったですね。あの人たち、今にも狭間さんに乱暴しそうでしたから。このまま喧けん嘩かが始まるんじゃないかって、とってもハラハラしちゃいました」

「申し訳ありません。自分が不ふ甲が斐いないせいでご心配をおかけしました。先ほどの警備員の方たちは、鴛鴦博士が呼んでくださったのですよね？」

「はい。私が狭間さんをお迎えに行こうとしてると、訓練室から大きな声が聞こえてきたんです。それで扉から中を見てみると、狭間さんがあの人たちに囲まれているのが見えて。だから急いで警備員さんに連絡したんですよ。えへへ、間に合ってよかったです」

　嬉しそうにそう言って、少女が垂たれがちな目め尻じりを柔やわらかくする。

　彼女の名は、鴛鴦契けい那な。真っ白に染まった頭とう髪はつに赤せき褐かつ色しよくの肌はだ、茜あかね色いろの瞳ひとみという、およそ常人とはかけ離れた容姿を持つ少女だ。一四〇センチにも届かないその矮わい躯くには、皇和重工の研究者であることを示すスタッフジャンパーが羽織られている。

　御おん歳とし一一歳さいになる彼女は、この施設を代表する天才的な研究者だった。

　受じゆ精せい卵らんの段階から人じん為い的てきな操作を受け、優ゆう秀しゆうな頭脳を持って誕生した個体。契那は、皇和重工が生み出したデザインチャイルドの一人だった。この海上研究施設が推おし進すすめ、夕陽が協力している、とある研究。その研究を統とう轄かつしている責任者こそが、この鴛鴦契那だ。

「あ……は、挟間さん。お口、お口から血が出てますっ」
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「え？」

　契那のもとに歩み寄った夕陽を見て、不意に慌て始めた彼女がこちらの口元を指差した。釣つられて唇くちびるを触さわってみると、極ごく々ごく少量ではあるが確かに血液が付着していた。先ほど殴られた際に僅かに口の端はしが切れたらしい。

「えっと、傷薬、傷薬……あった。挟間さん、お薬を塗ぬるので少し屈かがんでください」

「いえ、この程度の傷でわざわざ鴛鴦博士のお手を煩わずらわせるなど。こんなもの、舐なめていれば自然に治ります」

「いけませんっ。ばい菌きんが入ったらどうするんですか。この施設はカイトン粒りゆう子しの研究のために、色んな信号や電磁波が飛び交かっているんです。その影えい響きようで傷が酷ひどくなる可能性もあります。それに、挟間さんはこれから私の実験に付き合ってもらう大事なテストパイロットさんなんですから。大げさかもしれませんが、注意するに越こしたことはありません」

「は、はあ」

　電気信号や電磁波がささくれ程度の裂れつ傷しようにどう干かん渉しようするのか見当がつかなかったが、これ以上押おし問もん答どうを繰り返しても契那は引いてくれそうになかった。それに何より、彼女の言葉は純じゆん粋すいにこちらを心配する厚こう意いから出たものだ。過度な遠えん慮りよは失礼にあたる。夕陽は要望どおり腰を屈めると、その無む駄だにでかい身体を訓練室の扉の前で縮こめさせた。

「じゃあ、動かないでくださいね」

　目線をあわせた契那が、まずはハンカチで傷口を優しく拭ぬぐう。そしてチューブタイプの容器から軟なん膏こうを捻ひねり出し、夕陽の唇に塗ってくれた。自分より七つも年下の少女に甲か斐い甲が斐いしく世話をされ、流石さすがの夕陽も頬に照れの色が混ざり始める。

「あの、鴛鴦博士……」

「あ、待ってください。髪かみの毛けや衣服も乱れています。こっちも直しますね」

　と言って、先ほどの一件で乱れていた身なりまで整え始めた。契那の小さな指先が何度も夕陽の頭や首もとに触ふれる。これではまるで、母親にされるがままの子どものようだ。

　かつて夕陽には、このように自分の世話をしてくれた女性が二人いた。

　一人は、もう何年も前に核かくの炎に溶とけて消えた実の母。そしてもう一人は――

「はい、もう大丈夫です。これでいつものかっこいい挟間さんになりました」

　目の前の少女が誰かの面おも影かげと重なりかけたとき、契那がぱっと手を離した。

　現実世界に意識を引き戻された夕陽に、契那が自前の手鏡を見せる。短い頭髪と、黒で統一されたスリーピースの喪も服ふく。そのどちらも、夕陽が今朝セットしたとおりに戻っていた。

「ありがとうございます、鴛鴦博士。感謝の言葉もありません。しかも、その……かっこいい、などとお世辞にまで気を遣つかわせて」

「お世辞なんかじゃありません。正しよう真しん正しよう銘めい、私の本心です」

　再度頭を下げる夕陽に、契那が胸を張って答えた。

「確かに挟間さんはほんのちょっぴりだけ怖こわい顔をされています。でもでも、身長も高くてがっしりとした筋肉質な体型をされていますし、いい意味で男性らしいというか、とても精せい悍かんな容姿をされていると思います。だから、あの人たちが言っていた酷い言葉なんて気にする必要はありません」

　そう言い切ると、契那が柔にゆう和わな笑みを夕陽に向けた。どうやら、さきほどあの五人衆に吐きつけられたゴリラだの老け顔だの顔面凶器だのといった罵ば詈り雑ぞう言ごんに、夕陽が傷ついているのではないかと心配してくれているようだ。

　もはや聖母か菩ぼ薩さつかと紛まがうほどの優しさだった。この海上研究施設で部外者である夕陽にここまで親身になってくれるのは彼女をおいて他にいない。自分の身一つでこの施設にやってきた嫌われ者の傭兵にとって、彼女の優しさは掛かけ替がえのないものだった。

「ありがとうございま……」

「なあ、ちょっと。邪じや魔まで通れないんだが」

　三度、声。今度は訓練室にやってきた別の私兵の声だった。夕陽たちが扉の前で談だん笑しようしていたせいで出入口を塞ふさいでいたようだ。蹲っていた夕陽が顔をあげ、謝罪しようとする。

「失礼しました。すぐに退どきますので……」

「うおっ、ヤクザ!?」

　見上げる夕陽の顔面を見て、その私兵が短い叫びをあげた。

「…………」

「や……薬やく剤ざい！　薬剤ですよ、挟間さん！　挟間さんのお怪け我がを見て、お薬が必要だと思われただけです。ま、間ま違ちがっても挟間さんのお顔が指定暴力団じみているだとか、そういった意味の言葉ではなくてですね！」

　無言になった夕陽に、契那が慌ててフォローを入れる。

　しかしこのときばかりは、そのフォローも寒々しく聞こえて仕方がなかった。




《一三二七時》

　二二世紀まであと半日足らずとなった大おお晦日みそか。契那とともに廊下を歩く夕陽は、この海上研究施設に漂ただよう、どこか弛し緩かんした空気を感じていた。

　廊下の至るところにはクリスマスから続くイルミネーションが飾かざられており、壁かべ一面に見える３Ｄ電子広告もいつも以上にカラフルな色しき彩さいに溢れている。それらの広告に目を向けると、情報用ナノマシンがその注視対象を検知し、更さらに詳しよう細さいな宣伝内容を吹き出し状のメッセージとして視界に展開させた。現実の風景に重ねて表示された、拡張現実ＡＲのメタ情報。そのどれもが、来きたる新世紀を祝福するものばかりだ。

　二二世紀。その言葉に、単なる年代の区切り以上の意味合いを感じる人間は多いだろう。夕陽自身、残り数時間となった『二二世紀』という言葉に、特別な感かん慨がいを覚えていた。

　何せ数年前までは、人類が新世紀を迎えることは不可能だと思われていたからだ。

　二年前に終結した第三次世界大戦。かつての冷戦時代のようにアメリカを中心とする西側陣じん営えい『環かん大たい洋よう連れん合ごう』とロシアを中心とする東側陣営『ユーラシア共きよう和わ圏けん』に分かれて勃ぼつ発ぱつしたこの大戦争は、二度目の世界大戦とは比べものにならないほどの苛か烈れつな戦いとなった。迎撃システムとステルス技術の発達に伴ともなう、ミサイルを始めとした誘ゆう導どう兵器の衰すい退たいにより、互いに決定打を欠いた三次大戦は泥どろ沼ぬまの様相を呈ていしたのだ。

　夕陽の祖国である日本もまた、この戦争の矢やお面もてに立たされた。環大洋連合の一国であった日本は、太平洋への侵しん出しゆつを図るユーラシア共和圏の防衛を行わざるをえなかったからだ。しかし日本のような極東の小さな島国では、圧あつ倒とう的てきな物量を誇ほこる共和圏の侵しん攻こうを押し留めることは不可能だと思われていた。

　そんな日本を救ったのが、皇和重工を代表とする四つの民間軍事会社で構成される集合組織。通つう称しよう、企業連合だ。

　企業連合は、一九〇〇年代半ばから軍に代わって日本の国防を担ってきた組織だった。日本では二次大戦の敗北により軍部が解体されたことから、その元軍人たちを企業連合の各社が『社員』という形で雇用することで、私兵部隊として再編していたのだ。こうした経けい緯いにより、企業連合は国内最高の科学力だけでなく独自の武力を保有するに至った。

　更に企業連合は、一〇〇年ほど前に発生した九・一一と呼ばれる事件を切きっ掛かけに世界中でテロの嵐あらしが吹き荒れた二一世紀を戦い抜き、急成長を遂とげていった。今では財力においても武力においても世界有数の巨大な軍産複合体へと変へん貌ぼうしている。それゆえ日本政府は、三度勃発した世界大戦においてもこの企業連合の力を借りることになった。

　そして企業連合の協力を得た日本は見事にユーラシア共和圏の侵攻を防ぎきり、併あわせて第三次世界大戦は環大洋連合の辛しん勝しようで幕を閉じた。

「ふう……やっとつきましたね。移動するのも一苦労です」

　目的地であった八階の格納庫の前に到とう着ちやくすると、契那が溜息交じりにこぼした。この海上研究施設は幾いく層そうもの巨きよ大だいなフロアから成り、総面積は下手な研究機関など比べ物にならないほどに広大なものとなっている。施し設せつ内ないには専用の屋内車両が行き交っているほどだ。多数の兵器が収納されている格納庫も、この施設の中に設けられている。

「こんなとき、身体の大きな誰かが負おぶってくれたら嬉しいんですけどね」

「……お望みならば」

「えへへ。冗談です。じゃあ、行きましょうか」

　などと一一歳にからかわれつつ、夕陽が契那の小さな背中を追って格納庫に入る。

　格納庫の中には、無数のヒトガタが配備されていた。

　正式名めい称しようは壱いち式しき思し考こう制せい御ぎよ型がた強し襲し軽けい汎はん用よう戦せん術じゆつ兵へい装そう。壱式とは、西せい暦れき二〇四一年――つまり皇紀二七〇一年に制式採用された兵器であることを意味する。長ったらしいその名称を略して現場では『イチガタ』と呼ばれていたのが次第に訛なまっていき、現在ではそのフォルムを踏まえてヒトガタという俗ぞく称しようで統一されている。

　全長四・五メートル、重量三トンのこの人型機動兵器は、二一世紀に激増したテロや市街地戦闘に対応するために企業連合により開発された陸上兵器だ。ナノマシンを介かいした思考操縦を可能としたヒトガタは、従来の兵器を上回る極きわめて高い反応速度と運動性を有しており、今では世界中の兵器市場を席せつ捲けんしている。

　格納庫に置かれているヒトガタの機種は、皇和重工が製造を手がけた量産機【灰雲】だ。先ほどの仮想戦闘で夕陽が使っていた機体でもある。この灰色のヒトガタは海上研究施設を警護するために本社から配備されたものであり、皇和重工の私兵部隊――先ほどの五人衆のような搭乗員たちが有事の際に乗り込むことになる。

　壁一面にずらりと並ぶ【灰雲】。しかしその中に一機だけ、全く機種の異なる異質なヒトガタが交じっていた。

　赤を基調としたボディに、各所に白いペイントの入ったカラーリング。アスリートのように逞しい逆三角形のボディ。重じゆう厚こうで角ばったフォルムの【灰雲】に対し、こちらは全体的にスタイリッシュでより人体に近い外観となっていた。しかし各部に増設された追加装甲がその機体のシルエットを筋肉質に仕上げ、見る者に雄お々おしく力強い印象を与あたえている。

　その赤い機体を見上げ、夕陽が呟く。

「ＸＦＡ‐１【旭あさひ】。これまでもたびたび機動テストで乗らせていただいていますが、何度見ても異い彩さいを放つ機体ですね。既き存そんのヒトガタとは外観も装備のレイアウトも異なっていますし。一目見ただけで、並の量産機とのスペックの違いが窺うかがえる実験機です」

「それはそうです。何せ【旭】は、私が設計したヒトガタですから」

　ふんす、と契那が胸を張り、

「機体の人工筋肉や大容量コンデンサ、内部フレームはどんな実験にも耐たえられるよう、皇和重工製のパーツの中でも最高品質のものを使用しています。コクピットのレイアウトや操縦システムだけでなく、カイトン粒子による時間軸じくの観測のための電装系も私が一から製造を手がけました。この【旭】は、現存する世界中のヒトガタの中でも最高クラスのスペックを誇る機体だと自負しています」

　珍めずらしく得意げに喋しやべり出す契那の話を片耳に入れつつ、夕陽がその機体を見上げる。

　型式はＸＦＡ‐１。機体名称は【旭】。契那が主導している研究――その核となるのが、この【旭】だった。夕陽が皇和重工に雇われているのは、この【旭】のテストパイロットとして実験に協力するためだ。

　しかし。

　まさか、自分がテストパイロットを務めることになった機体の名前が『アサヒ』とは。

　神様という奴やつは、どうやら相当な皮肉屋らしい。

「それでは挟間さん。私は観測室に行きますので、挟間さんは【旭】に搭とう乗じようしてください」

　講こう釈しやくを終えたのか、契那がそれまでと一転して声こわ音ねを真ま面じ目めなものに変えた。

　そして、真っすぐな眼まな差ざしで夕陽を見て宣言する。

「これより、【旭】による『時間加速実験』を開始します」




《一三四一時》

　防護ジャケットに着き替がえた夕陽が【旭】の操縦席に背中を預ける。いつも通りコクピットの内壁に写真を貼りつけ、操そう縦じゆう桿かんを操作して機体を起動。全てのチェック項こう目もくに問題がないことを確かく認にんし終わったとき、夕陽のもとに映像通信が入った。

『通信チェック。観測室よりゴースト９へ。狭間さん、聞こえますか？』

　コクピット内の虚こ空くうに展開した通信ウィンドウに映っているのは、施設九階の観測室に移動した契那だった。彼かの女じよの背後には、様々な機器や他の研究者たちの姿が見える。研究者たちはこれから始まる実験のために各種計器類をチェックしているようだ。

「感度良好。通信状態に問題はありません」

『わかりました。それでは始める前に、今回の実験の概がい要ようをおさらいしたいと思います。挟間さんにはこれまで何度も説明を行っていますが、実験の万ばん全ぜんを期すためにも、最後にもう一度だけ付き合ってください』

　契那はそう切り出し、

『まず今回の時間加速実験ですが、正式名称は「カイトン粒子を用いた異なる時間軸への限定的介かい入にゆう実験」となります。基本中の基本ですが、カイトン粒子については挟間さんは把は握あくされてますよね？』

「大筋のところは。時空を超こえて行き交う粒子、という認にん識しきでよろしかったでしょうか」

『正確には、「時空を超えて情報を伝達する粒子」です』

　視界の端はしに、観測室から送られてきたデータファイルが表示される。中身は、件くだんのカイトン粒子に関かかわる文ぶん献けんや資料だった。

『カイトン粒子の存在は、二〇六八年、脳神経科学の場で発見されました。皇和重工を始めとする企業連合の研究者たちが、人間の脳、特に人の記き憶おくを司つかさどる海馬の歯し状じよう回かいという部位に宿る粒子を見つけたんです。カイトン粒子と名付けられたこの未知の粒子の性質を調べるため、研究者たちは被ひ験けん者しやの脳内から抽ちゆう出しゆつした粒子を粒りゆう子し加か速そく増ぞう幅ふく器きにかけました。そのときの映像がこちらになります』

　データファイルの中にあった動画が自動で開かれた。動画の内容は、たった今契那が話していたカイトン粒子を粒子加速増幅器という装置にかける実験映像だった。

　どこかの実験場。皇和重工の研究者たちが大型の粒子加速増幅器を起動している。粒子加速増幅器とは、加速させた粒子同士をぶつかり合わせることで高エネルギー状態を作り出し、粒子の持つ特性や性質を連れん鎖さ的てきに増幅させる装置のことだ。

　映像の中の粒子加速増幅器は電球のソケットにも似た円えん筒とう形けいをしていた。大きさは目測で五メートルほど。実験が開始されたのか、円筒形をしたその増幅器が甲かん高だかい音をあげて駆く動どうする。実験場全体が凄まじい揺ゆれを発し、同時に映像のぶれも激しくなっていく。

　増幅器の駆動音が最高潮に達した瞬間、強きよう烈れつな粒子の光が瞬またたいた。爆ばく撃げきにも似た閃せん光こうと大音量。映像が真っ白に塗り潰され、一時的に何も見えなくなる。

　そして、数十秒が経過した。耳鳴りのような音が徐じよ々じよに治まり、視界を覆おおっていた光が少しずつ晴れていくと、ようやく映像が回復する。

　回復した映像には、何も映っていなかった。

　いや、カメラ自体は正常に駆動している。正確に表現するなら、先ほどまで映っていたはずの粒子加速増幅器が周囲の機器や研究者を残して忽こつ然ぜんと消えていたのだ。実験場の床ゆかには半球状のクレーターが穿うがたれ、増幅器の置かれていた空間が根こそぎ消失している。

『この粒子加速増幅器は、実験場から遠く離はなれた山の中で見つかりました』

　契那が説明を再開し、

『たまたまその山を訪おとずれた登山家の目の前に急に出現したそうです。しかもその方の証言が正しいなら、増幅器が出現したのは実験場から増幅器が姿を消した直後ではなく、少し時間を置いた一七分後だったそうです』

「粒子加速増幅器が未来の時間に跳ちよう躍やく……俗ぞくに言う、タイムスリップをしたと」

『はい。高こう濃のう度どになったカイトン粒子が時空に干渉し、異なる時間軸の別の座標に移動したんです。以降の実験においても、この現象はたびたび観測されました。といっても、タイムスリップが起きるときと起きないときがあったり、スリップ先の座標や時間を指定することはできなかったんですけどね。この現象が初めて観測されてから現在においても、完全な時間跳躍の理論の確立には未いまだ至っていません。ですが何はともあれ、カイトン粒子は時空という概がい念ねんに干渉する粒子だということが判明しました』

「……鴛鴦博士には以前から説明を受けていましたが、やはり驚おどろきです。時空を超ちよう越えつする粒子があるなど」

『そうですね。私も最初にこの話を聞いたときは、本当にびっくりしました』

　そう言って契那が微ほほ笑えむ。

『話を戻しますね。カイトン粒子には、もう一つの特とく徴ちようがあります。先ほど私は、カイトン粒子は人間の脳に宿るとお話ししましたけど、この粒子は人間がデジャブやジャメブを感じるときにその活動が活性化し、脳内で粒りゆう子し濃のう度どが上じよう昇しようするんです』

　既視感デジヤブ。体験したことがないにもかかわらず、まるでどこかで体験したことのあるように感じる感覚。未視感ジヤメブはその反対で、一度体験したことがあるはずなのに初めてのように感じる感覚のことだ。

『確かに自分はこれをやるのは初めてのはずなのに、どこかで体験した覚えがある。過去に自分はこれをやったはずなのに、初めて体験するように感じる。そういった不可思議な感覚はなぜ起きるのか。これは、脳神経科学の分野では長年の謎なぞでした。しかしここにカイトン粒子という時空を超える粒子の存在が発見されたことで、ある大だい胆たんな仮説が打ち立てられたんです。それが――』

「デジャブやジャメブは、過去や未来、あるいは別の時空……並行世界の自分の記憶情報から来ているのではないか」

　契那の言葉を先取り、夕ゆう陽ひが以前、彼女自身から講釈を受けた内容を呟いた。

『そうです。理論物理学の世界で提唱されている、多元宇宙論。時空を超えたどこかにあると言われる並行世界。カイトン粒子は、私たちが今いるこの時間軸と別の時間軸とを繋つないでいるのではないか。そして粒子がそれぞれの世界を行き交う際、干渉した人間の脳が持つ記憶という情報を伝達するのではないか。この時間軸の私が経験していないことでも、別の時間軸の私が経験した記憶情報が伝達されればデジャブという感覚が発生し、逆の場合ならジャメブが起きる、という具合です。皇和重工の研究者たちはこの仮説を証明するため、ブレーン宇宙論や素そ粒りゆう子し物理学、ＵＳＯ科学といったあらゆる視点からの検証を行いました。そして遂ついにその結果、カイトン粒子は単に時空を超えるだけでなく、別の時間軸の情報を伝達する粒子であることが判明したんです。更にこの仮説が正しいと証明されたことにより、カイトン粒子の存在が並行世界の存在も裏付けました』

　この宇宙には幾つもの別の時間軸、別の世界があるというわけです、と契那が言う。

『皇和重工はカイトン粒子の研究を進めるとともに、現在ではこの粒子を利用した新技術の開発を行っています。カイトン粒子の性質を利用することができれば……例えば、未来の情報を受信する「未来視」といった技術が実現されたり、完かん璧ぺきなタイムスリップの理論も確立されるかもしれません。とはいえ現状、そんなＳＦじみた技術を実現させるには、とんでもない高さの技術的ハードルを幾つも超える必要があるんですけどね』

「道のりはまだ長い、と」

『はい。ですが私は研究を進めることで、世界で初めて、カイトン粒子を利用した一つの技術を理論化させました。それが人じん為い的てき時じ間かん隔かく拡かく張ちよう（Artificially  EXtending  Lag）――ＡＸＬアクセルシステム。通称、「時間加速」です』

　簡単に説明すると、と契那が前置きし、

『これはその名称通り、粒子加速増幅器を使ってカイトン粒子を爆ばく発はつ的てきに加速、増幅させることで、一定空間内の時間を加速させる技術です。要するに、人為的に「時間の流れが早い空間」を作り出すわけです。その空間内に存在する物体――例えば私がその加速された時間軸の中を動けば、通常の時間軸にいる狭間さんたちからは、私がものすごい高速で動いているように見える、という具合ですね』

　ＡＸＬシステム――時間加速。加速された時間軸の中を動くことにより、相対的に本来の時間軸では高速移動したことになる技術だ。物理的に物体を加速させるわけではないため、この方法による加速では強烈なＧが発生することもない。

『そして狭間さんが今搭乗している【旭】こそが、時間加速を行うために製造された世界で唯ゆい一いつのヒトガタです。【旭】の頭部に内蔵された最新の粒子加速増幅器を起動させ、特とく殊しゆな電気パルスを搭とう乗じよう員いんの頭部に照射し、脳内に宿る高濃度のカイトン粒子を抽出。そして抽出したカイトン粒子を加速、増幅させることで機体の周囲に加速空間を形成し、相対的な超ちよう加か速そく――時間加速を実現します。カイトン粒子を用いた、世界初の時間に干渉する技術です』

　機体を包む一定空間内の時の流れを加速させ、その加速空間を纏まとったまま動くことによって高速で機動する最さい新しん鋭えいの実験機。それこそが、この【旭】だった。

「映像の中の粒子加速増幅器はヒトガタの全長をも上回る大きさでしたが、現在では機体の頭部に収まるサイズにまで小型化されているのですね。あれが三〇年近く前の映像とはいえ、現場で戦う兵士としては技術の進歩に驚かされます。聞いた話によれば、粒子加速増幅器をこれほど小型化できたのも鴛鴦博士の尽じん力りよくがあったからだとか」

『私一人の力ではありませんが、確かにヒトガタに搭とう載さいできるほどの粒子加速増幅器の小型化に成功しているのは、今のところ世界で皇和重工だけですね。これがまた難しくて、実現には本当に苦労しました』

　ウィンドウの向こうで契那が苦く笑しようする。

　今回の時間加速実験をヒトガタで――戦車などの他の兵器ではなく、この人型機動兵器で行う理由は幾つかある。その一つが、研究予算のつきやすさだ。国土の七割以上が山地である日本では、戦車よりも走破性の高いヒトガタのほうが部隊を展開しやすい。ゆえに現在では、企業連合が保有する陸上兵器の占せん有ゆう率りつはヒトガタが最も多くなっている。よって、ヒトガタを主体にした軍事研究のほうが予算もつきやすいというわけだ。皇和重工がヒトガタにこだわり、困難極まりない粒子加速増幅器の小型化を実現させたのは、そういった背景もあってのことだった。

　そしてそれはつまり、それだけ皇和重工がこの時間加速実験に本気だということの証でもある。

　これから行われる実験は、契那が理論化したこの時間加速が現実世界でも実際に発動するかどうかを観測するために行われるものだった。シミュレーション上では実験は何度も行われているが、実際に【旭】を使って時間加速を試みるのは今回が初めてになる。限定的ながらも時間を操あやつるこの世紀の発明を完成させるため、契那を始めとしたカイトン粒子研究者たちは凄まじい努力と時間を費やして今回の実験に臨のぞんでいた。そもそもこの海上研究施設はカイトン粒子の研究のために建てられたものであり、今回の実験には皇和重工本社も多額の予算を投入している。社内でも非常に注目されている実験だった。

　そして、テストパイロットとして今回の実験に参加している夕陽もまた、この時間加速には並々ならぬ執しゆう着ちやくを持っていた。

　いや、厳密に言えば、彼かれが興味を抱いだいているのは時間加速それ自体ではない。

　夕陽が関心を注いでいるのは――タイムスリップ。時間跳躍の技術だ。

　先ほど、契那は言っていた。カイトン粒子を用いたタイムスリップの実現には、非常に高い技術的な壁があると。だが、不可能だとは言わなかった。

　ならばこの先、科学の進歩により様々な理論が構築されれば。夕陽が実験に協力し、そこで得られたデータが役立てられ、カイトン粒子の発展に少しでも貢こう献けんできたならば。いつか遠い未来に、その技術が実現するのだろうか。

　もし、そんなことが可能であるのなら。

　時間を遡さかのぼり、過去を書かき換かえ、運命を変える。そんな禁きん忌きの技が実現されたとすれば。

　俺おれはもう一度、あの懐なつかしくも忌いまわしい夕空に戻り、彼女を救えるのだろうか。

『おさらいは以上になります。狭はざ間まさん、何かご質問はありますか？』

　その問いかけに、夕陽は無言で首を横に振ふった。それを見た契那が続けて告げる。

『では、これより実験に入ります。狭間さんは指定された場所に【旭】を移動させてください』




《一四〇六時》

　格納庫にあるエレベーターに乗り、夕陽は【旭】を施し設せつの屋上へと移動させた。

　がごん、という音が響ひびき、エレベーターが停止。扉とびらが開くと、【旭】の眼前にはどこまでも伸のびる青い水平線が見えた。波の音は穏おだやかで、空は抜ぬけるような快晴。夕陽は【旭】の足を動かし、機体を屋上の中央へと進ませた。施設の屋上はヒトガタの演習にも耐えられる頑がん強きような造りとなっており、【旭】による時間加速実験はここで行われる。

　夕陽はポケットから取り出した髑どく髏ろのマスクで顔を覆うと、通信回線を開いた。

「ゴースト９より観測室。【旭】は所定の位置につきました」

『わかりました。それでは早さつ速そく始めましょう』

　直後、足元が震ふるえた。低い振しん動どう音おんを発しながら、屋上の床が数か所開いていく。

　すると、その穴の中から数十機もの飛ひ翔しよう体たいが現れた。攻こう撃げき型がたの飛行ドローンだ。Ｘ字の形状をしたボディに四枚のプロペラが回転しており、ボディ下部には二〇ミリ機き銃じゆうが据すえ付つけられている。自律飛行を行うドローン群がこちらの頭上に展開する。

『実験結果を対照させるために、まずは通常状態での戦せん闘とう機動を見せてください。三〇秒後にドローンに攻こう撃げき命令を出しますので、【旭】は随ずい時じ回かい避ひと反はん撃げきをお願いします』

「承知しました」

　展開したウィンドウにカウントダウンの表示が現れた。夕陽は【旭】の腰から模擬戦用のライフルを抜き、戦闘態勢に入る。

　一〇秒。二〇秒。そして、三〇秒が経過した。

『実験開始』

　瞬しゆん間かん、上空のドローンがぱっと周囲に散った。【旭】の頭上を高速で飛び交い、機銃による一いつ斉せい掃そう射しやを開始。電子映像で構成された実物そっくりのパラレーザー弾が夕陽の視界を覆い、弾だん幕まくとなって【旭】に迫せまる。

　夕陽は素す早ばやく【旭】を飛び退すさらせ、全すべての射線を回かい避ひした。鋼鉄の巨きよ体たいを感じさせない見事なバク転で後方に跳とび、宙を舞まいながら応射。【旭】のライフルからもパラレーザー弾が放たれ、まずは一機、直上のドローンが撃げき破は判定を受けて動力を停止させる。

　ヒトガタにこのようなアクロバティックな動きを可能とさせるのは、駆動用ナノマシンの集合体である機体の人工筋肉のおかげだ。この人工筋肉は瞬しゆん発ぱつ力りよくと衝しよう撃げき吸収性に優すぐれるだけでなく、駆動のたびに微び小しようのナノマシンが擦すれ合うことで摩ま擦さつ発電を行い、機体を動かすための電力を生成する。こうした様々なナノマシンによるテクノロジーは、ヒトガタの人工筋肉や操縦システム、果ては思考通信やメタ情報の網もう膜まく投とう影えいといったＡＲ技術などの幅はば広ひろい分野に用いられ、今では人々の生活と密接に繋がっている。

【旭】を着地させた夕陽はそのまま銃じゆう撃げきを続け、更に二機のドローンを仕留める。しかしその間に他のドローンがこちらの背後に回り、【旭】に銃じゆう弾だんをばら撒まいてきた。咄とつ嗟さに跳躍。夕陽は瞬しゆん時じに空中で機体の姿勢を変え、敵てき弾だんをやり過ごす。

　給弾を行うドローンの隙すきをつき、【旭】が屋上の端を疾しつ走そうしながら発はつ砲ぽうする。点射で三機を撃げき墜つい。敵の照準を絞しぼらせないため、そのまま屋上を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回まわる。そしてドローン群の側面に回って発砲。夕陽がこの要領で攻撃と回避、移動を繰くり返していく。

　しかし、

「ジリ貧だな……」

　ドローンの数が多すぎる。撃破自体は容易だが、一機を狙ねらっている間に他のドローンにこちらの側面や背後を取られてしまう。ここが一いつ般ぱん的てきな市街地などであればまだ他にもやりようはあるが、こんなだだっ広い長方形の屋上では逃にげ場ばもない。このままでは、いずれ夕陽の回避にも限界が訪れるだろう。

【旭】が被ひ弾だん。敵の二〇ミリ弾が右みぎ肩かたを浅くかすめた。実体のないパラレーザー弾であるため実際に損傷があるわけではないが、機体の圧力センサが搭乗員の操縦用ナノマシンとリンクし、夕陽の右肩にもその衝撃を疑ぎ似じ的てきに知覚させる。

　夕陽が通信を開いた。

「鴛おし鴦どり博士。これ以上の回避は不可能と判断します。自分の力量ではこれが限界です。申し訳ありません」

『いえ、充じゆう分ぶんです。こんな碌ろくに遮しや蔽へい物ぶつもない空間で、五〇機のドローンを相手に大した損傷もなく一〇機近くも墜おとせる搭乗員なんて、皇和重工中を探したって殆ほとんどいませんから』

「では」

『はい。――実験をフェイズ２に移します。【旭】の粒子加速増幅器を起動させてください』

　契那の許可を得た夕陽が、回避機動を取っていた【旭】を停止させた。屋上の中央で立ち止まった【旭】に残ったドローンが機銃を向ける。

　しかし夕陽は焦あせることなく、一度だけ深く息を吸った。その呼吸に合わせて夕陽の顔を覆うマスクの髑髏模様が大きく歪ゆがみ、偶ぐう然ぜんにも禍まが々まがしい表情を作り出す。

　そして夕陽は操縦桿のカバーを親指で跳はね上あげ、左右のボタンを同時に強く押おし込んだ。

「――ＡＸＬアクセル」

　粒子加速増幅器、起動。

　音声認識によりコクピットの内ない壁へきから照射された電気パルスが夕陽の脳を刺し激げきし、脳内に宿るカイトン粒子を抽出する。その工程に痛みはない。ただ浮ふ遊ゆう感かんにも似た奇き妙みような感覚に包まれるだけだ。抽出された高濃度のカイトン粒子が増幅され、血管を模した機体の粒りゆう子し循じゆん環かんチューブの中を高速で駆かけ巡めぐる。機体各所の関節から漏もれ出した高濃度のカイトン粒子が、視し認にんできるほどの赤い燐りん光こうとなって機体の周囲を舞い始めた。同時に、それまで【旭】の頭部を縦に走っていた緑色の発光パターンが切り替わり、あたかも『二つ眼』のような形状で点灯する。粒子加速度が七〇％に到とう達たつ。八〇。九〇。一〇〇％まであと三秒。二、一――

　ドローンが一いつ斉せいに機銃を撃発した。同時に粒子加速度が一〇〇％に到達する。




　瞬間、掃そう射しやされた無数の敵弾が【旭】の眼前で停止した。




　思わず、息を呑のむ。

　撃うち出された二〇ミリ弾が、空中で静止している。銃弾だけではない。【旭】の頭上を飛とび交かうドローン群。青空を渡わたる海鳥の群れ。施設に打ち付ける波の飛沫しぶき。それらの動きが非常に緩かん慢まんになっている。まるで、周囲の時間の流れが遅ち滞たいしているかのように。

　いや、違ちがう。厳密には夕陽の――【旭】の時間が加速しているのだ。

「……本当に、俺は動けるんだな」

　試ためしにコクピットの中で自分の手を握にぎったり開いたりしてみると、静止した時間の中にありながら夕陽の身体は問題なく動いた。【旭】も同様だ。夕陽の思考命令を受けたこの機体も、通常と変わらぬ反応速度を返してくれる。

　機体を包む、カイトン粒子が作り出した加速空間。夕陽と【旭】は、その中にいた。

　ならば――

　加速形態である『二つ眼』に変じた【旭】が赤い燐光を散らして動く。遅ち々ちとしたスピードでこちらに向かってくる敵の弾幕を容易たやすく掻かい潜くぐり、その全てを回避。続けて、【旭】がドローン群に向けてライフルを連射した。音速で撃ち出されたはずのパラレーザー弾は、しかしライフルの銃じゆう口こうから僅わずかに進んだところでその速度を大きく減げん衰すいさせる。【旭】を包む加速空間の外に出たせいだ。

　カイトン粒子による加速空間は【旭】の輪りん郭かくを覆うようなオーラ状に展開される。そのため、機体の持つ武装がこの空間内に収まっていれば問題なく使用することができるが、空間の外に出てしまった銃弾などは時間加速の恩おん恵けいを失い、通常の時間の流れに戻もどってしまうのだ。またこの加速空間は、カイトン粒子という未知の物質が人間に宿るものだからなのか、人型状に――つまり人体と同じ形状に展開したほうが効果が安定するという性質があった。このことも、時間加速実験をヒトガタで行う理由の一つだ。

　夕陽は続けて、【旭】の頭部に角のように納刀されているナイフ型のヴィブロ・エッジを引き抜いた。そして機体を疾走させ、大きく跳躍。すれ違いざま、宙に浮うく複数のドローンを斬きり裂さいた。ボディを断たち切られたはずのドローンたちが、空中で細切れになったまま静止している。

　そして、時の流れが再開した。

【旭】が着地したと同時、青い空で立て続けに爆ばく発はつが起こり、電子映像を用いた爆炎が頭上に咲さき乱みだれた。時間の流れが正常に戻り、夕陽の放ったパラレーザー弾がドローンを一斉に貫つらぬいたのだ。バラバラに斬り裂かれたドローンも同様に地面に墜つい落らくしている。

『か……観測室からゴースト９へ』

　二つ眼に光っていた機体頭部の発光パターンが通常状態に戻ったとき、契那からの通信が入った。その声は驚きと興奮に震えている。

『今、観測カメラから【旭】の機き影えいが消えたと思ったら……私たちの目の前で、全てのドローンが同時に撃破判定を受けました。これは……』

「はい。【旭】の時間加速によるものです。想像以上の結果ですね」

『……観測室のタイマーは、【旭】の消失からドローンの撃破判定までの時間を〇・一秒と表示しています。狭間さん、【旭】のタイマーは』

「表示されている時間は――一〇秒。鴛鴦博士が以前仰おつしやっていた通り、現実では〇・一秒しか流れていないのに対し、コンデンサの電力が尽つきるまでの一〇秒間、【旭】は一〇〇倍に加速された時間軸に移動していました。実験は、間違いなく成功したかと思われます」

『……………………やったー！』

　ウィンドウの向こうで、契那が諸もろ手てをあげてジャンプした。スカートの裾すそを跳ね上げ、ぴょんぴょんと歓かん喜きの叫さけびをあげている。観測室にいる他の研究者たちも、嬉うれしそうに手を叩たたいたり同どう僚りよう同士で抱き合ったりしていた。

『やった！　やった！　やったー！　やりましたよ狭間さん！　実験は成功です。自分で言うのも何ですが、これは世紀の大発明です！　私たちは、遂に時の流れを制せい御ぎよすることに成功したんですよ！　う～～～～っ、やったー！　きっと二二世紀は、カイトン粒りゆう子しを使った更なる技術が発明されていくでしょう。これで、これで私は……！』

　興奮して捲まくし立たてる契那だったが、感かん極きわまったせいか続く言葉を言えないでいた。夕陽は彼女が落ち着くまで黙だまって待つことにする。

　ようやく普ふ段だんの調子に戻った契那が、頬ほおを赤らめて口を開いた。

『……し、失礼しました。あまりにも嬉しかったので、つい』

「いえ。お気になさらず。それにしても……この実験結果は驚きよう異い的てきです。この時間加速を使えば、【旭】は戦場で無敵のヒトガタになるでしょう。敵の目にも留まることなく、敵が決して反応できないような速度で一方的に攻撃を行えるのですから。今のでまだフルパワーではないことが驚きです。粒子加速増幅器にかけられたリミッターを解除したなら、一体どれほどの速度で動けるのか……」

　夕陽が言うように、【旭】に搭載された粒子加速増幅器にはリミッターがかけられている。今回のように加速技術への転用が可能になったとはいえ、カイトン粒子はまだまだ未知の領域が多く、その全ぜん貌ぼうは完全には解明されていない。そのため、カイトン粒子を安全に制御するための措そ置ちとして粒子加速増幅器にはリミッターが施ほどこされていた。

『私も興味はありますが……でも絶対に、リミッターは解除しないでくださいね』

　夕陽の呟つぶやきに契那が注意を入れ、

『粒子加速増幅器のリミッターはカイトン粒子を安定して利用するためのものです。リミッターを解除した状態で駆動なんてしたら、増幅器が暴走してどんな結果が訪れるかわかりません。加速空間から帰ってこれなかったり、時間軸を移動しすぎて並行世界に飛んでいってしまったり、まるで予測がつかないんです。だから、絶対にリミッターだけは解除しないでくださいね』

「承知しました。自分も、ただ興味本位で言ってみただけですのでご心配なく」

『ですが何はともあれ、フェイズ２……【旭】の時間加速は確かに成功しました。次はフェイズ３、時間加速の連続使用です。粒子加速増幅器が連続で何回までの時間加速に耐えられるかを検証します。狭間さん、準備はいいですか？』

「はい。いつでもどうぞ」

『では、フェイズ３開始です』

　撃破判定を受けて床に墜落していたドローンが復活し、再び浮遊を始めた。夕陽は【旭】のライフルを握り直し、腰を落として戦闘態勢を整える。

【旭】による時間加速実験は、それから三時間近く行われた。




《一七一二時》

　気づけば、空が茜あかね色いろに染まっていた。

『お疲つかれ様さまです、狭間さん。今日の実験はここまでにしましょう』

　真っ赤に燃える太陽が水平線に差さし掛かかったあたりで、契那からの通信があった。夕陽は【旭】の動力を非戦闘レベルまで落とし、粒子加速増幅器を停止させる。それに伴い、機体の関節から漏れ出していた赤い燐光が空気の中へ溶とけるように消えていった。

　契那が嬉しそうに言った。

『今日は本当にいい日です。実験は成功し、カイトン粒子の研究が大きく前進しました。今夜はとてもいい気分で新世紀を迎むかえられそうです』

「そうですね。微び力りよくではありますが、自分もこの研究に貢献できて嬉しく思います」

『えへへ。相変わらず謙けん虚きよですね、狭間さんは』

　ウィンドウの中で契那が微び笑しようを浮かべる。

　すると彼女は不意にこちらから目を離し、観測室の窓に視線を向けた。

『綺き麗れいですね』

「え？」

『夕日です。私、昔から夕日が好きなんですよ』

　話が唐とう突とつだったため、何と答えを返せばいいのかわからず、夕陽がしばし黙り込む。

　契那はその沈ちん黙もくを何かと勘かん違ちがいしたのか、はっと声を上げて慌あわてだした。

『……って、あ、ああいや、ちが、違うんです！　夕焼け！　私が言っているのは夕焼けのことなんです！　ま、間ま違ちがっても狭間さんのことを好きだと言ったわけじゃなく――ああでもでもだからと言って私が狭間さんのことを嫌きらっているとかそういうことは決してなくて、むしろ私的には狭間さんはかなり素す敵てきな方だと思っているといいますか……！』
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「お、落ち着いてください鴛鴦博士」

　急に早口で弁明を始めた白はく髪はつ褐かつ色しよく少女を夕陽が宥なだめる。

　契那は羞しゆう恥ちで顔を赤くすると、蚊かの鳴くような声で言った。

『あぅ……ご、ごめんなさい』

「いえ、別に謝あやまられるようなことでは。夕焼けがお好き、というお話でしたでしょうか」

『は、はい。大きな太陽が海の向こうに沈しずんで行くのを見ると、なんだか心が落ち着いて……。ああ、今日も一日が終わるんだなあって、切なさを感じると同時にしみじみとした気持ちになるんです。特に、この研究施設から眺ながめる夕焼けは絶景ですね。水平線に消えていく太陽を、何にも遮さえぎられずに見続けられますから』

「なるほど」

『狭間さんは、夕焼けはお好きですか？』

　契那からの何気ない問いかけ。夕陽はその質問に対し、僅かに口ごもる。

「自分は…………嫌いです」

　短い沈黙の末、夕陽はそう言った。誤ご魔ま化かそうかとも思ったが、結局彼は正直に答えた。

「夕焼けは、人を振り返らせます。この茜色の空と血のように燃える太陽を見ていると、なぜだか過去の記憶を思い出させられます。それが楽しい記憶ならいいのですが……どうしてか、自分に蘇よみがえってくるのはいつも決まって悲しい記憶ばかりで……」

『…………』

「だから自分は、夕日が嫌いです。思い出したくない過去を……いえ、思い出しても仕方のない過去を思い出させられる」

　夕日が嫌い。無意識に放ったその言葉。そこには、夕陽自身も意識しないうちに、二つの意味が込められている。

「鴛鴦博士。一つお聞きしたいことがあります」

『……なんでしょうか』

「実験が始まる前、博士は仰っていましたね。カイトン粒子の性質を利用することができれば、完璧なタイムスリップの理論が構築されるかもしれないと。ならばもし……もしもこの先の未来で、カイトン粒子を用いたタイムスリップが可能になったとして――過去に戻って歴史を変えることはできるのでしょうか」

　夕陽の視線の先で、今日の役目を終えた太陽がゆっくりと顔を隠かくしていく。熱にあてられた海面が陽炎かげろうのように揺らめき、今日と明日、過去と未来の境界を曖あい昧まいにする。

『……その質問は、私と狭間さんが初めてお会いしたときにもされましたね。ですので、私が狭間さんに返せる答えはあのときと同じものになります』

　夕焼けから目を離し、契那がこちらを見る。

　その瞳ひとみには、なぜだか悲しみの感情が宿っていた。

『過去の改変自体は可能。ですが、私たちがいるこの時間軸の歴史は変わらない、です。仮にタイムスリップが実現したとして、時間を遡って過去を変えることはできるでしょう。ですが、カイトン粒子の発見により並行世界の存在が証明された今、過去を改変してもその時点で時間軸が枝分かれして「歴史の変わった並行世界」が生まれるだけだと考えられます。つまり――』

「……タイムスリップで過去を改変した後に再び元の世界に戻ったとしても、元の世界の歴史は変わっていない。幾いくら過去を変えようとも、時間軸が分ぶん岐きしてしまえば、我々が今生きている現実世界には何の変化も起こらない、と」

『はい。些さ細さいな変化であれば歴史はそのまま進むかもしれませんが……ですが例えば、歴史の転てん換かん点てんとなる重要な出来事に改変を行えば、巨きよ大だいなバタフライエフェクトが発生するでしょう。仮に私が三次大戦中の時間軸にタイムスリップし、そこで本来の歴史では生き延びるはずだった司令官や兵士を殺害したとします。その場合、本来この司令官や兵士に殺されるはずだった人々は反対に助かることになります。そしてそうなると、本来死ぬはずだったその人々は生き延びて子どもを作り、更さらにその生まれるはずがなかった子どもたちがまた子どもをなしていくので、改変された歴史は本来の歴史から大きく逸いつ脱だつしていくことになります。こうして時間軸が分岐し、並行世界が生まれてしまうんです』

「タイムスリップでは過去を変えること自体はできても、それで都合よく自分の世界の未来を変えることはできないということですね」

　力なく発せられた夕陽の確認に、契那はやはり悲しそうに答えた。

『……そうなります。自分の世界の未来を変えるという点において、タイムスリップによる過去改変は不可能ではなく不適切と言ったほうが正しいでしょう。元の世界を変えることを諦あきらめ、全てを捨ててその並行世界に留まるのであれば、改変された未来を体験することは可能かもしれません。ですがその場合は、その世界にタイムスリップした自分と、その世界の本来の住人である自分の二人が存在することになりますし、何よりそれでは本当の意味で自分の世界の未来を変えたことにはならないでしょう』

「…………」

『ただ、今のはあくまで「物理的なタイムスリップ」に限定した場合の話です。カイトン粒子はまだその全容が解明しきれていない未知の物質ですので、今後研究が進んでいけば、それ以外の手段で未来を変える方法も見つかるかもしれません。単純に人間を過去に送り込んで歴史を改変するのではなく、もっと異なる方法で……そう、肉体のタイムスリップ以外の方法で時空に干かん渉しようできるのであれば、自分の世界の未来を変えることもできるかもしれません。また、他の研究者の中には、カイトン粒子の「情報」という特性に着目し、現代の技術では到とう底てい実現不可能ではありますが、それこそ世界そのものを０と１に分解して思うがままに再構成できるのではないか、と提唱する人もいます。ですがいずれにせよ、挟はざ間まさんが考えておられるような物理的なタイムスリップでは、過去を変えることはできても未来を変えることまではできないと思われます』

　理路整然とした契那の説明。これまで何度も聞いてきた答えだった。幾ら同じ質問を繰り返そうとも、返ってくる答えは変わらない。それでも、聞かずにはいられなかったのだ。

「そう……でしたね。何度も同じ質問をして申し訳ありません」

『ですが』

　沈んだ声を返した夕陽に、契那が言った。ウィンドウに映る彼かの女じよは夕陽でも【旭あさひ】でも外の茜あかね空ぞらでもなく、どこか遠いところを見ている。

『実験前にお話ししたもう一つの技術……未来視は、そういった並行世界の影えい響きようを受けません。過去に行って未来を変えるのではなく、今ここから未来を変えるんですから。例えば、もしも未来の世界の自分から未来の記憶を情報という形でタイムスリップさせることができれば、この先に起こる大災害や戦争を事前に察知し、本来なら亡なくなるはずだった人々を大勢救うことができます。未来の情報を遡そ行こうさせて歴史を変えるという意味では、未来視は現在の改変であると同時に、ある意味では過去の改変とも解かい釈しやくできるかもしれません。……私がカイトン粒子の研究をしているのは、この未来視の理論を完成させるためなんです。今回の時間加速は、そのための足がかりにすぎません』

「過去ではなく、今ここから……」

『はい。もともと私は軍事利用をするためにカイトン粒子の研究をしていたわけではありませんが、時間加速の有用性が示されれば友軍の被ひ害がいを減らすことができますし、何より今後の未来視の研究に多額の予算を回してもらうこともできますから。この時間加速も、全ては未来をよりよくするための研究の一いつ環かんなんです』

　そして契那は、確かな意志を感じさせる力強さでこう断言した。

『過去を変えても未来を変えることはできないのかもしれません。ですが、今を変えることで未来を変えることはできるんです』

　過去を変えても未来を変えられるかどうかはわからない。

　だが、今ここからならば、未来を変えることはできる。

　そうだ。わかっている。どれほど渇かつ望ぼうしようとも、人生はやり直せない。幾ら後ろを振り返ろうとも、時間は前にしか進まない。ああ、わかっている。わかっているさ。俺は傭よう兵へいだ。死んだ人間が生き返ったりなどしないことくらい、嫌いやというほどに理解している。

　だが、それでも俺は望まずにはいられない。妹を取り戻したいと。

　独りは――もう嫌だ。

『……実を言うと、私は狭間さんにお話ししなければならないことがあります』

　黙り込んだ夕陽に、契那が声をかけた。何かを決意したような声こわ音ねだった。

『【旭】を格納庫にしまった後、狭間さんはご自分のお部屋で待っていてください。隠していたわけではありませんが……今までずっと、狭間さんに打ち明けられなかったお話があります。二年前の第三次世界大戦。その最終決戦のことで――』

「――失礼、鴛鴦博士。しばしお静かに」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで語りかける契那の言葉を、夕陽は唐突に遮った。遮らざるをえなかった。彼の意識が、別のところに向けられていたからだ。

　夕陽が注視しているのは、自分の頭上、数十メートル先の上空。【旭】の光学センサが、赤く染まった西の空に向けられる。

「なんだ、あれは……」

　真っ赤な空の一点。【旭】の視線の先の空間が、歪いびつによじれていた。まるで紙を握りつぶしたが如く、夕焼け空の一部に皺しわが寄って圧縮している。光や空気による屈くつ折せつなどではない。空間そのものが捻ねじ曲まがっているのだ。

　空が、歪んでいる。

　夕陽の脳の奥おく深ふかく。本能と呼ばれる部位が、彼に恐きよう怖ふを喚かん起きさせる。理り屈くつはない。ただ傭兵としての直感が、大音量で頭の中に警告を鳴らしていた。

　あれは、危険なものだと。

「観測室。九時の上空が――」

　そのとき、空間の歪みが急速に大きくなり始めた。更に歪みの中心部から、濃のう密みつな粒子の光――黒い燐光が溢あふれ出だす。歪みの加速に併あわせ、その燐光の量が爆発的に増加。先ほどまで血のように赤かった空が、凄すさまじい勢いで漆しつ黒こくに染められていく。

　そして、その黒い燐光が爆発した。

「……っ！」

　海上研究施設の上空で炸さく裂れつする、闇やみの奔ほん流りゆう。咄嗟に【旭】の光学センサを暗視モードに切り替えたため、幸い夕陽の視界が暗くら闇やみに覆おおわれることはなかった。そのため、彼はそれを視認することができた。

　闇の中から現れた、一機のヒトガタを。

　激げき震しん。黒い燐光とともに突とつ如じよ出現したそのヒトガタが、轟ごう音おんをあげて施設の屋上に着地した。【旭】の前方およそ二〇メートルの距きよ離り。夕焼けを背に負ったその機体がゆっくりとした動作で立ち上がる。

　眼前のヒトガタは、機体にマントのようなボロ布を纏っていた。故ゆえに、その全貌は窺うかがえない。唯一わかるのは、赤をメインとした【旭】とは対たい照しよう的てきに、そのヒトガタの手足は黒いカラーリングを施されていることくらいだった。

「……ゴースト９より観測室」

　ばくん、ばくんと早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうを抑おさえ、夕陽が契那との通信を開く。

「屋上に、未み確かく認にん機きが出現。識別コード不明。そちらでも視認できていますか？」

『は……はい。見えています』

　呆ぼう然ぜんとした様子で契那からの返信があった。

「確かく認にんしますが、これは実験の一環ではありませんよね？　ドローンだけでは不足なので、次はヒトガタを相手にさせてみよう、といった趣しゆ向こうなわけでは」

『も、もちろん違います。私にも何がなんだか……施設のレーダーにも反応がありませんでした。その機体は……あの歪みの中から突とつ然ぜん現れたものです』







[image: ]







「……ゴースト９、了りよう解かい」

　ライフルを構え、夕ゆう陽ひは【旭】を少しだけ前進させた。こちらが持っているのは模も擬ぎ戦せん用のライフルだが、外観は通常のライフルと変わらず、高速で撃ち出されるパラレーザー弾も実物との見分けをつけることは難しい。威い嚇かくとしては使えるはずだ。夕陽は注意深く未確認機との距離を測り、オープン回線で通信を飛ばす。

「前方の未確認機の搭乗員に告げます。コクピットから姿を出し、所属と姓せい名めいを名乗ってください」

　反応なし。黒いボロ布を纏う未確認機は、ただフードの隙すき間まからこちらを見ている。

「……繰り返す。未確認機の搭乗員は、即そく座ざにコクピットから姿を見せろ。一〇秒以内にこの要求が満たされない場合は、当方は貴様を敵性ユニットと見なし――」

　夕陽が口調を変え、低い声音で最さい後ご通つう牒ちようを突つきつけようとした、そのときだった。

　未確認機が、隠し持っていたライフルを撃発した。

「っ――！」

　真正面からの銃撃。すんでのところで夕陽はその射線を回避した。体勢を崩くずした【旭】の隙をつき、未確認機が一気に肉にく薄はくする。

『狭間さん！』

　契那の叫び。だがそれに応こたえている余よ裕ゆうはない。

【旭】がライフルを敵のヒトガタに向け、パラレーザー弾を連射する。だが、敵機はそれを全く避よけようともせず、そのまま【旭】に接近してきた。放たれたパラレーザー弾が敵機に襲おそい掛かり、全弾命中。しかし実体のないパラレーザー弾は着ちやく弾だんと同時に電子映像を乱れさせ、ジジっと紫し電でんを迸ほとばしらせて空気中に霧む散さんする。

　肉薄する未確認機が【旭】の懐ふところに飛び込み、ナイフ型のヴィブロ・エッジで刺し突とつを繰り出した。夕陽は【旭】の腕わん部ぶ装そう甲こうでその切先を逸そらし、辛かろうじて相手の突とつ進しんをかわす。

　――こいつ……！

　こちらが銃撃を行ったにもかかわらず、相手は自分に放たれた弾幕に構うことなく突っ込んできた。被弾を恐おそれていないのか？　いや、今の突とつ撃げきは明確な確信の上で行われたものだ。決して被ひ弾だん覚かく悟ごの蛮ばん勇ゆうなどではありえない。迷いのなさからそれが窺える。

　なぜだ――なぜこいつは、こちらがパラレーザー弾だと気づいている。

　今の一いつ瞬しゆんで威嚇は無意味だと判断した夕陽が、ライフルを捨ててヴィブロ・エッジを抜いた。再び接近してくる敵のヒトガタ。その機影を見み据すえながら、夕陽が冷れい酷こくに呟く。

「先に仕し掛かけたのは、貴様だ」

　ＡＸＬシステム、発動。

　身体を包む奇妙な浮遊感。加速する時間。停止する風景。風さえも止まったかと錯さつ覚かくする遅滞世界の中で、二つ眼に切り替わった【旭】が赤い燐光を散らしながら未確認機の側面に回る。夕陽の主観では通常の速度と変わらないが、敵の搭とう乗じよう員いんからすれば瞬間移動かと紛まがうほどの超ちよう加か速そく機動だ。スローモーションのようにゆっくりとした動きになった未確認機の無防備な脇わき腹ばらに、夕陽は一いつ切さいの躊ため躇らいもなくナイフを突き入れる。

　そして次の瞬間、夕陽は我わが眼を疑った。

「な……」

　こちらの繰り出した刃やいばが、突如高速で動き出した未確認機にかわされたからだ。

【旭】による超加速機動。時間そのものを加速させ、通常とは異なる時間軸じくを移動する驚異の技術。世界初の時間に干渉するヒトガタが放った、絶対不ふ可か避ひの攻撃。

　それが、かわされた。

　夕陽の攻撃を回避した未確認機が【旭】に反撃のナイフを振り下ろした。こちらと変わらぬ速度の斬撃。夕陽は咄嗟に機体の左ひだり腕うででその刃を受け、コクピットへの直ちよく撃げきを防ぐ。しかしそれにより左腕が切断され、そのまま加速空間の外へと飛んで行った。

　なぜだ。

　夕陽の脳のう裏りにまたも疑ぎ問もん符ふが生まれる。しかし今回の衝撃は先ほどの比ではなかった。

　なぜこいつは、【旭】の時間加速について来られる――!?

　加速された時間軸上で一〇秒が過ぎた。コンデンサの電力が尽き、【旭】の頭部の発光パターンが通常状態に戻って時間加速が終しゆう了りよう。周囲の時間の流れが元に戻り、斬り飛ばされた左腕が海に落下する。

「なんなんだ、貴様は……」

　混乱と焦しよう燥そうを強ごう引いんにねじ伏ふせながら、夕陽が言った。しかし敵のヒトガタは応えず、ゆらりと陽炎のようにボロ布をはためかせたまま沈黙している。

「――っ！」

　電力の回復と同時に増ぞう幅ふく器きを再起動。時間加速を発動し、【旭】が猛もう然ぜんと突進する。

　しかしやはり、未確認機もその加速に即そく応おうした。加速された時間の中で二機のヒトガタが激げき突とつ。音さえも置き去りにするほどの速度で両者が激しい剣けん戟げきを交かわす。体感では一〇秒、しかし実際の時間軸では一瞬にも満たない攻こう防ぼうが繰り広げられる。

「ぐ……！」

　敵の斬線を避けきれず、【旭】の大だい腿たい部ぶが斬り裂かれた。【旭】に増設された追加装甲が飛び散り、切断面から人工筋肉を為なす駆く動どう用ナノマシンが噴ふき出でる。

『狭間さん！　この中に！』

　時間加速が終了したとき、契那からの通信が入った。【旭】の背後の床ゆかが開き、その中から実験開始前に使ったエレベーターが勢いよく飛び出してくる。

　夕陽は瞬時にその中に【旭】を飛び込ませた。直後、頭上を複数のライフル弾が貫かん通つう。しかしエレベーターはすぐさま下降を始め、屋上から離はなれていく。

『エレベーターは格納庫までの直通です……！　ひ、一まず施し設せつ内ないに退たい避ひしてくださいっ』

「っ……助かりました。ありがとうございます」

　髑髏のマスクを剥はぎ取り、夕陽が息を荒あらくする。

「鴛鴦博士、自分のことはもう結構です。今すぐそこを離れて安全なところに避ひ難なんしてください。奴やつがいつ施し設せつの中にやって来るかわかりません」

『だ、大だい丈じよう夫ぶです。もう観測室は出ました。今は八階の廊ろう下かを走っています』

　そう答える契那の声は、未いまだ強い衝撃が残っているのか僅かに掠かすれていた。

『それよりもあの機体、あれは一体……な、なんで【旭】の時間加速に反応できて……』

「わかりません。ですが今はそれを考えても仕方がない。奴はこちらの時間加速についてこられる。その事実を受け入れるしかありません」

　今重要なのは冷静になることだ。ここで状じよう況きように飲まれてパニックになれば、それこそ敵の思おもう壺つぼになる。わからないことは考えない。理解できないのなら悩なやまない。兵士にとって大切なのは、どんな極限状態でもある種の鈍どん感かんさを持ち平常心を失わないことだ。

「敵がこちらと同じ速度で動けるだけなら、条件は五分です。通常の対ヒトガタ戦闘と変わりません。それよりも、問題なのは……」

　夕陽はそこで口を噤つぐんだ。続く言葉を発するのを躊躇ったからだ。

　敵と交わした幾いく合ごうかの斬り合いの中で、夕陽は悟さとっていた。

　あの未確認機に乗っている搭乗員の実力は、自分よりも上だ。

　狭はざ間ま夕ゆう陽ひは並の兵士ではない。幼いころから傭兵として数々の戦場を渡り歩き、そのたびに生き残ってきた。驕おごるわけではないが、夕陽は過去に所属していた傭兵部隊『葬そう儀ぎ社しや』の中でも十指に入るほどの実力者だった。第三次世界大戦にも参戦し、葬儀社の一員として日本、ひいては皇和重工の勝利に貢こう献けんした。世界中を探しても、弱じやつ冠かん一八歳さいでこれほどの経歴を持った人間はそうはいないだろう。

　しかし敵は、その自分よりも強い。

　何者なんだ。あの未確認機には、一体誰だれが乗っている。

　エレベーターが停止した。扉とびらが開き、【旭】が格納庫の中に入る。

　格納庫は混こん沌とんの坩るつ堝ぼと化していた。けたたましく鳴なり響ひびく警報。恐きよう慌こうを来きたしたようにそこら中を走り回る職員たち。突然の未確認機の出現により、海上研究施設は蜂はちの巣をつついたような大混乱に陥おちいっていた。出しゆつ撃げき準備のため、整備員が壁かべに並ぶ【灰雲】の固定フレームを慌てて外して回り、私兵部隊の搭乗員たちが怒ど鳴なり声ごえをあげながらコクピットへと乗り込もうとしている。昼に夕陽に絡からんできたあの五人衆の姿も見えた。

　夕陽は【旭】を壁かべ際ぎわにまで移動させ、武装コンテナから実じつ弾だんの入ったライフルを取り出した。あの未確認機の狙いは不明だが、しかし奴がこの施設を襲しゆう撃げきしようとしているのは間違いない。すぐに迎げい撃げき態勢を取らなければ。

【旭】のハードポイントに予備弾だん倉そうを固定していると、視界の端はしをある人物がよぎった。

「鴛鴦博士!?」

　格納庫の内壁に設けられた通路。そこに、契那の姿があった。彼女の他にも、スタッフジャンパーを着た男たちがその通路を走っている。観測室で【旭】の実験を見守っていたカイトン粒子の研究者たちだ。こちらに気づいた契那に夕陽が声を荒げる。

「どうしてこんなところに……どこに向かっているんですか！」

『七階の研究室です！　あそこには、カイトン粒子に関かかわる全すべての研究データが収められているんです。あれは、私の命よりも大切なデータだから……！　は、早くデータを安全なところに移動させないと……！』

「後にしてください！　ここは危険です。今すぐシェルターに避難してください！」

　直後、格納庫の天てん井じようが爆発した。

　屋上をぶち抜ぬき、あの未確認機が格納庫に降りてきたのだ。未確認機が自機の左手首から射出したアンカーを壁に固定させ、一気に降下しながら弾だん丸がんをばら撒まいてきた。咄とつ嗟さに【旭】の身を低くさせる。しかし敵てき弾だんは【旭】を逸れ、格納庫の壁に着弾した。

「っ……来ました、奴です！　自分では奴を仕留められるかわかりません。データよりも、まずはご自分の命を――」

　叫び、夕陽が【旭】の顔を横に向ける。【旭】の視線が、格納庫の通路を捉とらえる。




　鴛おし鴦どり契那が死んでいた。




「……………………………………………………」

　まず見えたのは、彼女の細い脚あしだ。というか、脚しかなかった。上半身は三六ミリ弾の直撃を受けたせいで霧散しており、通路に転がっているのは彼女の腰から下だけだった。それでもその脚の持ち主が契那だとわかったのは、スカートの裾から覗のぞく両りよう脚あしが健康的な褐かつ色しよく肌はだだったからだ。ぴゅー、ぴゅー、と本来なら上半身に送られるはずだった血液が腹部の断面から噴き出し、彼女の赤せき褐かつ色しよくの肌はだに更なる艶つやを加えている。

　鴛鴦契那が夕陽に笑いかけることは二度となくなった。狭はざ間ま朝あさ陽ひと同じように。

　夕陽が前を向く。格納庫の奥おくに、屋上から降下した未確認機の姿があった。敵が右手に持っているライフル。その銃口が向いている先は、【旭】ではなく契那の死体だった。

　先ほどの銃じゆう撃げきは奴が外したのではない。

　初めから、契那を狙ねらっていたのだ。

「貴様ァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　怒ど号ごうをあげ、夕陽がライフルを出で鱈たら目めに撃った。濃密な弾だん幕まく。しかし未確認機はその全てを回かい避ひした。ボロ布の裾から黒い燐光を散らしたと同時に、肉眼では追いきれない速度で――並のヒトガタでは絶対にありえないような瞬しゆん間かん移動じみた速度で動き、その弾幕を避けきったのだ。

　更に敵機は、その高速移動時に周囲にいた【灰雲】をヴィブロ・エッジで切り裂いていた。未確認機が加速を終えてその機影が視し認にんできるようになったと同時、出撃準備中だった【灰雲】に亀き裂れつが走り、次の瞬間には全ての機体がバラバラになった。【灰雲】の搭乗員たちは、何が起きたかもわからないまま死んでいっただろう。

　ＡＸＬシステム――時間加速だ。

　直感が夕陽に告げた。敵のヒトガタが見せる、常じよう軌きを逸いつした超加速機動。あれは、【旭】の時間加速と同じものだ。時間加速を発明したのは契那が世界で初めてのはずだが、そうでなければ奴がこちらの速度についてこられるはずがない。あの黒い燐りん光こう。あれも、敵機の関節から漏もれ出る高こう濃のう度どのカイトン粒子によるものに違いない。敵機のボロ布に燐光の輝かがやきを抑よく制せいする機能があるのか、屋上の時は視認できなかったが、この薄うす暗ぐらい格納庫に移動した今はっきりと見えた。

　この謎なぞの未確認機は、【旭】と同じく時間加速を発動できるのだ。

　対たい抗こうするには――奴の速度を上回るしかない。

「殺す……ッ！」

　怒いかりと殺意と憎ぞう悪おをエネルギーに変へん換かんし、夕陽が操そう縦じゆう桿かんを操あやつる。搭乗員権限で粒子加速増幅器のリミッターを解除。視界を覆わんばかりに表示される全ての警告文を無視。構うものか。この決断を咎とがめてくれる人間は、もうこの世界にはいないのだから。

【旭】の頭部に搭とう載さいされた粒子加速増幅器が、これまで聞いたことのないような激しい駆く動どう音おんを発し始めた。同時に夕陽の頭部に激痛が走る。限界を超こえた出力でカイトン粒子の抽ちゆう出しゆつが行われているからか、凄まじい痛みと嘔おう吐と感が襲しゆう来らい。しかし夕陽は歯を食いしばってそれに耐たえ、時間加速を発動して敵に襲い掛かる。

　加速形態――二つ眼となった【旭】の強きよう襲しゆうに、未確認機も時間加速で対応した。格納庫の中で激しく切り結ぶ二機のヒトガタ。互たがいの斬撃に合わせて赤と黒の燐光が躍おどる。常人からすればその戦いは目にも留まらないほどの速さだが、壁や床に刻まれる亀裂が両者の存在を確かに伝える。

　リミッターを解除した【旭】の機動は、僅かに未確認機を上回っていた。しかしそれでも、夕陽が敵のコクピットにナイフを突き立てることはできなかった。未確認機は高速で繰くり出す【旭】の斬撃をいなし、かわし、そして時にはその速度を利用して投げ技やカウンターを繰り出してくる。時間加速による戦せん闘とうを熟知しているのだ。やはり敵の実力は夕陽よりも遥はるかに上だった。

　そして、更なる不幸が夕陽を襲った。

　――お兄ちゃん。

「っ」

　夕陽に、幻げん覚かくが現れ始めたのだ。粒子加速増幅器のリミッターを解除したせいだろうか。装置が暴走し、超ちよう高こう濃のう度どのカイトン粒子が夕陽の脳に影響を及およぼしていた。時間加速発動時のあの浮ふ遊ゆう感が強きよう烈れつに夕陽を襲い、時間の感覚を曖昧にさせる。過去と現在、未来の境界がわからなくなる。

　夕陽の脳裏に、走そう馬ま灯とうのようなヴィジョンが駆かけ巡めぐった。

　核かく爆ばく発はつの熱波に消えた両親。焼けた大地でただ一人生き残り、生気を失った眼で呆然とする幼い自分。時が流れ、夕陽は少年兵となって世界中の戦場を駆けていた。こちらに笑いかける葬儀社の仲間たち。夕陽が第三次世界大戦に参戦。最終決戦が行われた地で、夕陽はコクピットの中に閉じ込められたまま、夕焼けの彼方かなたへ消えていく妹に向けて泣き叫んでいる。朝陽の亡なき骸がらを抱だいて慟どう哭こくした二年前。契那と初めて出会った一年前。そして、謎の未確認機の襲撃を受けている現在――

　これまでの夕陽の人生が映像となって流れる。

　しかし次に見えたのは、彼かれに覚えのない情景だった。

　時間加速技術が完成したと世界に公表する皇和重工。そのニュースを、夕陽は少しだけ成長した契那と一いつ緒しよに見ている。推おし進すすめられるカイトン粒子の研究。権力を増し、増長の一いつ途とを辿たどる皇和重工。そして、世界に四度目の大戦が勃ぼつ発ぱつした。戦場を瞬間移動のように高速で移動するヒトガタが、どこかの部隊のヒトガタを一方的に蹂じゆう躙りんしている。続く戦争。荒こう廃はいする世界。大人になった契那が戦争の犠ぎ牲せい者しやたちを見て涙なみだを流している。年老いた夕陽は何もできず、ただ彼女の隣となりで――

　映像がそこまで流れたとき、未確認機のヴィブロ・エッジが夕陽を斬きり裂さいた。

「カ……ッ」

　幻覚が消え、夕陽の視界が通常のものに戻もどる。

　気づけば、敵の振ふり下ろしたナイフが【旭】を捉えていた。切先が【旭】の頭部を割り、コクピットにまで届いている。夕陽の身体は、左ひだり肩かたから股またの間にかけて両断されていた。

　血に塗まみれた巨大なナイフがずるりと引ひき抜かれ、未確認機が数歩下がる。

【旭】が損そん壊かい部分から血のような燐光を噴き出させ、その場に崩くずれ落おちる。

　乱れた幾つものウィンドウに無数の警告文。粒子加速増幅器が全損。超高濃度のカイトン粒子が漏ろう洩せつ。搭乗員の記き憶おく情報に甚じん大だいな影響を及ぼす危険性が――というメッセージが見える。しかし、どうでもいい。自分はもう死ぬのだから。

　最後の力を振り絞しぼり、夕陽が背後を振り返る。

　視線の先に、半分になった契那がいた。夕陽が守れなかった少女が、そこにいた。

　――俺おれは……また……。

　今いま際わの際きわに発せられたその言葉に滲にじむのは、耐えがたい絶望と無力感。

　狭間夕陽は無様に血ち反へ吐どを吐はきながら、後こう悔かいに満ちた一八年の人生に幕を閉じた。




《二年前　二〇九八年：一〇月八日：〇九三三時》

「おお、お兄ちゃん。やられてしまうとは情けない」

「……やかましい」

　ヒトガタの肩かたに立ってこちらを見下ろす朝陽に対し、夕陽が返せたのはそんな悪態だけだった。夕陽は撃げき破は判定を受けた自機のコクピットを開放し、機体から這はい出す。

　企き業ぎよう連れん合ごう、神威かむい島じま基地。日本の最さい北ほく端たんに位置するその島には、二〇八九年より続く第三次世界大戦のために設けられた企業連合の前線基地があった。その基地の一角、ヒトガタの演習場に狭はざ間ま兄きよう妹だいの姿が見える。

　夕陽が髑どく髏ろのマスクを取って汗あせを拭ぬぐっていると、自分の機体から降りてきた朝陽が傍に寄ってきた。金色の頭とう髪はつが眩まぶしい小こ柄がらな少女だ。容姿は夕陽と全く似ていない。

「これで私の四連勝ー♪　お兄ちゃんは四連敗ー♪　ほらほらお兄ちゃん、あと一勝で私のストレート勝ちになっちゃうぜ？　お兄ちゃんのほうから五回勝負だって言って吹ふっかけてきたんだから、もうちょっと根こん性じよう見せてよねー♪」

「……なぜだ。なぜ勝てん。俺は一〇歳のときから傭兵として戦ってきたんだぞ。それがどうして、たった三年かそこらしかヒトガタに乗っていない一四の小こ娘むすめに負けるんだ」

「そりゃあお兄ちゃん、それは私が超ちようスーパーウルトラミラクル天才パイロットだからだよ。葬儀社無敵の搭乗員、ゴースト10〔死神〕の名は伊達だてじゃないぜ！」

　と、無む駄だにポーズを決めて朝陽がほざく。

　葬儀社。それが、夕陽と朝陽の所属する傭兵部隊の名めい称しようだ。

　現代の軍事業界において、葬儀社の名を知らない者はいない。世界中の戦場に現れ、全ての敵を、時には味方さえも屠ほふる悪あく魔まの集団。老ろう若にやく男なん女によ問わず相対した全てを鏖おう殺さつする悪名高き死の代行者。隊員たちが黒いスーツと悪あく趣しゆ味みなマスクを着用していることから、他の傭兵からは恐れと蔑さげすみを込めて『喪も服ふくの髑髏』と呼ばれる異装の部隊だ。

　朝陽は、そんな葬儀社においてヒトガタによる戦闘では隊内で一、二を争う実力者だった。華きや奢しやな外見からは想像もつかないが、その凄まじい才能と戦せん闘とう力りよくのほどは夕陽が誰よりも知っている。事実、早朝から行っているこの模擬戦で夕陽はただの一度も勝ち星を拾えていなかった。

「あと一戦残っているとはいえ、ここまで連敗が続くと流石さすがに自信を無くすな……。俺も遂ついに傭よう兵へい稼か業ぎようから足を洗うときが来たか」

「なーに年寄りみたいなこと言ってんのさ。老ふけてるのは見た目だけにしときなよ」

「……そうは言うがな。これでは、戦場でお前の足を引っ張るだけだ。俺のせいでお前に何かあったらと思うと……。妹を守れもせん兄など、情けないにもほどがある」

　夕陽が俯うつむき、意い気き消しよう沈ちんして項うな垂だれる。大男が地面にへたり込んでいる姿は傍はた目めにも哀あわれなものだったが、しかし負けが込みすぎたこのときの夕陽は本気で落ち込んでいた。

　今回の戦争。三度目の世界大戦は熾し烈れつを極きわめていた。今も世界中で戦火が燃え広がり、多くの死者を出し続けている。今でこそ葬儀社には待機命令が出ているが、隊長の判断次し第だいでは明日にも戦場に向かうことになるかもしれない。そうなれば、夕陽と朝陽もヒトガタを駆って殺し合いをすることになる。自分の死は怖こわくない。だが、この生意気な少女は今や夕陽にとってただ一人の家族だ。もしも朝陽に何かがあれば、俺は――

「……えいっ！」

「ぬおっ」

　夕陽の口から変な声が漏れた。朝陽が突然、彼の頭に抱き着いてきたからだ。

「もー。お兄ちゃんはほんとに世話が焼けるなあ。おっきな図ずう体たいしてるくせに、相変わらず根は小心者なんだから」

「……すまん」

「んーん。いいよ、別に。謝あやまることじゃないし。ま、お兄ちゃんだって偶たまには弱音を吐いちゃうこともあるよね」

　朝陽が夕陽の髪かみの毛けを梳すき、耳元で囁ささやく。

「でもね、お兄ちゃん。お兄ちゃんは自分が思ってるほど弱い人間なんかじゃないよ。お兄ちゃんが強くてかっこいい人だってことは、私が一番わかってるからさ」

「俺は別に、強くなんかないよ……」

「そんなことないよ。だって、お兄ちゃんはいつも私を守ってくれたじゃん。初めて会ったあの日からずっと、私のことを守ってくれた。私が強くなれたのは、お兄ちゃんがいてくれたからだよ。お兄ちゃんが私を助けてくれて、お兄ちゃんが私に戦う術を教えてくれたから、今の私がある。お兄ちゃんの強さと優やさしさが、私を今日まで守ってくれたんだよ」

　そう言うと、朝陽は夕陽から離れた。

　座すわり込んだ夕陽を真っすぐに見据え、手を差さし伸のべる。

「だからね、お兄ちゃん。ほら」

　そして、花が咲さいたような満開の笑え顔がおを向け、彼女は言った。

「もう一回、頑がん張ばろ？」




《二一〇〇年：一二月三一日：一三四一時》

『通信チェック。観測室よりゴースト９へ。狭間さん、聞こえますか？』

　ウィンドウに、契那の姿があった。

　その声に意識を取り戻した夕陽は、目の前の光景に呼吸を止めた。

「…………、な……っ」

『……あの、狭間さん？　応答をお願いします。通信状態に問題はありませんか？』

　もう一度やって来る契那からの通信。しかしそれに、夕陽は答えることができない。【旭】のコクピットにいながら、ただ愕がく然ぜんと両眼を見開いている。

　彼の視界に映るのは、海上研究施設の格納庫。壁に弾だん痕こん一つない、無傷の格納庫だ。【旭】の隣には、ぴかぴかの【灰雲】がずらりと並んでいる。

　周囲を見る。未確認機の姿はない。

　自分の身体を見る。両断されたはずの身体が、ぴったりとくっついている。

　視界に表示された時計を見る。時刻は一三四一時。未確認機が現れたのは、実験が終了した一七時過ぎの夕刻だった。もう一度時計を見る。たった今、一三四二時になった。

　時間が、巻き戻っている。

　混乱する脳内。募つのる焦燥。噴き出る汗。

　この状況に理解が及ばず、恐怖に似た感情が夕陽の背筋を這いずり回まわる。

『狭間さん？　聞こえていますか、狭間さん？』

　死んだはずの鴛鴦契那が、死んだはずの狭間夕陽に、いつまでも問いかけていた。







第二章　もしも今日が選べたら







《二一〇〇年：一二月三一日：一三四九時》

「ど、どうされたんですか、狭はざ間まさん？」

　息を切らせて観測室に駆け込んできた夕ゆう陽ひを見て、契けい那なが声を上げた。

　海上研究施設の九階。そこに、【旭あさひ】の時間加速実験をモニタリングする観測室があった。室内には、契那を始めとした多くのカイトン粒りゆう子し研究者たちがいる。その背後には、高級そうな椅い子すに座る肥満体の男の姿もあった。この施設の責任者である施し設せつ長ちようだ。

「ゴースト９……貴様、一体何を考えている!?」

　入口に立って荒い息を吐いている夕陽に、中年の研究者が詰つめ寄よってきた。その視線は、一方的に実験の中止を宣言してここに現れた夕陽への怒りで一いつ杯ぱいになっている。

「なぜ勝手に機体を降りてこんなところへやってきた！　もうすぐ実験を始めるところだったんだぞ。観測機器はもう動き始めている。それを貴様は、正当な理由もなく――」

「覚えておられないのですか」

「……なに？」

「先ほどの……先ほどの襲撃のことです。施設中が大混乱になるほどのあの襲撃を、貴あな方たがたは覚えておられないのですか？」

「……？　何を言っているんだ、貴様は」

　男の瞳ひとみに、今度は怒りではなく強い困こん惑わくの感情が現れた。夕陽の言っていることが本気で理解できないらしい。他の研究者たちも同様に眉まゆ根ねを寄せている。契那さえもだ。

　誰も覚えていない。

　あれほどの襲撃を。あれほどの損害を。あれほどの衝しよう撃げきを与あたえた未確認機の出現を、誰だれ一人ひとり覚えていない。もっと正確に表現するなら、あの襲撃を誰も知らない。

　夕陽だけが、あの襲撃を知っている。

　今から三時間半後に起きた、未確認機による襲撃を。

　――正確には、「時空を超えて情報を伝達する粒子」です。

　実験開始前に契那から説明された言葉が思い出される。本来なら、この時間にはまだ聞いていないはずの言葉が想起される。

　夕陽は研究者たちの中にいる契那に尋たずねた。

「鴛おし鴦どり博士。施設のレーダーに、未確認の物体の反応はありますか」

「え……？」

「レーダーです。周囲に敵てき影えいはありませんか」

「…………ぃ、いえ。ない、と思いますけど……」

　契那が観測室の壁に並ぶ機器に目をやる。緑色をした円形のレーダー画面には何の反応も見られない。観測室の窓から見える青空――先ほどまで赤く染まっていたはずの空にも、肉眼で見る限りでは怪あやしいものは見当たらなかった。

「……ありがとうございます」

　現在の状況を整理する。混乱する頭を何とか冷静に保ち、思考する。

　夕陽が見てきた光景。体験した戦闘。訪おとずれた結末。それらを吟ぎん味みし、咀そ嚼しやくし、飲み下した末、夕陽はある仮説に至った。突とつ拍ぴよう子しもなく、しかしそれ以外には考えられない仮説に。

「おい、ゴースト９。貴様はさっきから何を言って……」

「施設長。重要なお話があります」

　再度詰め寄ってきた研究者を無視し、夕陽が言った。椅子に座る施設長が眉根を寄せる。

「なんだね、藪やぶから棒ぼうに」

「施設周辺の警備の増強を進言します。この施設にあるありったけの哨しよう戒かい艇てい、攻こう撃げきヘリ、ヒトガタを厳げん戒かい態たい勢せいで配備していただきたい」

「何を言い出すかと思えば、突然訳のわからんことを。なぜそんなことをする必要があるんだね」

　施設長が不快げに鼻を鳴らした。しかし夕陽は表情を厳しくしたまま相手を見返す。

　そして彼はこの場にいる全員に向けて、低い声こわ音ねでこう続けた。

「今から三時間半後に、この海上研究施設は未確認機による襲撃を受けるからです」

　信じてもらえる自信はない。しかし、夕陽は自分が見た全てを話した。

【旭】の時間加速実験は成功。実験中に発生した空の歪ゆがみ。そこから突如出現した謎のヒトガタ。その未確認機の強襲により施設は大混乱に陥り、多数の死者が発生。【旭】も破は壊かいされ、夕陽自身も戦死。しかし気づくと、夕陽は破壊されたはずの【旭】にいた。真っ二つになったはずの身体も元に戻り、五体満足で意識を取り戻している。

「信じられないかもしれませんが、今話したことは全て真実です」

　夕陽がそう締しめくくり、

「あの体験が本物ならば、一七一二時を過ぎたあたりで再び未確認機による襲撃が行われる可能性があります。荒こう唐とう無む稽けいな話をしているのはわかっています。ですが自分には、あれがただの幻まぼろしだったとは思えないのです」

　夕陽の話を聞き、研究者たちは難しい顔をして沈ちん黙もくした。施設長は首を振り、呆あきれたように溜ため息いきを吐いている。初めから信じる気などない様子だった。やはり、正直に打ち明けるのは愚ぐ策さくだったか――

　しかしそのとき、夕陽に救いの手が差し伸べられた。

「……狭間さんは、カイトン粒子の影えい響きようで未来のヴィジョンを見たのかもしれません」

　全員が声のしたほうを振り返った。

　口に手を当てて黙もつ考こうしていた契那が、その視線を受けて顔を上げる。

「リミッターを解除した【旭】の粒子加速増幅器が暴走し、狭間さんの脳から抽出された高濃度のカイトン粒子が装置の破壊とともに大気中に拡散。その飛び散った粒子が時を超え、現時点の狭間さんの脳に干かん渉しよう。干渉したカイトン粒子は元々狭間さんの記憶情報を帯びた粒子ですので、未来の記憶情報が狭間さんに上書きされた……。要するに、記憶のタイムスリップ――タイムリープです。未来の情報を取得したという意味で、これも一種の未来視とも言えるかもしれません。たった今思いついた仮説ではありますが、狭間さんの証言と照らし合わせれば可能性はあるように思います。あくまで仮説ではありますが」

　契那が慎しん重ちように付け加える。

　今の話を聞き、年配の研究者が言った。

「未来から飛んできたカイトン粒子をその傭よう兵へいの脳が受信した、と。面おも白しろい仮説ではありますが、それを証明するのは難しいですな。何せ、その事実を観測できるのはそこの傭兵しかいません。加えて、なぜそれほど明確なヴィジョンが見れたのかもわからない。皇こう和わ重じゆう工こうの最新設備を以もってしても、そのような未来視じみた技術は未だ完成していません。なのに、それをたった一人の人間の脳が疑ぎ似じ的てきに再現したとはとても信じられない」

「そうですね。ですが皆みなさんもご存じの通り、カイトン粒子は対象者の神経が研とぎ澄すまされるほど脳内でその濃のう度どを増します。非常に高い集中力を発揮しているスポーツ選手……いわゆるゾーンと呼ばれる状態に入った選手には、周囲がまるで止まって見えたりすると言われ、この状態にもカイトン粒子の影響があるのではないかと考えられています」

　そこで契那が一度言葉を区切り、

「つまり、未確認機との戦闘を行っていた狭間さんは神経が極限まで鋭えい敏びんになっており、その脳内には基準値以上の高濃度のカイトン粒子が宿っていたはずです。これに偶ぐう然ぜんにも粒子加速増幅器の暴走が加わったことにより、抽出された粒子の濃度は更さらに上じよう昇しようしたと考えられます。この超高濃度のカイトン粒子が【旭】の破壊と同時に様々な時空に飛び散り、未来から飛んできたその粒子が過去の狭間さんに伝達されたがゆえに、ヴィジョンもそれだけ明確だったのではないでしょうか」

　契那の展開する論理に、研究者たちが唸うなった。仮定に仮定を重ねた仮説ではあるが、カイトン粒子の第一人者である彼かの女じよの説明により多少は信しん憑ぴよう性せいが増したのだろう。まだまだ懐かい疑ぎ的てきではあるものの、頭ごなしに夕ゆう陽ひの話を否定する者はもういないようだった。

　行けるかもしれない。

　夕陽の掌てのひらがじっとりと汗ばんだ。このまま上う手まく行けば、夕陽の話を信じてもらえる。そうすれば、あの未み確かく認にん機きからこの施設の人々を救うことができる。

「ところで、君が見たという敵はどんなヒトガタだったんだね？」

　研究者の一人が質問した。夕陽は逸はやる気持ちを抑おさえ、正直に答える。

「はい。【旭】と同じく、時間加速を発動できる機体です。敵機にはＡＸＬシステムが実装されており、こちらと同じ粒子加速増幅器が搭載されていると推測されます」

　夕陽が答えると、観測室がしんと静まり返った。

　唐とう突とつに訪れた沈黙。その静せい寂じやくは、五秒後に破られた。

　研究者たちの、冷れい笑しようと嘲ちよう笑しようによって。

「ハッ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。聞くだけ時間の無駄だったな」

　最初に詰め寄ってきた中年の研究者が、侮ぶ蔑べつも露あらわに吐き捨てた。

「な、何がでしょうか」

「敵が時間加速を使う？　【旭】と同じ粒子加速増幅器を搭載？　冗じよう談だんも大たい概がいにしたまえ。カイトン粒子の研究は、皇和重工が世界の最さい先せん端たんを行っているのだ。他にカイトン粒子を研究している世界中のどんな研究機関や民間軍事会社を探したところで、粒子加速増幅器を実験レベルにまで実用化し、尚なお且かつヒトガタに搭載できるほどの小型化に成功しているのは皇和重工をおいて他にない。にもかかわらず、言うに事欠いて敵は【旭】と同じ時間加速を使うだと？　馬ば鹿かも休み休み言うんだな」

「で……ですが、そうとしか考えられないのですっ。あの未確認機は、確かに【旭】の機動に追従しました。加速した時間軸に移動した【旭】にです。奴も同じ時間加速を発動していると考えなければ説明が……」

「儂わしからもいいか」

　夕陽の言葉が遮さえぎられた。施設長だ。

「君の話が本当ならば、その未確認機は突とつ然ぜん空中から現れたそうだな。だが、なぜ敵はこの施設の存在を知っている？　ここは皇和重工が秘ひ密みつ裏りに建造した研究施設だ。カイトン粒子の研究は皇和重工にとっても秘中の秘だからな。研究が決して外部に漏れないよう、細心の注意のもとに施設の建造は行われた。ここの存在は、皇和重工の重役とここの職員、そして日本政府の一部しか知らんのだ。更に施設そのものにも光こう学がく格こう子し共きよう振しん器きを使った非ひ対たい称しよう光学迷めい彩さいが施ほどこされ、施設を包む一定の空間が常時透とう明めい化かされている。ヒトガタに搭載できる程度のレーダーでこちらを視認できるはずがない」

「それは……」

「それに、仮に敵がこの施設の座標をなぜか特定していて、実際に今から三時間半後に敵が現れるとしても、単機での襲撃というのは不自然だろう。敵の狙いが何にせよ、施設の場所を把は握あくしているのならば襲撃には充じゆう分ぶんな戦力を投入してくるはずだ。こんな海上で航空支し援えんもなくたった一機のヒトガタが攻こう勢せいをしかけてくるなど、儂には信じられんがな」

　施設長の反論に、夕陽は言葉をつまらせた。

　夕陽自身も、彼と同じ疑問を胸中に抱かかえていたからだ。なぜ、敵は一機だけなのか。なぜ、敵は太平洋上にあるこの施設の場所を正確に把握しているのか。もっともな疑問だ。しかしそれに答えられるのは未確認機の搭とう乗じよう員いんだけだ。夕陽がわかるはずもない。

「契けい約やく延長のために、テストパイロットとして自分の存在感を出そうと、それらしいことを言ってみただけなのだろう。これだから金目当ての傭兵という奴は」

　最初に絡んできた研究者が吐き捨てるように言い、

「施設長。だから私は言ったのです。皇和重工の威い信しんがかかったこの重要な実験に、よそ者を使うべきではないと。ましてや悪名高い喪服の髑どく髏ろ……葬そう儀ぎ社しやの生き残りなど。こいつらはあの大戦において、敵だけでなく時には我わが社しやの所属兵士さえも手にかけた連中なのですから」

　夕陽がこの施設において嫌きらわれているのは、単に外部の傭兵だからという理由だけではない。この研究者が言うように、葬儀社は皇和重工の私兵の殺害を請うけ負おったこともあるからだ。

　第三次世界大戦において、葬儀社は皇和重工と契約して同社の私兵部隊と轡くつわを並べ、ともに戦場で戦った。しかし葬儀社は通常の戦闘業務だけでなく、敵国の重要人物の暗殺や社内における反逆者の粛しゆく清せいといった汚よごれ仕事をも請け負っていた。それらは全て雇こ用よう主ぬしである皇和重工上層部からの正式な依い頼らいによるものであったが、そういった背景があるため、葬儀社の生き残りである夕陽は現場の私兵や研究者に蛇だ蝎かつの如く嫌われているのだ。

　夕陽が疑ぎ惑わくと軽けい蔑べつの視線に晒さらされる中、契那が声を上げた。

「待ってください！　狭間さんの今の話に、狭間さんの過去は関係ありません。今の非難は、葬儀社に対する印象が多分に込められた先入観に満ちたものです。それに、狭間さんは決して自分の利益のためだけに私たちを陥おとしいれるような人じゃありませんっ」

「鴛鴦くん。そういう君こそ、この傭兵の肩を持ちすぎて公平な判断ができなくなっているのではないのかね」

　研究者の一人が言った。契那を見下すような言い方だった。

「君がカイトン粒子の研究に並々ならぬ執しゆう念ねんを持っているのは知っているが、一度頭を冷やして冷静になるべきだ。施設長の前だから、カイトン粒子の可能性をアピールして点数稼かせぎをしたい気持ちはわかるがね」

「な……っ。違ちがいます、私はそんな」

「……造られた天才が。いい子ぶるなよ、人間もどき」

「っ……」

　どこかから聞こえた侮蔑に、契那が言葉を失った。びくりと肩を強こわ張ばらせ、怯おびえたように萎縮している。

　夕陽がこの施設において嫌われているのと同じように、契那もまた他の研究者から疎うとまれていた。

　弱冠一一歳にして皇和重工の一大研究を任される天才。しかし彼女の頭脳は、そのように遺伝子を改良されて人工的に生み出されたがゆえのものだ。一いつ般ぱんの研究者からすれば、彼女の存在は反則じみたものに感じられるのだろう。そのため、表面上は契那に従いながらも他の研究者たちは心のどこかで契那を忌いみ嫌っている節があった。契那が夕陽に優しくするのは、ともにこの施設で居場所のない者同士、ある種のシンパシーを感じているためでもあった。

　契那に対して今の発言を行った者を殴なぐりつけたい衝しよう動どうに駆られたが、夕陽はぐっと堪こらえた。今の自分にはやらなければならないことがある。殴るのはそれからでいい。

「……施設長。お願いです。どうか信じてください」

　夕陽が椅子に座る施設長のもとに歩み寄った。その襟えりを掴つかみ、自分でも自覚のある強烈な犯罪者顔を近づける。夕陽の急接近に施設長が驚おどろいて顔を遠ざけた。

「お……おい君っ。この手を離はなせ。あとそのゴリラみたいな顔を近づけるんじゃないっ」

「自分が話したのは、嘘うそ偽いつわりのない真実です。このままでは、あの未確認機に我々全員が殺されるかもしれないのです……！　自分だけでなく、施設長、貴方も例外ではありません。この場にいる全員が殺されるのですっ。どうか、どうか施設長、自分の話を……！」

「く、苦し……離せ……！」

「貴様、何をしている!?」

　興奮して施設長の首を絞しめ始めた夕陽に、研究者たちが慌あわてて掴みかかった。五人がかりで飛びつき、何とか夕陽の巨きよ体たいを引きはがす。

　ごほごほと咳せき込み、施設長が夕陽を睨にらむ。そして彼は叫さけんだ。

「今すぐその男を叩たたき出だせ！」




《一四〇八時》

　夕陽は施設長の懐ふところから盗ぬすみ出したカードキーを手に、廊ろう下かを足早に歩いていた。

　彼が目指しているのは三階の通信室だ。海かい上じよう研けん究きゆう施し設せつはその秘ひ匿とく性せいの高さから、外部との通信が制限されている。どんな携けい帯たい端たん末まつも施し設せつ内ないにしか電波が届かず、施設外との連れん絡らくが取れないようになっている。カイトン粒子の研究を外部に漏らさないための措そ置ちだ。

　そんな秘密の研究施設において唯ゆい一いつ外部との連絡が可能なのが、夕陽の目指す通信室だった。しかし通信室には一定の役職以上の職員でなければ出入りができないようになっている。そのため、夕陽は先ほど平静を失ったように見せかけることで、施設長からカードキーを盗み出したのだ。施設の最高責任者である彼のカードがあれば、この施設のあらゆる部屋に出入りすることができる。

　ほどなくして夕陽は通信室に辿り着いた。扉とびらの前で左右に目を走らせ、廊下に自分しかいないことを確かく認にん。カードリーダーにキーをかざし、素す早ばやく室内に足を踏ふみ入いれる。

　目的の通信装置は部屋の壁かべ際ぎわに据すえ付つけられていた。椅子をどかしてコンソールパネルを叩き、装置を起動。夕陽の網もう膜まくに通信装置のモニターが投とう影えいされ、チャンネル選せん択たく画面が表示される。夕陽は皇和重工の本社との回線を選択すると、マイクを手近に引き寄せた。

　ザー、ザー、という砂すな嵐あらしのような音が数秒続いた後、回線が開いた。

『はい。こちら皇和重工本社通信室。通信担当官の――』

「た、助けてくれぇえええ……！」

　開口一番、夕陽は悲鳴にも似た声で叫んだ。顔は無表情を維い持じしたまま、声だけを切せつ迫ぱくにして叫び続ける。

「ぁ、あああ、みんな、みんな殺される……！　このままじゃ、奴やつらに殺される！　た、頼たのむ、今すぐこっちに応おう援えんを寄こしてくれぇえええ……！」

『お……落ち着いてくださいっ。奴ら？　応援？　一体そちらで何が起きているんです』

「わからない……！　だけど、奴らとんでもない大軍で施設を襲しゆう撃げきして来やがった。空母や戦せん闘とう機き、潜せん水すいユニットをつけたヒトガタまで投入してるんだ！　こ、こっちも応戦してるが戦力が違いすぎる！　まるで歯が立たないんだよ……！」

『わ、わかりました。海上研究施設が、どこかの軍隊の襲撃を受けているということですね？　今すぐこの通信を戦術事業室の室長に回しますので、どうかそのまま』

「うわあああ！　い、一階の開口フロアが破られた！　奴らが施設の中に入ってきたんだ！　だ、ダメだ、ここにいたら殺されちまう！」

『あ、待って！　そこを動か――』

　通信担当官の声を無視し、夕陽は自分の拳こぶしを通信装置に叩きつけた。金属のひしゃげる異音とともに、砕くだかれた装置が火花を散らす。夕陽は幾いく度ども拳を戦せん鎚ついの如く振り下ろし、その怪かい力りきに任せて通信装置を完全に破壊した。

「……よし」

　とても最善の手段だとは言えないが、現状の夕陽にこれ以上の選せん択たく肢しは残されていない。下手に通信を続ければ氏名と役職を求められてボロが出るのは確実だ。

　とはいえ、今の通信を信じてもらえたかはわからないし、仮に信じてもらえたとしても応援が来るのかどうかはわからない。何せここは日本から遠く離れた海の果てだ。皇和重工の本社からはあまりにも遠すぎる。

　しかし、もし近くの海域を皇和重工の艦かん船せんが航行していれば確認のためにこちらに来てくれるかもしれない。未確認機の迎げい撃げきのためにも、打てる手は全すべて打っておく必要がある。

　だが。

　そもそも、本当にあの未確認機の襲撃はあるのだろうか。あったのだろうか。

　もしも夕陽の体験した全てがまやかしで、ただの白昼夢でしかないとしたら、自分は今、とてつもなく愚おろかな行こう為いをしていることになる。万が一このまま何も起きなければ、夕陽は間ま違ちがいなくテストパイロットの職を解かれるだろう。そうなれば、夕陽はもうカイトン粒子の研究に携たずさわれない。つまり、俺は二度と死んだ妹を――

「っ」

　夕陽は強く首を振り、雑念を払はらった。しっかりしろ、狭はざ間ま夕ゆう陽ひ。お前自身が自分を信じなくてどうするんだ。

　上半身を無くした契那の死体が、ただのまやかし？

　両断された身体を駆け抜ぬけたあの凄すさまじいまでの激痛が、ただの夢？

　ありえない。断言できる。絶対にありえない。あんな生々しく痛覚を伴ともなった夢などあるものか。あれは間違いなく、夕陽が自分の命と引き換かえに体験した出来事なのだ。

　故ゆえに、奴は必ずもう一度現れる。

　次の対策を練らなければならない。あの未確認機に対たい抗こうできるのは、同じ時間加速を使える【旭】だけだろう。なんとか契那を説得するか、あるいは他の研究者たちの目を盗んで【旭】に搭とう乗じようしなければ――

「……お前、こんなところで何してやがんだ？」

　それは、不覚にも夕陽が物思いに沈しずみながら通信室から廊下に出たときのことだった。

　通信室の扉の前に、複数の男がいた。

　昼の仮想戦闘で夕陽と戦った、五人衆の皆さんだった。

「…………」

「おい！　てめえ、なに人の顔見た途と端たんしかめっ面つらで頭抱えてやがんだ！　失礼だぞ！」

「……申し訳ありません」

　およそ一時間前――夕陽の主観で言えばもう五時間近く前に絡からまれたときと同じように、五人衆のリーダーが怒ど声せいを張った。

　しかし、最悪だ。このミスは冗談では済まされない。

「どうかされましたか。……って、また貴方たちですか」

　更に別の声が聞こえてきた。今の大声を聞きとがめられたのか、廊下の奥おくから施設を巡じゆん回かい中だった二人組の警備員がやってきたのだ。しかもその二人は、奇くしくも昼に夕陽たちを仲ちゆう裁さいしてくれたのと同じ警備員だった。

　リーダーがにやりと笑った。まるであのときの意い趣しゆ返がえしをするように、馴なれ馴れしく警備員に話しかける。

「いや、こいつが通信室の中から出てきてな。だが、おかしいんだよ。こいつはただの雇やとわれ兵だ。傭兵のセキュリティレベルで通信室に出入りできるわけがねえ」

「……君、それは本当かい？」

　警備員が近づいてきた。五人衆に二人の警備員が加わり、計七人の屈くつ強きような男が夕陽を取り囲む。どの男も、夕陽からきな臭くさい匂においを嗅かぎ取って鋭するどい視線を向けていた。警備員に至っては、早くも腰の警棒に手を伸ばしている。

「君、黙だまってないで何か答え――」

　先に仕し掛かけたのは、夕陽だった。

　まず、正面にいた五人衆の一人に肘ひじをぶち込んだ。的確に顎あごを捉とらえたその一いち撃げきが、男の意識を根こそぎ奪うばう。そして、右足を軸じくにその場で半回転。背後から襲おそい掛かかってきた警備員の警棒を回かい避ひし、手刀でそれを叩き落とす。

「やりやがったな、この老け顔ゴリラ！」

　五人衆のうち、残った四人が一いつ斉せいに夕陽に襲い掛かってきた。しかし夕陽は両手で頭部を防ぼう御ぎよしながら姿勢を前ぜん傾けいにし、身体の回転を利用した最小限の動作で敵の攻撃をかわす。一〇〇キログラムを超こえる巨きよ躯くを感じさせない俊しゆん敏びんな動きで敵リーダーの側面に回り、膝ひざ裏うらに蹴けりを入れて体勢を崩くずさせ、その鼻っ柱に掌しよう底ていを叩き込む。リーダーは鼻の穴から鮮せん血けつを撒まき散ちらし、悲鳴をあげて廊下に倒たおれこんだ。

「貴様！」

　警備員の一人が叫び、ホルスターから電気銃テイザーを抜いた。もはや威い嚇かく射しや撃げきすらするつもりはないのだろう。突つきつけられた銃じゆう口こうは、真っすぐに夕陽を捉えていた。

　銃じゆう声せい。しかし放たれた弾だん丸がんは、夕陽の頬ほおを掠かすめただけに終わった。夕陽が警備員の腕うでを取り、銃口の向きを瞬しゆん時じに逸そらしたからだ。そのまま夕陽は腕を返して警備員を転てん倒とうさせ、彼かれの手から電気銃を強ごう奪だつ。背後から殴りかかってきた別の男の拳をかわし、拳けん銃じゆうのグリップでその頭部を痛つう烈れつに殴おう打だした後、殆ほとんど接射に近い距きよ離りで電気銃を発はつ砲ぽうした。バッテリーの込められた弾丸が着ちやく弾だんし、男の身体に電流が走って昏こん倒とう。夕陽は遠えん距きよ離り武器である銃じゆう器きを打だ撃げきにも用いながら、近接攻撃を組み合わせた銃じゆう撃げきを行っていく。

　ガン・ストライカー・コンバットＧＳＣ。それが夕陽の使う戦せん闘とう術じゆつだ。

　超ちよう至し近きん距きよ離りでの銃じゆう撃げき戦せんに格かく闘とうの概がい念ねんを取り入れたもので、長ちよう銃じゆう身しんのアサルトライフルなどを保持する敵の懐に飛び込むことで相手の火器の取り回しを阻そ害がいし、敵の銃口を打ち払いながらインファイトの間合いで発砲する。この特とく徴ちよう的てきな戦闘術は、市街地や屋内での遭そう遇ぐう戦せんが急増した第三次世界大戦に葬そう儀ぎ社しやが考案したものだった。夕陽は自分を取り囲む男たちの眼前にまで肉にく迫はくし、打撃と銃撃とを一体化させた攻撃を繰くり出していく。

　一対七の戦力差を物ともせず、夕陽は男たちを圧あつ倒とうした。既すでに六人がダウンし、残るは一人。夕陽は最後に残った警備員の腕を後ろに捻ひねって関節を極めると、その身体を廊下の壁かべに叩きつけた。拳銃のグリップを振り上げ、警備員の延えん髄ずいに叩き込もうとする。

　そのときだった。

「クソがぁあああ！」

　鼻び骨こつを砕かれて転倒していたリーダーが腰から拳銃を抜いた。警備員が持っていた非殺傷用の電気銃などではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの実銃だ。怒いかりに我を忘れたせいで、男がその引ひき鉄がねを絞しぼるのに一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよはなかった。

　夕陽の傍には、彼が壁に押おさえつけて身動きを封ふうじた警備員がいた。何の罪もない警備員だ。もしも銃じゆう弾だんを避さければ、この職務に忠実な警備員は自分のせいで――

　夕陽が警備員を突き飛ばす。その反動を利用し、夕陽も射線から逃のがれようと飛び退すさる。

　しかし、銃弾は彼の側頭部を斬きり裂さいた。

　弾丸が黒くろ髪かみを穿うがち、夕陽のこめかみに前衛的な剃そり込みを作る。傷自体は大したことのない掠かすり傷きずだったが、しかし音速に近い飛ひ翔しよう体たいが頭ず蓋がい骨こつを揺ゆらしたせいで、夕陽の脳はシェイクされた。脳のう震しん盪とうだ。意思に反して視界が歪み、膝から力が抜け落ちる。

　重なった不運はしつこく夕陽を掴み取り、その巨体を廊下にくずおれさせた。




《一七一八時》

　目を覚ますと、夕陽は医務室にいた。

「おお。気がついたようだね」

　ベッドに寝ねかされていた夕陽の視界に、老ろう齢れいの医師の顔が映り込んできた。

「ああ、あまり動かないほうがいいよ。鎮ちん静せい剤ざいを打たせてもらったからね。何でも、警備員たちをボコボコにしたそうじゃないか。悪いが少しばかり大人しくしていてもらうよ。と言っても、その様子じゃ碌ろくに身動きも取れんだろうがね」

　医師が夕陽の手を見下ろす。釣つられて視線を向けると、夕陽の左右の手には手て錠じようがかけられ、ベッドの転落防止用のガードフレームに繋つながれていた。両りよう脚あしもだ。首にもベルトのようなものが巻きつけられている。まるで猛もう獣じゆうを相手にするような拘こう束そくぶりだった。

　視線を巡めぐらせ、夕陽が医務室の窓を見る。

　空は、既に赤く染まっていた。

　夕陽が瞠どう目もくした瞬しゆん間かん、施設が激しく揺れた。轟ごう音おんとともに天てん井じようの灯あかりが揺れ、壁に亀き裂れつが走る。続いて度たび重かさなる銃声。聞きなれた三六ミリの発はつ砲ぽう音おん――ヒトガタのライフル音だ。

　奴だ。やはり現れた。現れてしまった。

「な、何事だ、一体!?」

「自分の拘束を解いてください」

　突然の出来事に狼ろう狽ばいする医師に夕陽が告げ、

「今すぐ。早くしないと、全てが手て遅おくれになります」

「ば、馬鹿を言わないでくれ。私にそんな権限は――」

「ならば仕方がありません」

　そう言うと、夕陽はベッドの左右のガードフレームを握にぎり、両りよう腕うでに渾こん身しんの力を込めた。

　めりめりめりぃ、という異音とともに、金属製のフレームが捻ねじ曲まがる。そして夕陽の怪力に耐たえかね、数秒もしないうちにベッドに固定されていたフレームの螺子ねじが吹ふき飛んだ。そのままフレームの先端から手錠を外し、自由になった両手で足と首の拘束を解く。力任せの破壊活動を終え、夕陽はベッドから降りて立ち上がった。

「ゴリラ……」

「よく言われます。それより、早く避ひ難なんを。シェルターか施設の外に逃にげてください」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた医師に告げ、夕陽は医務室を飛び出した。目指す先は八階の格納庫。夕陽は身を焦こがすような焦しよう燥そう感かんに突き動うごかされながら、逃げ惑まどう職員の間を走はしり抜けていく。

「鴛おし鴦どり博士！」

　格納庫の内ない壁へきに設けられた通路に出たとき、夕陽は通路の先にスタッフジャンパーを着た小こ柄がらな少女を見つけた。呼び止められた契那が振り向き、驚いたように言う。

「狭はざ間まさん!?　どうしてここに」

「自分のことは後です。敵がすぐに来ます。カイトン粒子のデータは諦あきらめてください」

「な、なんで私がデータを取りに行くって――」

　直後、天井が砕けた。

　夕陽たちの頭上から舞まい降おりたのは、ボロ布を纏まとった一機の巨きよ人じん。あのヒトガタだった。

「――くそっ！　失礼します！」

「ぇ、き、きゃあ！」

　契那の矮わい躯くを抱だき上げ、夕陽は走り出した。最も近い出口は五〇メートル先。今すぐここを離れなければ。

　アンカーで降下してきた未確認機が格納庫の周囲を見み渡わたす。その視線が、格納庫の壁に固定されていた【旭】を捉えた。未確認機は懐からヴィブロ・エッジを取り出し、淀よどみない動きで【旭】の顔面に突き刺さす。奴は的確に【旭】の粒りゆう子し加か速そく増ぞう幅ふく器きを破壊した。

　未確認機が背後を振り返る。その視線の先には、通路をひた走る夕陽の姿があった。未確認機と夕陽の視線が交こう錯さく。こちらの姿が完全に捉えられた。出口まであと二〇メートル。鎮静剤を打たれたせいで身体が重い。未確認機がライフルを構える。あと少し。あと少しだ。頼む。神様――

　未確認機の撃うち出した銃弾は、夕陽の後方で炸さく裂れつした。

　壁に大穴を開け通路を爆散させたその徹てつ甲こう弾だんは、猛もう烈れつな爆ばく風ふうを生んで二人を吹き飛ばした。咄とつ嗟さに契那を抱き寄せた夕陽が、その凄まじい勢いのまま通路からコンクリートの地面に落下。激げき突とつの衝撃に夕陽が絶息し、反動で契那が彼の胸から弾はじき飛ばされる。
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　そして、全身を駆かけ抜けた激痛に思わず閉じていた瞼まぶたを開けたとき、夕陽は気づいた。

　二人の頭上から、撃ち砕かれた通路の残ざん骸がいが落下してきていることに。

　視界一杯に広がる、鋼鉄の塊かたまり。

　絶望に両眼を見開いた夕陽に、その圧あつ倒とう的てきな質量群が降り注いだ。

　破は裂れつする内臓。飛び出す眼球。皮ひ膚ふを突き破やぶる無数の骨。夕陽が自分の肉体の損そん壊かい具合を知覚できたのはそこまでだった。致ち命めいにすぎる傷を負った夕陽の脳が痛覚を遮しや断だん。身体からだ中じゆうの神経が次々に死んでいき、きぃーんという耳鳴りだけが聞こえてくる。

　契那は、既に死んでいた。

　降り注いだ残骸に押し潰つぶされ、血ち溜だまりに沈む彼女の小さな身体。関節の仕組み上、絶対に曲がらない方向に契那の細い腕が伸のびている。夕陽は死力を振り絞り、瓦が礫れきの中で右手を動かした。血に塗まみれたその手を伸ばし、投げ出された契那の手に触ふれようとする。

　しかしその指先は何にも触れることなく、力を失って血の海に没ぼつした。




《二一〇〇年：一二月三一日：一三四一時》

『――ック。観測室よりゴースト９へ。狭間さん、聞こえますか？』

　ウィンドウに、契那の姿があった。

　その声に意識を取り戻もどした夕陽は、自分が【旭】のコクピットにいることに気づいた。

「…………」

　時計を見る。二回目に死んだ時間から、およそ三時間半前の時刻が表示されている。

　身体を見ても、やはりたった今負ったばかりの傷はどこにも見当たらなかった。顔の外に飛んでいったたはずの右みぎ眼めも眼がん窩かに納まっている。

　目覚めた直後に聞こえた契那の問いかけが、前回と違って途と中ちゆうから――僅わずかに進んだ状態から始まったような気がするが、それ以外は以前死んだときと全く同じ状じよう況きようだった。五体満足で一三四一時に戻ってきている。

『……あの、狭間さん？　応答をお願いします。通信状態に問題はありませんか？』

「はい、問題ありません」

『あ、よかったです。それでは始める前に、今回の実験の概がい要ようをおさらいしたいと――』

　いつかと同じ質問に対し、今度はごく冷静に返すことができた。夕陽は実験についての講こう釈しやくを始めた契那の声を意識の外にやり、足元を見つめる。

　考えろ、狭間夕陽。今回はどうすればいい。

　三時間半。お前に残された時間はそれだけだ。その僅かな時間でお前に何ができる。

　先ほど体験した二度目の生。便べん宜ぎ的てきにあれを『二周目』と呼ぶとして、二周目の夕陽は自分に起きた現象を施し設せつ長ちようや研究者たちに説明し、この施設にいる多くの人を救おうとした。だが、失敗した。自分の説明の仕方が悪かったのもあるだろうが、彼らは未確認機の存在を信じてはくれなかった。

　夕陽が通信室で行った皇和重工本社との応おう援えん要よう請せいについても、実を結ぶことはなかったのだろう。夕陽が医務室で目を覚ましてから契那のもとに駆け寄よるまでの間、廊下の窓から施設の外を窺うかがってみたが、増ぞう援えんらしき味方戦力は全く見当たらなかった。近くの海域を航行中の艦船はいないようだ。夕陽が危険を冒おかしてまで行ったあの要よう請せいは、何の意味もない行動だったと判断せざるをえない。

　この施設の全員を助けることは不可能だ。

　そう結論を下すしかない。もっと情報が手に入り、未確認機を倒す手段が考案できれば結果も違ってくるだろうが、少なくとも今の夕陽には全てを守り切るだけの力はない。切り捨てるしかない。

　では、現在の自分が助けられるのは誰だれなのか。思いつく候補は一人だけだった。

　夕陽の状況に理解を示し、こちらに協力してくれる可能性が最も高い人物。

　この三周目の自分が救える可能性がある人間。それは――

『と、このように、カイトン粒りゆう子しは時空を超えて情報を』

「鴛鴦博士」

『はい、なんでしょうか』

「突然ですが実験を中止にしていただきたいのです。カイトン粒子の影響を受けたのか、先ほどから強い眩暈めまいが襲ってきています。このままでは、テストパイロットとしての任を全まつとうするのは困難だと言わざるをえません」

　夕陽が一気に捲まくし立たて、

「それと、自分は博士にお伝えしたいことがあります。今回の実験に関かかわる重要な報告です。施設一階の開口フロアでお待ちしておりますので、すぐにお越こしください。それでは」

『な……何を言っているんだゴースト９！　そんな一方的に――』

　二周目で最初に夕陽に罵ば声せいを飛ばしたのと同じ研究者が声を荒あらげるが、夕陽は回線を切断した。そのままコクピットを開放して機外に降り、足早に格納庫の外へと向かう。すれ違う整備員たちが怪け訝げんそうな顔でこちらを見るが、その全てを無視。夕陽は防護ジャケットを着たまま階段を下り、真っすぐに一階を目指す。

　夕陽の向かっている開口フロアとは、建物内部と海とを繋ぐ施設一階に造られたドックのことだ。施設にやって来る船せん舶ぱくが乗り入れ、物資やヒトガタ、人員の運うん搬ぱんなどが行われる。あそこには常時数すう隻せきの小こ型がた艇ていが置かれている。夕陽一人でも操そう舵だが可能な船だ。

　夕陽が開口フロアの入り口に辿たどり着つくと、時を同じくして契那も現れた。彼女の隣となりには先ほど夕陽に怒ど鳴なり散らしていた研究者もいる。鬼おにのような形相だった。

「ゴースト９！　貴様、一体何のつもりで――」

　その怒声が続くことはなかった。夕陽が彼の首に手を回し、瞬時に絞め落としたからだ。

「は、狭間さん!?　何をしているんですか!?」

「……申し訳ありません」

　動どう揺ようする契那に謝罪し、夕陽は彼女の首に指を伸ばした。可能な限り優やさしく首筋に触れ、僅かに力を入れる。たったそれだけで、契那は意識を失って倒れ込んだ。首筋の動脈を的確に圧あつ迫ぱくされ、一いつ瞬しゆんだけ血管が閉じて脳への血液の供給が断たたれたからだ。

　夕陽は研究者の男を手近なロッカーに押し込めると、契那を抱きかかえて開口フロアへと侵しん入にゆうした。行きかう職員の眼を盗み、フロアの壁を走っているパイプの一つに歩み寄る。夕陽はそのパイプに手を伸ばすと、目め一いつ杯ぱいまでバルブを緩ゆるませた。中を走っている高圧の水流が緩んだバルブに殺さつ到とうし、パイプ全体をカタカタと震ふるわせる。夕陽は即そく座ざにその場を離れ、手近な小型艇に乗り込んだ。

　契那を座席に寝かせたとき、背後で何かが破裂する音が響ひびいた。先ほどのバルブが水流に負けて弾け飛んだのだ。壁から勢いよく水が噴ふき上がり、付近にいた職員たちが何事かと慌ててパイプに駆け寄っている。

　彼らの注意が別の方向を向いているうちに、夕陽は大おお海うな原ばらへと船を発進させた。




《一七五八時》

　三度目にして、夕陽は未確認機の襲撃時刻から三〇分以上生き延びることに成功した。

　施設を出てから四時間近く。空はとっくに夕陽の嫌いな茜あか空ねぞらへと変わっていて、既に施設からは二〇〇キロメートル以上離れている。ヘリや艦船ならともかく、陸上兵器のヒトガタでは海を隔へだててこんな距離を追いつくことは不可能だ。

　一応、水中行動用の装備――潜水ユニットを装着すれば、ヒトガタも水中での航行は可能ではある。ダイバーなどが使う水中スクーターを大型化したようなもので、これを機体の背中に取り付けることで推力を得る。しかし現在世に出ている全ての潜水ユニットを探しても、この小型艇に追いつけるほどの速力を有するものなど存在しない。夕陽は船の航行システムをオートモードに変へん更こうすると、操そう舵だ室しつを離れて甲かん板ぱんへと移動した。

　甲板には契那がいた。既に意識を取り戻し、赤い海を眺ながめている。

「手て荒あらな真ま似ねをしてしまい、申し訳ありません」

「……いえ。事情はお聞きしましたので」

　頭を下げる夕陽に契那は首を振った。夕陽はこの逃とう避ひ行こうの間に、途中で目を覚ました契那に彼女を拉ら致ちした経けい緯いや未確認機のことを全て打ち明けていた。

「カイトン粒子による記き憶おくのタイムスリップ……タイムリープですか。今の狭間さんは、この今日を三度体験しているんでしたよね」

「はい。一周目は【旭あさひ】で未確認機と戦って敗れ、二周目は何もできず殺されました」

　夕陽が頷うなずき、

「ですが、わからないことが一つあります。二周目の鴛鴦博士から伺うかがった仮説によると、このタイムリープは、一周目に暴走した粒子加速増幅器が破は壊かいされたことで超ちよう高こう濃のう度どのカイトン粒子が拡散したからだと聞きました。ですので一周目の記憶を二周目で引き継げたのは理解できるのですが、なぜ自分は三周目においても以前の記憶を保持しているのでしょうか。二周目では、増幅器の暴走はなかったのですが」

「……恐おそらく、狭間さんの『死』がタイムリープを起こすトリガーとなっているからです」

　短い黙もつ考こうを挟はさみ、契那が口を開いた。

「カイトン粒子がその活動を活性化させる条件は、大きく分けて三つあります。一つ、デジャブやジャメブを感じるとき。二つ、高い集中状態にあるとき。そして三つ目が、死亡するときです。人間が死の間ま際ぎわに見ると言われる走そう馬ま灯とう。これは、高濃度のカイトン粒子が脳内で活性化して起こるものだと考えられています。高濃度の粒子が脳に作用し、過去の記憶情報を高速で想起させるんです。そしてその人物が死亡すると、カイトン粒子は脳内から消えて様々な時空に拡散します」

「つまり……鴛鴦博士はこう仰おつしやるわけですね？　二周目の自分が殺されたことで、自分の脳に宿っていた一周目の超高濃度粒子が、二周目の記憶情報を纏った状態で再び拡散し、過去の自分――三周目の自分にも以前の記憶を引き継がせたのではないか、と」

「恐らくは」

「つまり自分はこの先も、死ぬたびに記憶を引き継ぐことになるということですね」

　こくりと頷く契那。夕陽は重い溜ため息いきをついた。

「このループから抜け出す方法はあるのでしょうか？」

「……単純に生き残り続けるか、何らかの人じん為い的てきな手段を用いてループを断つかのどちらかですかね。ただし後者の場合は、一体どんな方法があるのか見当もつきませんが」

　夕ゆう陽ひが契那の隣となりに座すわり込んだ。二人が隣り合い、海を眺める。契那は、もうここからでは視し認にんすることすらできなくなった海上研究施設のほうを見ているようだった。

「……施設は、もう襲撃されたんでしょうか」

　ぽつりと契那が呟いた。未み確かく認にん機きのおおよその襲撃時刻は既に契那に話している。

「もし狭間さんのお話が本当だとすれば、施設にいた人々は今いま頃ごろ、その未確認機に……」

「鴛鴦博士が責任を感じることではありません」

　罪悪感の宿った契那の呟きに、夕陽が首を振った。

「その罪を負うべき人間は、貴あな女たではなく自分です。自分が、彼らを見捨てました。鴛鴦博士だけでも救うため……と言えば聞こえはいいですが、結局は自分の無力が招いた結末です。この罪は、自分が負わなければならないものなのです」

　だから――と、夕陽は強く言った。

「奴は、自分が殺します」

「…………」

「今回のことだけではありません。一周目と二周目に殺された人々の無念……それに何より、二度も殺害された鴛鴦博士の仇あだを、必ず自分が討うちます。いつになるかはわかりません。ですがたとえどれだけ時間がかかろうとも、自分が奴に復ふく讐しゆうします。それが、自分にできる贖しよく罪ざいだと思っています」

「狭間さん……」

「そしてもう一つ。今の自分にできる償つぐないとして……鴛鴦博士、自分が貴女を守ります」

　夕焼けから目を逸らし、契那がこちらに顔を向けた。

　夕陽は茜あかね色いろが差した彼かの女じよの顔を見つめ返し、静かに続ける。

「一周目も二周目も、自分は貴女を守ることができませんでした。それどころか、あの未確認機に一いつ矢し報むくいてやることすらできませんでした。自分はもう……自分自身の無力のせいで誰かの死を見るのはたくさんです」

　そう呟く夕陽の脳のう裏りに蘇よみがえるのは、最愛の妹の姿。

　ただ一人守りたかった家族。しかし、守れなかった家族の姿。

　夕陽が契那に向き直り、右手を差し出す。そこに立てられた小指に視線を落としてから、契那が夕陽を見上げた。

「指切り、ですか？」

「はい。自分が貴女を守るという約束です。助けられなかった人々のぶんまで、狭間夕陽が鴛鴦契那さんをお守りします。これは、その誓ちかいです」

　心からの真しん摯しな言葉で、夕陽が静かに、しかし決然と宣言する。

　そんな彼の言葉を聞いた契那は、少しだけ顔を俯うつむかせた。

　数秒後、彼女は顔を上げると、悲しみや罪の意識を無理やり作った笑え顔がおの下に隠かくし、自分の小指を差し出した。

「……えへへ。約束ですよ」

「はい。約束です」

　微ほほ笑えむ契那に、夕陽が力強く頷いた。

　武骨で太い夕陽の小指と、細くて小さな契那の指先が、赤い空を背景に絡められる。

　そのとき、夕陽がふと思い出して言った。

「そういえば……鴛鴦博士。貴女は何か、自分に話したいことがあるのではありませんか？」

「え？」

「一周目……【旭】の実験が終わったあとに、鴛鴦博士が仰っていたのです。二年前の第三次世界大戦について、自分に打ち明けたいことがあると。何か心当たりがありますか？」

「…………」

　夕陽が尋たずねると、契那は虚きよを衝つかれたように押し黙った。小指同士を繋いだまま、その視線が足元に落ちる。下を向いた彼女の顔は、どうしてか苦く渋じゆうに歪ゆがんでいた。

　長い沈ちん黙もく。しかししばらくすると、契那は唇くちびるを固く引き結び、何か覚かく悟ごを決めたように顔を上げた。夕陽の瞳ひとみを見み据すえ、口を開こうとする。

　その瞬間、海中からあのヒトガタが現れた。

　小型艇の傍で水柱が上がり、黒いボロ布を纏った未確認機が浮ふ上じようする。

　思考が、止まる。

　未確認機の機体に、潜水ユニットは装着されていなかった。現行の潜水ユニットは大型なので、ボロ布の上からでも装着の有う無むは判別できる。このヒトガタは水中行動用の装備もなく、二〇〇キロ先の船を探知し、単機でここまで追いついたというのか。馬ば鹿かな。それほどのスペックを有した機種など、世界中を探してもどこにもあるはずが――

　未確認機がライフルを撃発した。

　衝しよう撃げき。至近距離で撃ち込まれた徹甲弾が、小型艇の粗そ末まつな装そう甲こうを一瞬で貫つらぬいた。更さらに機関部の燃料に引火し、船が爆ばく発はつ。夕陽はその爆風に吹き飛ばされ、猛烈な速度で甲板の手すりに背中を打ち付けた。

　爆ばく破はの轟音で鼓こ膜まくが死んだため、夕陽の世界は無音になっていた。そのくせ、やけに視界だけは鮮せん明めいだった。おかげで夕陽は、三メートル先に転がっている自分の両脚を見ることができた。膝から下を失った夕陽の脚きやく部ぶが、面おも白しろいほど勢いよく血を噴き出している。

　夕陽が自分の脚あしから視線を外し、顔を上げる。




　彼の眼の前で、契那が火ひ達だる磨まになっていた。




「っ……！　ァ――アア！」

　弾け飛んだ船の残骸の下した敷じきになり、契那が甲板の上で炎ほのおに巻かれている。

　鼓膜は機能しなくなっていたが、それでも大気の振しん動どうを通じて契那の絶ぜつ叫きようを感じ取ることができた。契那は残骸の下で身動きすることもできず、海に落ちて火を消すこともできず、ただ生きながら焼かれていた。

　頭の中が真っ白になった。

　だからその後に夕陽が取った行動は、完全な無意識によるものだった。

　獣けものじみた咆ほう哮こうをあげ、契那のもとへ這はい進む。そして半はん狂きよう乱らんになりながら、夕陽は甲板に落ちていた鋭えい利りな破は片へんを掴み、契那の首筋に突き立てた。慈じ悲ひの一撃が確実に頸けい動どう脈みやくを断ち切り、瞬時に脳の活動を停止させ、その苦痛から解放する。

　パチパチと燃える火の粉を纏ったまま、契那は動かなくなった。

　夕陽が守ると約束した少女は、夕陽自身の手でその命を奪われた。

　しばし放心していた夕陽が、背後に首を巡らせる。

　海中から姿を現した未確認機が、何も言わずにこちらを見下ろしていた。

「――殺せェエエエ！」

　夕陽が叫さけんだ。叫ぶことしかできなかった。

「殺せ！　殺せ！　殺せェェェエエエエエ……ッ！」

　迸ほとばしる絶叫。喉のどをからした夕陽の願いは、しかし誰にも届くことはなかった。

　未確認機は契那の死を見届けると、再び海中に没した。数秒もしないうちに奴が残した波は紋もんが消え、夕焼けの海が静かになる。未確認機は夕陽を殺すことなく去っていった。

「ぁ……ああ……あああ……っ！」

　言葉にならない嗚お咽えつが漏もれる。契那の遺体は、もはや本人の区別もつかないほどに焼やけ爛ただれていた。燃ねん焼しようされた脂し肪ぼうが空気中を漂ただよい、夕陽の唇をべたつかせる。

「まだだ……っ」

　折れそうになる心を気力で支え、夕陽が絞り出した。

「まだだ……まだ、まだ終わっていない……！」

　そうだ。終わってなどいない。

　こんな終わりなど、認められるはずがない。

　たとえ何度繰り返すことになったとしても。たとえ幾度の死を味わうことになったとしても。

　俺おれはまだ、彼女との約束を果たしていない。

　だから夕陽は少しの躊躇もなく、握っていた破片を自分の心臓に突き刺した。




《二一〇〇年：一二月三一日：一三四一時》

『――室よりゴースト９へ。狭間さん、聞こえますか？』

　ウィンドウに、契那の姿があった。

【旭】のコクピットの中にいた夕陽は、すぐに返事をした。

「はい。聞こえています」

『わかりました。それでは始める前に、今回の実験の概要を――』

　今度は一周目と同じように答えることができたため、契那が即座に説明を開始する。

　その全てを聞き流しながら、夕陽はポケットから愛用のマスクを取り出した。夕陽がかつて所属していた傭よう兵へい部ぶ隊たい。葬儀社の隊員の証あかしたる、髑どく髏ろのマスク。

　夕陽は静かに、そのマスクを見つめる。

　いいだろう。貴様が是ぜが非ひでも契那を殺したいというのなら、何度でも俺が阻はばんでみせる。腕が捥もげ、脚が千ち切ぎれ、何度命を奪われようとも、俺が必ず貴様の野望を打ち砕く。

　朝陽を救うことはできなかった。その過去を変えることはできないのかもしれない。

　だが、今ここからなら未来を変えることはできる。

　今度こそ俺は、鴛鴦契那を救ってみせる。

　その決意と覚悟を胸に、狭間夕陽は髑髏のマスクを着用した。







第三章　エッジ・オブ・トゥモロー







「その後、自分は二三回死にました」

　西日の差し込む海かい上じよう研けん究きゆう施し設せつ。その一室に一人で佇たたずみ、夕ゆう陽ひはそう独白した。

「あの未確認機はその全すべての周において必ず出現しました。正確な出現時刻は一七一九時。出現位置は常に西の空の歪みから。自分や他の職員たちが一周目とは異なる行動を取ろうとも、奴やつの出現の条件は変わりませんでした。奴は必ずその時間その場所にまるでワープのように単機で現れ、破壊の限りを尽つくしていきます」

　それは、これまでのループで夕陽が手に入れた情報だった。

　夕陽が体験した計二六回の死。必ず奴をこの手で殺すと誓い、冷静さを取り戻した夕陽は、ループ能力を逆手に取って殆どの周を未確認機の情報収集に充あてていた。未確認機との戦闘は最低限に留とどめ、奴の狙ねらいや動向を探さぐることに注力したのだ。二六回の死の内訳も殆どが自死だ。戦闘での死亡は数えるほどしかない。

「その結果、幾いくつかわかったことがあります。まず、敵の狙い。未確認機はどの周においても、必ず鴛おし鴦どり博士を殺しました。いえ、博士だけではありません。奴はカイトン粒子の研究者と施設長を殺害し、更に【旭あさひ】も必ず破壊したのです。奴は、この海上研究施設における、カイトン粒子に強く関わる全ての存在を必ず抹まつ殺さつします。このことから敵の目的は、カイトン粒子のデータの破壊や関係者の殺害だと推測されます」

　そこで一度言葉を区切り、夕陽がゆっくりと周囲を見渡す。

　彼の眼に映るのは、室内に立ち込める灰色の硝しよう煙えん。壁に穿たれた無数の弾だん痕こん。そして、足元に広がる血の海。

　そのどれもが、未確認機による暴ぼう虐ぎやくの跡あとだった。夕陽が今いる室内は、彼が先ほど説明したように完全に破壊し尽くされ、濃のう密みつな死し臭しゆうに覆おおわれていた。

　無む惨ざんに変わり果てた海上研究施設の中で、夕陽が独り淡たん々たんと続ける。

「ですがその反面、自分や他の私兵などの一いつ般ぱん的てきな職員については、必ずしも殺されるわけではありませんでした。戦闘の巻まき添ぞえで死ぬことはあっても、明確な反はん撃げき行動を取らなければあの未確認機はこちらを敵とは認にん識しきしないのだと思われます。三周目の船上で奴が自分に止めを刺さなかったことから見ても、この推測は間ま違ちがいないでしょう」

　試ためしに夕陽は五周目において、小型艇を盗ぬすんで自分一人だけで施設からの脱だつ出しゆつを試みてみた。その結果、夕陽は未確認機に追つい撃げきされることなく、敵の出現時刻から二四時間も生存することができたのだ。やはり奴は確固とした目的でカイトン粒子の関係者だけを殺しているようだ。とはいえ、そもそもなぜあの未確認機が研究者たちを殺害するのか、という根本的な理由まではわからないが。

「次に、あの未確認機――ボロ布を纏った謎なぞのヒトガタのスペックについても、ある程度の推測が立ちました。敵機の性能は確実に【旭】よりも上です。潜せん水すいユニットなしで水中を自在に航行できる機動力を有する機種など、自分の知る限りでは存在しません。更に奴が使うライフルやヴィブロ・エッジにしても、現行の物よりも小型化され、よりシャープな構造になっていることが観察できました」

　あの未確認機の背後には、皇こう和わ重じゆう工こうをも上回る科学力を持つ組織がいるということなのだろう。奴が【旭】と同じ時間加速を発動できるという事実もまた、その推測を後押しする。

「また、これまでの戦闘でわかったことですが、残念ながらこの施設にいる皇和重工の私兵部隊は戦力にはなりません。時間加速を使いこなす未確認機に、通常のヒトガタに乗る彼らではまるで歯が立たなかったのです。自分のように戦闘の記憶を引き継つぐことができるならまだしも、彼らにとっては今日が未確認機と交かわす初戦となります。初めて遭そう遇ぐうする時間加速の前に、彼らは為なす術すべもなく殺されてしまいました」

　特にあの五人衆などは、毎度果か敢かんに特とつ攻こうを仕し掛かけてはそのたびに返り討ちにあっていた。未知の敵に恐れることなく立ち向かう彼らの勇ゆう敢かんさは、同じ兵士として素す直なおに称しよう賛さんに値あたいするものではあるが、しかし残念ながらそれが実を結ぶことはなかった。

「一度だけ……奇き跡せきのような一度だけ、自分は施設長や研究者たちの説得に成功したことがあります。複数回のループで模も索さくした説得方法の末、彼らに未確認機の存在を説とき伏ふせ、迎げい撃げきの準備に当たらせることに成功したのです。ですが、結果は同じでした。自在に時間を操あやつる敵機を前にして、通常のヒトガタで対たい抗こうすることは不可能だったのです。自分のこの試みは、それまでのループで最大の死者数を出しただけに終わりました」

　増援なし。逃にげ場ばなし。孤こ立りつ無む援えん。

　それが、この二六回の死で夕陽に突つき付つけられた現実だった。

　夕陽は深い溜息を吐はき出した。疲つかれ切った指先で目め頭がしらを揉もむ。繰り返されるループが澱おりのような疲ひ労ろうとなって全身に広がり、夕陽の心を深く侵しん食しよくしていた。

「これらの情報を得るために、自分は二六回の死を味わいました。極きわめて強い苦痛を体感したこともあれば、思うように死ねずもがき苦しんだこともあります。ですが、自分は兵士です。兵士にとって死は常に身近にあるものであり、それが自分に訪おとずれたところで今さら取り乱したりなどはしません。それが二六回も続けば尚なお更さらです。故ゆえに自分は、もはや拳けん銃じゆうで自分のこめかみを弾はじくことに何の感かん慨がいも抱かなくなってきました。……ですが」

　瓦礫だらけの足元に視線を落としていた夕陽が顔をあげ、正面を見る。

「鴛鴦博士。貴女の死を見続けることは、耐え難がたいです」

　彼かれの眼前に、契那が倒たおれていた。

　夕陽がいるのは、海上研究施設のシェルターの一つ――その中でも、施設長とカイトン粒子の研究者たちのためだけに用意された、特別頑がん丈じようなシェルターだ。

　そこに、無数の遺体が転がっていた。無論、全て施設長とカイトン粒子研究者たちの亡なき骸がらだ。契那の遺体も、その中に在った。

　二六回のループ。それは取りも直さず、契那に同数の死が訪れたことに他ほかならない。

　契那は死んだ。何度も何度も死んだ。どの周であろうと、必ず未確認機に殺された。

　契那の首が飛ぶのを見た。爆発で消し飛ぶのを見た。腹から中身をこぼし、激痛にのたうち回る彼女を見た。見続けた。契那の死の法則と敵の行動パターンを網もう羅らするため、情報収集という名目のもと、夕陽は契那が殺される光景を冷れい徹てつに観測してきた。助けられる状況にありながら、見殺しにしたことさえあった。

　最後には彼女を救うから――必死に自分にそう言い聞かすことで、夕陽は妹の面おも影かげを見る少女の死を観測し続けた。

　心が破裂しそうだった。

　怒いかりが憎ぞう悪おに変わり、憎悪が狂きよう気きを誘さそう。ただでさえ凶きよう悪あくな傷顔スカーフエイスがより醜しゆう悪あくに歪んでいく。その瞳に宿るのは、狂くるおしいまでの復ふく讐しゆう心しんと罪悪感。

　繰くり返されるループの中、夕陽は自分の精神が着実に蝕むしばまれていくのがわかった。

　だが、こうして空っぽになった契那に語りかけるのは、ただの悪あく趣しゆ味みなどではない。ましてや、罪の重圧で思考に異常をきたしたからでもない。

　夕陽が契那の死を直視し続けるのは、決意を新たにするため。

　奴に対する憎悪を、復讐の原動力を、そして何より自分自身の無力さを再さい確かく認にんするため。

　この胸に宿る炭火のような暗い炎が、次の狭はざ間ま夕陽を強くする。

「……もう少しだけ、待っていてください」

　右手に握っていた拳銃の空から弾だん倉そうを捨てながら、夕陽が契那の亡骸に言った。

「必ず……必ず、貴女を死の運命から救ってみせます。奴を倒し、貴女を守る。あの船上での誓いを、必ず果たしてみせます。だから――」

　今はまだ無力な自分を、赦ゆるしてください。

　そして夕陽は新しい弾倉を再装填リロードすると、自分の顎あご下したに銃じゆう口こうを突きつけた。




　思い返せば、狭間夕陽は常に奪うばわれる側の人間だった。

　夕陽にとっての原初の記憶は赤しやく銅どう色いろの世界で始まる。まだ幼く背せ丈たけの低い彼の眼に映るのは、炭化した両親の亡骸。蝋ろうのようになめされた巨きよ大だいなクレーター。そして、空を覆い隠す真っ黒なきのこ雲。

　第三次世界大戦開始の切きっ掛かけとなった、ポーランドが首都ワルシャワで起きた核かく爆ばく弾だんテロ。狭間一家はそのテロに遭遇した。外交官であった父の仕事の都合により、当時七歳さいの夕陽は父母に連れられ東とう欧おうを訪れていた。

　ワルシャワを観光する三人。その頭上に強きよう烈れつな光が瞬またたいたとき、夕陽の世界が一変した。格調高い歴史的な建造物が次々に吹き飛び、熱波と衝しよう撃げき波はが市街地を蹂じゆう躙りん。通勤途中の車が吹き飛び、建物のガラスが鋭利な嵐あらしとなって荒あれ狂い、街を行く人々は炎に飲まれた。父と母は一瞬で死んだ。美しい街並みに興奮し、両親の手を離はなれて細い路地に駆け込んでいた夕陽だけが、奇き跡せき的てきに助かった。

　あの一いち撃げきで世界は変わった。取り返しのつかないほどに。

　それからの欧おう州しゆう情勢は複ふく雑ざつ怪かい奇きどころか明確な地じ獄ごく絵え図ずへと早変わりした。それまで水面下で対立していた環かん大たい洋よう連れん合ごうとユーラシア共きよう和わ圏けんの緊きん張ちようがこのテロにより一気に弾け、瞬またたく間まに世界を二分する三度目の大戦へと変へん貌ぼうしていった。

　当時の幼い夕陽には、何が起きたのか理解することはできなかった。それどころか、両親の死を悲しむ時間さえ与あたえられなかった。言葉も通じない異国で父と母を喪うしなった夕陽は、欧州に独り取り残されたまま戦争に巻き込まれたからだ。

　本当に訳が分からなかった。首都が消し飛んだポーランド政府は完全に国家機能を消失し、国内への共和圏の侵しん攻こうを防ぐことができなかった。それによりワルシャワは完全な焦しよう土どと化し、夕陽は戦場となった異国の地でただただ放心状態になっていた。黒くろ焦こげになった両親の遺体を前に立ち尽くしていると、夕陽は彼を見つけた現地の消防士に救助され、近くの教会に連れていかれた。

　教会の中は多くの人々で溢あふれ返っていた。家族を喪い泣なき叫ぶ人たちがいた。血を流して動かなくなった人たちがいた。そんな人々を虚うつろな瞳で見ているうちに、夕陽はようやく自分に何が起きたのかを朧おぼろ気げながら理解した。理解したが、何もできなかった。自分の身に起きた不条理の数々に、幼い夕陽は完全に思考能力を奪われていた。

　教会の隅すみで膝ひざを抱かかえ、何もない虚こ空くうに視線をやっていると、外から銃じゆう声せいが聞こえてきた。その銃声は立て続けに鳴なり響き、すぐに激しい銃じゆう撃げき戦せんへと変わった。爆ばく撃げきの音や戦車の走行音、空を劈つんざく戦せん闘とう機きの風切り音。音、音、音。死を呼ぶその音の連れん鎖さは次し第だいに大きくなり、しかも徐じよ々じよにこちらへと接近している。教会にいた人々は恐きよう怖ふのあまりパニックになっていた。生気を失った顔で座り込む夕陽の耳に、彼らの悲鳴がこびり付いていた。

　銃声がひときわ近づいたとき、教会の扉とびらが蹴けり破られた。

　雪な崩だれ込むように入ってきたのは、自じ動どう小しよう銃じゆうで武装した兵士たちだ。彼らは生存者たちに銃を向け、ヒステリックに何かを喚わめき散らした。身み振ぶり手て振ぶりから、どうやら彼らはここを自分たちの拠きよ点てんにするため、生存者たちに強制退去を勧かん告こくしているようだった。

　教会のシスターが兵士たちの前に立ち塞ふさがり、簡易ベッドの上で呻うめく重傷者たちを指さして果敢に何かを叫んだ。正面にいた兵士の一人がそんなシスターの態度に逆上し、彼女の頭に銃じゆう弾だんを叩たたき込んだ。教会に響く悲鳴。倒れるシスター。兵士たちが天てん井じように向けて小銃を乱射し、生存者たちを威い嚇かくする。

　身を竦すくめて怯おびえる人々に最さい後ご通つう牒ちようを突きつけるように、シスターを撃うった兵士が生存者の一人を無理やり引き立たせ、その頭に拳銃を突きつけた。夕陽だった。

　押おし付けられる灼しやく熱ねつの銃口。怒ど声せいを張り上げる兵士。泣き叫ぶ生存者。それらを尻しり目めに、夕陽はこの期ごに及およんでも心が死んでいた。もう全てがどうでもよかった。

　兵士の怒ど号ごうが最高潮を迎むかえ、親指が撃鉄を起こす。

　そのときだった。

　教会の壁かべを覆うステンドグラスが一いつ斉せいに砕くだけ散ちり、スタングレネードが投げ込まれた。

　閃せん光こうと衝撃。凄すさまじい爆圧が教会を駆かけ抜ぬけ、中にいた人々の視覚と聴ちよう覚かくを殺す。潰つぶれた視界の端はしでマズルフラッシュが明めい滅めつし、耳鳴りの向こうで銃じゆう撃げきの多重奏が奏かなでられる。そのリズムに合わせ、教会に押し入っていた兵士たちが次々にヘッドショットを決められていった。床ゆかに倒れた夕陽の頭に、兵士の血液がぶち撒まけられる。

　そして、静せい寂じやく。スタングレネードの爆発からほんの数秒で銃声が止やんだ。朦もう朧ろうとした意識の中、夕陽の両眼に少しずつ視力が戻る。

　砕けたステンドグラスの光の下に、複数の男たちがいた。この教会に突とつ入にゆうし、一瞬にして兵士を皆みな殺ごろしにした者たちだ。揺ゆらめく硝煙の向こう側に、短たん機き関かん銃じゆうを手にした完全武装の男たちが立っている。

　男たちは、一様に髑髏のマスクと漆しつ黒こくの喪も服ふくを着用した、異装の集団だった。




『君からは、いつも諦あきらめが見えるよ。〔墓はか守もり〕』

　輸送機に揺られるヒトガタの操縦席で、自分の通つう称しようを呼ぶ声が聞こえた。

　先日一三歳になったばかりの夕陽がその声に応答する。

「仰る意味がわかりかねます、〔喪も主しゆ〕。自分から諦めが見える、とはどういう意味ですか？」

『そのままの意味さ』

　葬そう儀ぎ社しやの隊長、ゴースト１〔喪主〕が言った。兵士らしからぬ涼すずやかな声だ。

『自分には何も変えられない。戦いに意味なんてない。自分がどれだけ必死に戦おうとも、世界は変わらない。君の一挙手一投足から、そういった諦てい観かんのようなものが感じられるんだ。無力感、と言いい換かえてもいい。君の戦う姿には、いつも情熱が欠けている』

「情熱……。自分には、戦せん闘とうにそんなものが必要だとは思えませんが」

『何を言うんだい。戦闘に限らず、情熱は何にだって必要な原動力だよ。燃え滾たぎるような熱い心を持っているからこそ、人は不可能を可能に変えることができるんだ』

　と、ウィンドウに映る〔喪主〕が謡うたうように語る。この人は突とつ然ぜん何を言い出すのだろうか。今は東欧のとある小国を領りよう空くう侵しん犯ぱん中の上、作戦開始一〇分前だというのに。

　夕陽は釈しや然くぜんとしないまま、しかし律りち儀ぎに上官に応じた。

「そんなことはありません。自分は任務には常に真しん剣けんに取り組んでいます。葬儀社のために戦うことが、あの日自分を拾ってくれた貴方あなたたちへの恩返しになると信じていますから」

　慇いん懃ぎんに答える夕陽。しかしその言葉は、彼自身にも白々しく聞こえた。

　なぜなら〔喪主〕が言うように、夕陽の心は諦観に満ちているからだ。

　第三次世界大戦が勃ぼつ発ぱつして、六年。核かくの炎に家族を奪われ、夕陽が独り異国に取り残されてからそれだけの年月が過ぎた。

　その六年間で、夕陽は傭兵になっていた。

　彼が所属する部隊の名は、葬儀社。あの日殺されかけていた夕陽を助け、教会の中にいた人々をワルシャワから避ひ難なんさせた喪服の髑髏たち。葬儀社はワルシャワ脱出作戦と呼ばれるあの戦いにおいて、攻せめ寄よせるユーラシア共和圏の軍勢を相手に一人の犠ぎ牲せい者しやも出さず一〇〇人の生存者全員を脱出させる離はなれ業わざを為したことから、今では軍事業界でその名を知らぬ者はいない伝説的部隊となっている。

　彼らに救われたのち、夕陽はそんな葬儀社の一員になっていた。助けられた殆ほとんどの生存者がそれぞれの親類や隣りん国ごくの保護機関に預けられていく中で、夕陽は葬儀社のもとに居続けたのだ。これは別に彼が葬儀社との同行を望んだからというわけではなく、単に当時の世界情勢では欧州から日本への帰国が難しかったからだ。加えて夕陽には父母以外の肉親がいなかったため、身寄りのない彼は、葬儀社を束ねるこの〔喪主〕の計らいでそれからも喪服の髑髏たちと行動を共にすることになった。

　そうして月日が経たつにつれ、夕陽はいつしか葬儀社の中で働くようになっていた。幾ら子どもとはいえ、この黒衣の集団にいつまでもただ飯めし食ぐらいを置いておける余よ裕ゆうはない。そのため夕陽は幼いころから、後こう方ほう支し援えんや兵へい站たんの管理、戦闘事務といった裏方仕事に駆り出された。そして一〇歳を超こえてからは、実戦に参加するようにさえなっていた。ワルシャワで核の花が咲さいてからというものの、世界中のあらゆる場所が戦場となり、一〇代の子どもであろうと一人でも多くの兵士が必要とされたからだ。

　かくして、夕陽は葬儀社が一員、ゴースト９となった。

　第三次世界大戦において、葬儀社は主に環大洋連合の国々と契けい約やくを結び、戦闘に参加した。環大洋連合とユーラシア共和圏。それぞれが掲かかげる正義と主義主張による闘とう争そうは留まるところを知らず、至るところが戦場となった。夕陽はそんな戦場を駆けた。駆け続けた。葬儀社とともに世界中を転戦し、血みどろになりながらもただひたすら戦い続けた。

　その過程で、夕陽は多くの死を見た。

　何の罪もない善良な民間人が死んだ。戦争を機に人身売買に手を染めていた犯罪者どもが死んだ。誇ほこり高たかい軍人が死んだ。傭兵をハイエナ扱あつかいするいけ好かない政府高官が死んだ。夕陽に優しくしてくれた味方が死んだ。名前も知らない敵が死んだ。みんな死んだ。しかし、それでも戦争は終わらなかった。

　初めのうちこそ、夕陽は必死に戦っていた。生きることへの純じゆん粋すいな渇かつ望ぼうがあった。葬儀社への恩義があった。自分から両親を奪ったこの世界への怒りがあった。全ての理り不ふ尽じんに対する反逆の意志があった。だから夕陽は小さな身体を喪服に包んで骸がい骨こつ印じるしのマスクを被かぶり、自動小銃を片手に死しに物もの狂ぐるいで戦場を走った。

　だがやはり、それでも世界は変わらなかった。

　飛び交う銃弾を紙かみ一ひと重えでかわし、砲ほう撃げきの嵐の中を這いずり回まわり、爆煙に霞かすむ敵てき影えいにどれだけ銃弾を叩きこんでも、一兵士がこの不条理な世界に与える影えい響きようなど皆かい無むだった。夕陽が必死に戦っても戦争は変わりなく続き、仮に夕陽が今この瞬しゆん間かんに死んでも、世界は何食わぬ顔で回り続けるだろう。

　夕陽は、自分が何のために戦っているのかわからなくなっていた。

　いつだったか、絶望的な撤てつ退たい戦せんの最中、欧州の言葉を夕陽に教えてくれた親切な老兵が戦場に取り残されることがあった。夕陽は仲間の制止を振ふり切り彼の救出を図はかった。四発もの銃弾をその身に食らいながら、夕陽は彼のもとに辿たどり着つくことに成功した。老兵は泣いて感謝の言葉を述べた。その直後、何でもない流ながれ弾だまが老兵の頭を貫いた。狙いなどつけられていない、どこかから飛んできただけの鉛なまりの塊かたまり。一〇グラムにも満たないそれが彼をあっさり殺した。夕陽の命がけの行動は何の意味もない無価値なものになった。

　そういったことが何度も続くうちに、夕陽の全身から力が抜けていった。

　何もかもが虚むなしくなった。全てが無意味に感じられた。〔喪主〕の言う通りだ。夕陽は既すでに諦めている。生きることも、誰だれかを守ることも、この世界に抗あらがうことも。今はただ日ひ銭ぜにを稼かせぐために惰だ性せいで戦っているだけだ。多くの人の死を看み取とってきた夕陽を指して、いつしか彼は隊内で〔墓守〕と渾あだ名なされていた。痛つう烈れつな皮肉だ。笑う気も起きない。

　もう、疲れた。

　今の夕陽は、戦争というこの巨大なうねりに抗う意志を失っていた。

　奪われる側に甘あまんじ、死んだように生きるだけの自分。それを自覚していながらも、六年前のあの日から今日まで、夕陽の心はいつまでも諦めに支配されたままだった。

『確かに、僕ぼくたちはちっぽけな人間だ。一人の兵士が世界に風穴を開けることなんて、到とう底てい無理な話なのかもしれないね』

〔喪主〕が言った。夕陽の心中など簡単に見み抜ぬかれていたようだ。

『だけどね、〔墓守〕。僕はこうも思うんだよ。たとえこの世界が理不尽と不条理に満みち溢れ、耐たえ難い不変に終わるものだったとしても――だからと言って、その不変に立ち向かい続ける意志が意味を失うことはないはずだ、ってね。だって、自分の見み渡わたす限りが骸むくろの山になっていたとしても、それを一つ一つ弔とむらう行こう為いはきっと尊いはずなんだから』

「…………」

『僕たち傭兵は、自由だ』

〔喪主〕が穏おだやかに、しかし力強く言った。

『傭兵は、国や政治、イデオロギーに縛しばられない自由な存在だ。軍人のように汚お職しよくに塗まみれた政府の命令に服従する必要もなく、自分が死ぬ戦場は自分で決められる。僕たちは自らの意志で銃を手にし、それぞれの信念のもとに引ひき鉄がねを絞しぼることができる。ローマ帝てい国こく以前から続く人類最古の職業にして、自由の象しよう徴ちよう。それが僕たち傭兵だ。願うことなら、僕はいつか君に、君が自分の命を賭としてまで戦場に居続ける理由を見つけてほしいね』

　まるで詩を吟ぎんじるように〔喪主〕が語る。〔喪主〕はこのように、粗そ野やな傭兵に似合わない思し索さく的てきな物言いをする人物だった。こんな人が泣く子も殺す葬儀社を創設したとは信じられない。世が世なら、詩人や哲てつ学がく者しやとして生きているような人だ。

　たとえ世界が変わらなくとも、戦う意味がなくなることはない。

　綺き麗れい事ごとだ。あまりに陳ちん腐ぷすぎて虫むし唾ずが走る。夕陽はそれが相手の思おもう壺つぼだと理解しながらも、〔喪主〕の言葉に強い苛いら立だちを覚えた。

「……それならば、〔喪主〕。一つお伺うかがいしたい。貴方が戦う理由は何ですか？　貴方はなぜ戦うのです」

『僕が戦う理由かい？　それは簡単だよ。僕はね――』

　夕陽の問いに〔喪主〕が答えた。子どものようなあどけない微笑みとともに。

『僕は、戦争が大好きなんだ。だから僕は戦うんだよ』

「…………」

『殺し合いが好きなんだ。命を奪い合うのが好きなんだ。死と隣り合わせの戦場に身を投じるからこそ、命が煌きらめく。誰もが全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて戦う地獄だからこそ、命が極限まで研とぎ澄すまされる。「自分は今、最高に生きている」っていう実感を得るために、僕は戦うんだ。人の命は、死に近づけば近づくほどその輝かがやきを増すんだよ。僕が隊員たちに喪服を着るように命じているのもそれが理由さ。生き残りたければ死人になれ、っていうことだね』

「……なるほど。大変参考になりました。ありがとうございます」

『なんのなんの。悩なやめる若人わこうどに道を示すのは大人の役目だよ』

　夕陽の皮肉に気づいているのかいないのか、〔喪主〕は笑って返した。

　前言を撤てつ回かいする。間違いなく、この人は葬儀社の隊長だ。

「それより、本題は何です」

　夕陽が溜ため息いきをつき、

「降下開始まで三分を切りました。まさか自分にそんな話をするためだけに通信を寄こしたわけではないでしょう」

　夕ゆう陽ひたちは現在、他の仲間たちとともにヒトガタに乗った状態で輸送機に運ばれ、夜明け前の空を飛行中だ。イギリス政府との契約により、東欧への侵しん出しゆつを図るロシア軍との戦闘に参加する。〔喪主〕は風変りな人物ではあるが、戦闘前に意味のないことを話しだすような兵士ではない。

『鋭するどいね。流石さすがは僕が育てた傭兵だ。将来有望だよ。いつの日か、君と戦えたら楽しいかもしれないね』

〔喪主〕が冗じよう談だんとも本気ともつかない言葉を返し、

『今回の作戦に当たって、葬儀社に追加オーダーが来たんだよ。依い頼らい主ぬしは君の祖国である日本の民間軍事会社、皇和重工という企き業ぎようからだ。これも何かの縁えんだと思ってね。この日本企業に依い頼らいされた任務を、君に一任したい』

「任務の内容は？」

『皇和重工から東欧に派は遣けんされた職員とその家族の捜そう索さくだ。父親の仕事についていく形で、一家全員が戦争に巻き込まれたみたいだね。家族構成は資材調達部所属の父、ヨーロッパ出身の母、そして一一歳になる娘むすめの三人。この三人は僕たちがこれから降下する街に取り残され、今も安否が不明のままらしい。この不運な一家を救い出すのが君の任務だ』

　データファイルの受信。ファイルを開くと、件くだんの家族の写真が展開された。父と母に囲まれる形で、真ん中の少女が満面の笑えみを見せている。

　仕事の都合で異国の地を訪れ、そこで戦火に巻き込まれた一家。

　まるで自分の過去を突きつけられたかのような既き視し感かんに、夕陽の心臓が鷲わし掴づかみにされた。

『さあ、もう一度だけ立ち上がろうか。〔墓守〕』

　そんな夕陽を見み透すかしたように、〔喪主〕が語りかける。

『自分には何も変えられない？　戦いに意味なんてない？　自分がどれだけ必死に戦おうとも、世界は変わらない？　いいや、そんなことはない。だって、もし君がその諦めという名の殻からを打ち破ることができたなら、少なくともこの三人の運命は変えられるかもしれないんだから』

「…………」

『戦う意味を見み出いだしてほしい。さっきの僕の言葉は、嘘うそ偽いつわりのない心からのものだよ。僕は、君が傭兵として誇りある生を送ってくれることを切に願っている』

〔喪主〕が微び笑しようを浮うかべる。慈いつくしむような柔やわらかい笑みだ。これが本当に先ほど戦せん争そう狂きようであることを告白したのと同じ人間か？　夕陽には、〔喪主〕という人間を推おし量はかることは永遠にできないようだ。

　だが、確かなことが一つある。

〔喪主〕は〔墓守〕にチャンスを与えようとしている。

　自分の過去を乗のり越こえ、そして諦観に支配されたこの現在いまを変えるチャンスを。

「……ゴースト９、任にん務む了りよう解かい。貴方の本心は相変わらず読み切れませんが……ですが、そのお心こころ遣づかいには感謝します。ありがとうございます、〔喪主〕」

『どういたしまして』

〔喪主〕が笑う。続けて彼は通信回線を切り替え、他の隊員に向けて一斉発信を行った。

『ゴースト１より各位。みんな、そろそろお仕事の時間だよ。準備はいいかい？』

　他の輸送機に乗っているゴースト２から８の隊員――〔故人〕や〔納のう棺かん師し〕、〔火か葬そう人にん〕が次々に肯こう定ていの言葉を返す。ウィンドウに映る〔喪主〕は満足そうに頷うなずき、

『仕事の内容はいつもと変わらない。敵を全員皆殺しにするだけだ。例外はない。老いも若きも男も女も、誰だれ一人ひとりとして一いつ切さいの差別区別なく平等に殺そう』

　そして〔喪主〕の美声が流れるように紡つむがれ、

『我々は死の代行者。髑髏の化け身しん。築くは屍し山ざん。開くは血けつ河が。しかして我ら』

「葬儀社なり」

　夕陽たち『通称持ち』の八人の隊員が同時に応じた。戦闘前の葬儀社の決まり文句だ。〔喪主〕は満面の笑みを咲かせると、髑髏のマスクを被って宣言した。

『それじゃあ、みんな。――これより葬そう儀ぎを執とり行おこなう。死を始めよう』

　その言葉が合図となり、夕陽を乗せたヒトガタが輸送機から投げ出された。

　浮ふ遊ゆう感も一いつ瞬しゆん、機体が風を切り裂さき降下を開始する。夕陽の視界には、他の輸送機から続々と降下する仲間のヒトガタが見えた。どの機体も漆黒に塗ぬられ、顔面に白いペイントで髑髏の紋もん様ようが描えがかれている。九機の鉄の巨きよ人じんが夜空を覆い、戦場へと急接近していく。

　眼下に、小さな街が見えた。

　赤外線センサに映るその街並みから、猛もう烈れつな火の手が上がっている。街を焼いているのはロシアの陸軍部隊だ。国道のあちこちを歩兵や戦車、ロシア製のヒトガタが闊かつ歩ぽしている。彼らが向ける銃口の先には、逃にげ惑まどう市民の姿があった。

　第三次世界大戦が始まって以来、核の洗礼を受けたヨーロッパはホッブズが裸足はだしで逃げ出すような自然状態へと還かえっている。特に共和圏最大手のロシアの南下は留まるところを知らず、その侵攻速度はとても東欧の小国が足留めできるようなものではなかった。だからこそ、夕陽たち葬儀社にお鉢はちが回ってきたのだ。

　あのどこかに、依頼の家族がいる。

　過去の自分の幻げん影えいがいる。

『全体、コース維い持じ。タイミングに注意。――三、二、一。今』

〔喪主〕の合図と同時、夕陽たちが機体の降下ブースターを噴ふん射しやさせた。迸る推力が降下速度を一気に殺し、機体を滞たい空くうさせる。高高度降下からの低高度噴射。眼下の敵兵たちが、頭上で咲き乱みだれる九つの火か炎えんに気づいた。

『フルファイア』

　撃発。滞空中の夕陽たちが引き鉄を絞り、直下に向けて一いつ斉せい掃そう射しやを行う。上空より降り注ぐ濃密な弾だん幕まくに、敵のヒトガタが蜂はちの巣にされた。無防備な頭上からの奇き襲しゆうを受け、随ずい伴はん歩兵たちが悲鳴をあげながらヒトガタの爆ばく発はつに巻き込まれて千々に吹ふき飛ぶ。

　不意打ちが完全に決まった。降下地点を確保すると、夕陽たちは背中の降下ブースターを切り離し、敵部隊のど真ん中にもかかわらず大だい胆たんな着地を敢かん行こうした。

『ゴースト１、タッチダウン』

　コールサインを名乗り、〔喪主〕がすぐさま機体を疾しつ走そうさせた。そして腰から二丁の拳銃――アンダーバレルに打だ撃げき用のマズルスパイクを装着した攻こう撃げき的てきなフォルムの拳銃を抜き、手前にいた敵のヒトガタに急接近。慌あわてて銃口を向けようとする敵機のライフルをスパイクで打うち払はらい、至近距きよ離りで二七ミリ弾をぶち込んだ。

　轟とどろく銃声。〔喪主〕の放った弾だん丸がんが装そう甲こうの薄うすい関節部を貫かん通つうし、敵機の首元からコクピットまでを一直線に撃ち抜く。たった一撃で最初の獲え物ものを仕留めると、〔喪主〕は更さらに敵部隊に突とつ撃げきした。肉にく迫はくした敵のヒトガタを二丁の拳銃で殴おう打だし、そして接射に近い距離で発はつ砲ぽう。〔喪主〕は友軍への誤射を恐おそれて攻こう撃げきの手を緩ゆるめた敵機に対し、超ちよう至し近きん距きよ離りでの銃撃を繰り出していく。〔喪主〕による近接銃撃により、周囲にいた敵機が瞬く間に大破していった。

「なんですか、その拳銃での攻撃は」

〔喪主〕が今見せた二丁拳銃での戦闘術を指し、夕陽が尋たずねた。

『これかい？　これはね、昨日僕が見ていた古い映画から着想を得た戦闘術だよ。面おも白しろい映画でね、その中に「銃」と日本武術の「型」を組み合わせたすごくかっこいい戦闘術が登場してたんだ。それで僕もやってみたくなって、僕なりに工く夫ふうしてこの技わざを編み出してみたってわけさ。名前は……そうだね、ガン・ストライカー・コンバットとでも名付けようかな』

「はあ」

『それよりも、〔墓守〕。彼らの相手は僕たちがするよ。だから君は自分の任務に集中して』

〔喪主〕が朗ほがらかな笑みで告げる。

『ここは僕に任せて先に行け、って奴さ。幸運を祈いのるよ』

「ゴースト９、了解」

　夕陽は仲間の機体に背を向け、自機を市街地の外れに走らせた。背中に積んでいた無数の小型ドローンを空に飛ばし、内蔵されたカメラで撮さつ影えいを開始。戦域から逃げようとしている民間人や歩道に倒れている負傷者の顔の画像を取得し、機体の電装系がデータベースから救出対象の一家の顔がん紋もんと一いつ致ちする者を高速で検けん索さくする。

　数秒して、二件の該がい当とうを確認。父親と母親の画像が合がつ致ちした。小型ドローンの映像が拡大され、父母の姿を映し出す。

　救出を依頼された一家の両親は、死体となって道路に転がっていた。

「……っ」

　二人の亡骸が、夕陽にとってもはや霞かすみがかった記き憶おくの誰かと重なる。間に合わなかった諦観と無力感が心を侵しん食しよくする。

　しかし夕陽は砕けるほどに奥おく歯ばを噛かみ締しめ、その負の感情を封ふう殺さつした。まだだ。まだ彼らの娘がいる。その娘の安否が確認できるまで諦めることなど許されない。

　画像検索を再開。電装系の限界まで処理速度を押し上げ、この戦場にいる数百人の人々の顔を網羅する。どこだ。どこにいる。頼たのむ、間に合ってくれ――

　ヒットした。

　映像が拡大。表示されたウィンドウの中に、一人の少女の姿があった。金きん髪ぱつに碧へき眼がん。小こ柄がらな体たい躯くに大きな双そう眸ぼう。間違いない。救出対象の娘だ。

　少女は逃げ惑っていた。

　死に物狂いで。恐怖にひきつった形相で。彼かの女じよの背後には、複数の敵歩兵と一機のヒトガタがいた。歩兵たちは自動小銃を構え、ふらつく少女の足元に銃弾を撃ち込んでいる。

　すぐそばに着ちやく弾だんした弾丸に少女が足を縺もつれさせ、顔から道路に転てん倒とうした。歩兵たちはそんな少女の周囲に銃弾を撃ち込みながら、仲間のヒトガタとともに接近している。わざと狙いを外しているのだ。奴らは明らかに少女を甚いた振ぶろうとしている。

　夕陽の両眼に、激げき烈れつな怒りが燃え上がった。

　自機の右みぎ腕うでを頭上に掲げ、夕陽が機体の手首からアンカーを射出した。周囲に乱立するビルの壁へき面めんにその先せん端たんを固定させ、そして跳ちよう躍やく。高速でワイヤーを巻き取り、振ふり子この要領で機体を立体的に機動させることで、夕陽が摩ま天てん楼ろうを飛び回る。

　このアンカーは現行のヒトガタに標ひよう準じゆん搭とう載さいされている武装の一つだ。アンカーは搭とう乗じよう員いんの視線を検知して任意の場所に発射され、四よつ叉またに開いた先端から強力な接せつ着ちやく剤ざいを放出してワイヤーを固定する。接着剤はワイヤーからの通電で簡単に剥はく離りするため、ヒトガタはこのアンカーを自在に操ることで三次元的な機動を行うことができる。夕陽は自機をドローンが撮影した戦域にまで向かわせると、そのまま一気に敵の真上から飛び降りた。

　衝しよう撃げき。機体の着地で道路の舗ほ装そうが砕け散り、同時に三人ほどの敵歩兵が踏ふみ潰されて圧死した。少女を弄もてあそぶのに夢中で、味方からの葬そう儀ぎ社しや襲しゆう来らいの通信さえ聞こえていなかったのだろう。程度の低い連中だ。夕陽は無表情のまま機体の脚あしを無造作に振る。それだけで、足元にいた敵の歩兵が一人残らず肉にく袋ぶくろに変わった。

　敵のヒトガタが奇襲から立ち直り、ヴィブロ・エッジを繰り出してきた。夕陽はその切先を引き抜いたナイフで受け止め、相手の攻撃を防ぐ。高速で振しん動どうする刃やいば同士がぶつかり合い、二機の間で大量の火の粉が飛ぶ。

「っ――ずあ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を発し、夕陽が相手を弾はじき飛ばして転てん倒とうさせた。そして瞬しゆん時じにマウントを奪い、右手のナイフを天高く振り上げると、咆ほう哮こうをあげながら敵機を滅めつ多た刺ざしにした。

　幾いく度ども振り下ろされる切先が装甲を穿うがち、内部フレームを断たち切り、コクピットをずたずたに損そん壊かいする。全身を切り刻まれた敵機は機体の至るところから血潮のように駆く動どう用ナノマシンを滴したたらせ、そのまま沈ちん黙もくした。

　荒あらい息を吐きながら夕陽が横を向く。そこに、両眼から光を消失させて呆ぼう然ぜんとしている少女がいた。血と埃ほこりに塗れた生気の感じられない顔で、夕陽のヒトガタを見上げている。

　その、死んだような眼まな差ざしが。

　理不尽な現実を受け止められず、全すべてを諦めたような表情が。

　あのときの――六年前の自分と重なる。

　夕陽は周囲の安全が確保できたことを確かめると、コクピットを開放した。そして髑どく髏ろのマスクを外して機体を降り、少女に歩み寄る。

「ヒ――ッ」

　弾かれたように少女が悲鳴をあげた。恐怖が戻もどり、夕陽のことを敵だと誤ご認にんしてしまったようだ。少女は腰を抜かしたまま手だけで後あと退ずさりし、背中をビルの壁に打ち付ける。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれは敵じゃない。だから安心して――」

　逃げ場をなくした少女の恐きよう慌こうが頂点に達した。少女は左右に目を走らせ、自分の隣となりに倒れている敵歩兵の死体を見つける。先ほど夕陽がヒトガタで蹴り殺した連中の一人だ。少女の瞳ひとみが、歩兵のコンバットハーネスに結ばれた手しゆ榴りゆう弾だんに向けられている。

「待っ」

　少女が獣けもののような俊しゆん敏びんさで手を伸のばし、手榴弾をもぎ取った。その拍ひよう子しに、安全ピンが弾け飛ぶ。少女の手が手榴弾のレバーを押さえつけたままだったため爆発こそしなかったが、夕陽の背筋に緊張が走る。

「……聞いてくれ。俺の名前は狭間夕陽。君と同じ日本人だ。君を助けに来た。安心してくれ。君を傷つける奴やつらは、俺が全員やっつけたから」

　同じ母国の言葉で話しかけるが、少女の震ふるえは止まらない。しかも最悪なことに、その震えは彼女の指先にまで伝でん播ぱし、手榴弾のレバーの抑よく制せいを危あやうくしていた。ガタガタと震える指先から徐々にレバーが滑すべっていく。まずい。もう駄だ目めだ――

　夕陽が駆けだしたのと、レバーが完全に外れたのは、全くの同時だった。

　少女の手から手榴弾を弾き飛ばし、その身体を抱だいて地面に倒れ込む。直後、爆発。四散した無数の破は片へんが道路やビルに当たって跳はねまわり、夕陽の顔面を滅め茶ちや苦く茶ちやに斬きり裂く。駆け抜ける激痛。しかし夕陽は少女を爆発から完全に庇かばい切った。

　爆発の残ざん響きようが消きえ失うせ、火薬の匂においも霧む散さんする。夕陽は血の噴ふき出でる顔を自分の胸むな元もとに向けると、抱きすくめている少女を見た。宝石のように大きな少女の碧眼が愕がく然ぜんと見開かれた状態で夕陽に向けられている。

「っ……大丈夫。大丈夫だ。もう怖こわくないぞ。よく頑がん張ばったな」

　夕陽は自分にできる最大限の優やさしい声こわ音ねで少女に語りかける。

「名前を教えてくれないか。君の名前だ。俺は、君の名前が知りたい」

　過呼吸に陥おちいりかけていた少女の鼓こ動どうが、少しずつ緩やかになる。顎を震わせていた恐怖が薄れ、その口がかすかに動く。

　そして、少女は名乗った。

「ぁ……朝あさ陽ひ……」

「朝陽か。いい名前だな。俺とお揃そろいだ」

　名乗った少女に、夕陽が笑え顔がおを向ける。彼の顔には数々の裂れつ傷しようが走り、傷口からは止とめ処どなく出血が続いているが、しかしその笑みは少女の心を溶とかすには充じゆう分ぶんだった。

　夕陽は笑みを向けたまま、少女に伝える。

「怖かったな。でも、もう大丈夫だ。お兄ちゃんが、君を守るから」

　少女の顔がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。

　声をあげて少女が泣きじゃくる。その小さな身体を抱きよせ、夕陽は少女の頭を撫なでた。戦場の片かた隅すみで、少女が泣き止むまで抱きしめ続ける。

　こうして夕陽は朝陽と出会い、そして救った。

　しかし、ある意味では救われたのは夕陽自身だったのかもしれない。決して諦めることなく朝陽を救おうとしたことで、夕陽はあの日生気を失ったまま死に抗おうとしなかった幼い無力な自分自身を救ったのだから。

　戦う意味を見出してほしい。〔喪主〕の声が蘇よみがえる。

　その言葉に対する明確な答えは未いまだ返せない。しかし夕陽の両りよう腕うでに感じるこの温ぬくもりが、いつか彼かれにその答えを教えてくれるような、そんな気がする。

　この日初めて、狭間夕陽は与える側の人間になった。




《二一〇〇年：一二月三一日：一七一四時》

　二八周目。次は本格的な戦闘だ。

　夕陽は【旭あさひ】に搭とう乗じようし、夕焼けの差す海上研究施設の屋上に立っていた。機体の足元には大口径の榴りゆう弾だん砲ほう、機関銃、その他多数の重火器が置かれている。全て格納庫から無断で持ち出したものだ。ありったけの装備を用意し、夕陽はその瞬間を待っている。

　屋上にいるのは夕陽の【旭】だけだった。他の職員や研究者、私兵部隊の隊員たちは、既に施し設せつ内ないのシェルターに避難している。この周が始まってすぐに夕陽が実験を中止させ、怒いかれる施し設せつ長ちようを拳銃で脅おどして施設の警報装置を作動させたからだ。施設内で可燃性ガスが漏ろう洩せつしたという偽にせの放送を施設長に行わせると、夕陽は彼を気絶させ、適当に理由をでっちあげて契那たちカイトン粒りゆう子し研究者に預けてきた。

　これで職員たちへの被ひ害がいは最小限に抑おさえられるだろう。下手に協力を得ようとするより、こうして人々を遠ざけたほうがいいと夕陽はこれまでのループで結論付けていた。

　とはいえ、彼はこの周で未み確かく認にん機きを倒たおせるとは思っていない。今回は敵機の戦闘時の動きや癖くせを観察し、奴の戦術を身体に刻み込ませることが目的だった。勝ち負けは二の次だ。

　なに、問題はない。

　負けてもせいぜい死ぬだけだ。

「……来たか」

　西の空に歪みが発生。同じ時間。同じ座標。そろそろ見み飽あきてきた光景だ。これまでのループと同じように歪みが加速度的に大きくなり、その中央に黒い燐りん光こうが収束する。

　そして次の瞬間、漆黒の粒子が爆発した。夕陽は真っすぐに頭上を見み据すえたまま、榴弾砲と機関銃を両手に保持して腰こしだめに構える。

　視線の先に、敵影が見えた。

「――死ね」

　怨えん嗟さの言葉とともに両腕の火か砲ほうが火を噴く。右手の榴りゆう弾だん砲ほうからは鼓こ膜まくを破くような砲ほう声せいが轟き、反対の手に持つ機関銃は弾帯ベルトに繋つながれた全弾を一気に吐はき散らす。出し惜おしみなどしない。左右の引き鉄を絞り続け、今ここにある全ての弾だん薬やくを叩き込む。

「死ねっ。死ね……！　地獄に堕おちろ……ッ！」

　夕陽の両眼が、どす黒く濁にごっている。

　こちらの不意打ちをまともに食らい、赤い空に幾いくつもの火炎が咲き誇った。全弾命中。七〇ミリの榴弾と毎分一〇〇〇発の速度で放たれる二〇ミリ弾。たとえ敵が時間加速を使えても、現れた瞬間に砲ほう弾だんを撃ち込まれれば逃のがれる術などないだろう。これで少しは――

　重力に引かれ、爆煙の中から敵のヒトガタが落ちてきた。未確認機は所々が焼やけ焦こげたボロ布をはためかせ、施設の屋上に着地する。

　無傷だった。

「っ……」

　絶句する。あれだけの集しゆう中ちゆう砲ほう火かを浴びながら、未確認機は無傷で【旭】の正面に立っていた。馬ば鹿かな。今の砲撃は戦車の上面なら貫通できる火力だったんだぞ。にもかかわらず、無傷だと？　回かい避ひしたわけでもなく、真正面から食らっておいて、碌ろくな損傷もないだと？

　ありえない。

　そんな機体など、この世界のどこを探してもあるわけがない。

「チィ――！」

　舌打ちをこぼして【旭】を真横に跳躍させた瞬間、直前まで【旭】のコクピットがあった空間を敵てき弾だんが薙なぎ払った。夕陽は【旭】の姿勢を巧たくみに制せい御ぎよし、側転のように屋上を跳ねて未確認機の射線を回避する。

　攻こう守しゆが入れ替わる。未確認機が時間加速を発動。その機き影えいが刹せつ那なのうちに掻かき消え、肉眼では追い切れないほどの速度で【旭】に襲おそい掛かかる。

　夕陽も同時に粒りゆう子し加か速そく増ぞう幅ふく器きを起動し、ＡＸＬシステムを発動。機体の関節から赤い燐光が輝き、頭部の発光パターンが二つ眼に変化する。加速した時間軸じく上に【旭】が乗ると、光学センサが敵の姿を捉とらえた。加速空間の中に移動した二機が激げき突とつ。互たがいに突つき出したヴィブロ・エッジが紙一重で装甲を削けずりあい、斬り飛ばされた破片が加速空間を離はなれて空中で静止する。

　ナイフを使った斬撃戦。互いの刃が間近で唸うなり、死を連れた二つの斬線が交こう錯さく。眼にも留まらぬ速さで白はく刃じんが煌き、【旭】と未確認機の装甲に無数の亀き裂れつを作り出す。

　夕陽は辛かろうじて敵機のナイフを捌さばき続けた。未確認機の斬撃は鋭いが、しかし決してかわせないほどではない。夕陽は冷静に未確認機の動きに追従し、ヴィブロ・エッジの軌き道どうを読み、次に繰くり出される攻撃を予測する。

　見切った。ここだ――

「ッだ！」

【旭】が未確認機の右手を蹴り上げた。その手に握にぎられていたナイフが跳ね上がり、中空に飛ぶ。好機。夕陽は武装を失った敵機との距離を詰つめ、一気に畳たたみかけようとする。

　瞬間、未確認機が腰のホルスターに手を伸ばし、拳銃を引き抜いた。

　夕陽の突き出した切先は、敵の拳銃のグリップで容易たやすく逸そらされた。更に未確認機が拳銃のアンダーバレルに取り付けられたマズルスパイクで打撃を繰り出し、【旭】の右手を痛烈に殴打してナイフを弾き飛ばす。そして未確認機は、バランスを崩くずした【旭】の首元の関節に拳銃の銃じゆう口こうを突きつけた。

「ぅ――おおおおおお！」

　背筋を貫つらぬいた恐きよう怖ふに本能が突き動かされ、夕陽は強ごう引いんに機体の首を捻ひねった。直後、撃発された二七ミリ弾が【旭】の首筋を斬り裂く。

　間かん一いつ髪ぱつで回避に成功。夕陽が反はん撃げきの左フックを放つ。しかし未確認機はその拳こぶしをあっさりとかわし、またもこちらに打撃と銃撃を叩たたき込んできた。両者の装甲が触ふれ合あうほどの距離で格かく闘とう戦せんが行われ、その最中に銃じゆう弾だんが連射される。狙ねらい撃うつ先は全て【旭】の関節部。敵の銃撃が一メートルと離れていない至近距離で行われるため、その弾丸は未確認機を包む加速空間の外に出ることなく本来の弾速を有したまま【旭】に襲しゆう来らいした。黒い燐光を散らす未確認機の打撃と銃撃に追い立てられ、夕陽が死に物狂いで回避機動を取る。

　夕陽には、格かく闘とうと拳銃を融ゆう合ごうさせたこの近接戦闘術に見覚えがあった。

　ＧＳＣ――ガン・ストライカー・コンバットだ。

　この特とく殊しゆな戦闘術は、葬儀社の隊長である〔喪も主しゆ〕が考案したものだ。閉所や屋内での咄とつ嗟さの遭そう遇ぐう戦せんに対応できるよう、近接戦闘用のスパイクやハンマーを装着した拳銃を打撃にも用いることで、銃じゆう撃げき戦せんに格闘の概がい念ねんを組み込んだ戦闘テクニック。それがＧＳＣだ。二周目の夕陽が警備員や五人衆に使った、葬儀社にのみ伝わる戦闘術である。

　それを、この未確認機も使っている。

　言葉を失う。だが夕陽が驚きよう愕がくしているのは、単にこの戦闘術を敵が知っているからではない。彼が驚おどろいているのは、敵がＧＳＣをヒトガタに乗った状態で使っているからだ。

【旭】を始めとした比ひ較かく的てき新しい機種のヒトガタには、スマートアーマーと呼ばれる装甲が用いられている。これは、装甲を構成する防ぼう御ぎよ用ナノマシンが敵の銃じゆう撃げきを検知することでその形状を微び細さいに変化させた上、被ひ弾だん時に周囲のナノマシンに衝撃を吸収分散させて敵弾の貫通を防ぐという代しろ物ものだ。正面装甲は特に頑がん強きようで、ヒトガタが標準的に使用する三六ミリライフルの銃撃にもある程度耐えることができるほどの耐たい弾だん性せい能のうを有している。

　そのため、通常口径のライフル弾で現行のヒトガタの正面装甲を破るのは難しい。ヒトガタを撃げき破はしようとするならば、先ほど夕陽が行ったように大口径の砲弾で集中砲火を行うか、装甲の薄い側面や背後、あるいは頭上から攻撃をしかけるのがセオリーだった。

　しかしそんなヒトガタには一つだけ、一いち撃げきで大破に追い込まれる弱点がある。

　関節だ。構造上、機体の内部フレーム同士を繋ぐ関節は殆ど装甲で覆おおうことができない。そのため、関節への被弾はたった一撃でもヒトガタにとって致ち命めい傷しようとなるのだ。

　だが、この関節への射しや撃げきは困難を極きわめる。高い運動性を有するヒトガタ同士の戦いで常に動き回る関節だけを狙うには、並外れた射撃精度と反射速度が必ひつ須すだからだ。

　だというのに、目の前の未確認機はＧＳＣで【旭】に迫せまり、各部の関節を銃撃してくる。その照準はどれも極めて精確だった。どこに着弾してもある程度のダメージが見込める生身の戦いならば夕陽もこの戦せん闘とう術じゆつを使いこなせるが、ヒトガタに乗った状態では、常時高速で動く敵機の関節部だけを狙い撃つなどという神かみ業わざは到底不可能だった。

　夕陽の知る限り、ヒトガタでこのＧＳＣを使いこなせた人間は二人しか存在しない。

　一人は考案者である〔喪主〕。そしてもう一人は――

「朝陽……」

　敵弾が【旭】を捉え、コクピットを貫通する直前に夕陽が呟つぶやいたのは、妹の名前。

【旭】の首から撃ち込まれた弾丸は、彼を消し飛ばして機体の反対側へ突き抜ぬけていった。




《二年前　二〇九八年：一一月四日：一八〇八時》

「前から思ってたけどさー、お兄ちゃんって身体に傷きず痕あとを残すのが趣しゆ味みなの？　だとしたら相当レベルの高いマゾだよね」

「そんなわけあるか。……つっ」

「あー、もうほら動かない。可か愛わいい妹が治ち療りようしてあげてるんだから、少しじっとしてて」

　痛みに顔をしかめた夕陽に小言を言いながら、朝陽が医い療りようキットを取り出す。

　日本最さい北ほく端たんの巨きよ大だいな島、神威かむい島じま。その前線基地の中にある医務室に、狭はざ間ま兄きよう妹だいの姿があった。半はん裸らでベッドに腰こし掛かける夕陽の上半身には、幾つもの裂傷や火傷やけど、内出血で青黒く染まった打だ撲ぼく痕こんが見えている。

　その傷はどれも、つい数時間前まで行われていた戦闘で負ったものだった。戦闘自体は小規模な小こ競ぜり合あいで終わったものの、今回は歩兵として偵てい察さつ任務を任せられていた夕陽は、海上にいた敵ヒトガタからの流れ弾を受けて負傷した。草地に埋まい伏ふくしていた彼の傍に三六ミリ弾が着弾し、飛んできた破片で全身をなます切りにされたのだ。幸い命に別状こそなかったが、おかげで夕陽の身体はこのありさまだった。

「うわあ、いたそー。全身縫ぬい目めだらけで雑ぞう巾きんみたい。ほんともう、心臓に悪いからあんまり無む茶ちやしないでよね。お兄ちゃんのこんな傷だらけな姿とか、私見たくなしいし」

「兵士は傷つくのも仕事だ。俺とて痛いのは嫌いやだが、負傷のない戦いなどありえんだろう」

　そこで夕陽は冗談めかすように肩かたを竦すくめ、

「安心しろ。この程度の傷などなんともない。俺の筋肉を見ろ。この鋼の肉体があれば、三六ミリの一発や二発――」

「茶ちや化かさないでよ。私、本気で心配してるんだから」

　朝陽が夕陽を遮さえぎった。その声音の真しん剣けんさに、夕陽の言葉が喉のど元もとで止まる。

　碧あおく輝く朝陽の瞳が、かすかに潤うるみを帯びて夕陽を見つめている。そして彼女から伸ばされた手が夕陽の顔に触れ、そこに走る大きな傷痕をそっと撫でる。

「ただでさえ、私のせいでこんな傷が残っちゃったんだからさ」

「……お前のせいだなんて思っていないよ。この傷は俺の誇ほこりだ。お前を守ることができた証あかしなんだから」

　朝陽の細い手を掴つかみ、夕陽が首を振る。

　あの東とう欧おうでの戦いから、三年が過ぎた。

　その三年のうちに、朝陽はかつての夕陽と同じように葬そう儀ぎ社しやの傭よう兵へいになっていた。それも、ヒトガタの搭乗員としては〔喪主〕に次ぐほどの実力者に。

　あの東欧での戦いで救出された後も、朝陽は葬儀社に残り続けた。夕陽と違ちがって何度も日本へ帰るチャンスはあったにもかかわらず、彼女は夕陽の傍を離れようとしなかったのだ。救出の後もしばらく夕陽が朝陽の面めん倒どうを見ていたため、両親を喪うしなった彼女にとって夕陽だけが心を許せる唯ゆい一いつの存在になっていたからだ。

　三年前の朝陽は、重度の心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤを発はつ症しようしていた。事あるごとにあのときの恐怖がフラッシュバックし、そのたびにパニックに陥っていた。そんな朝陽を、夕陽は献けん身しん的てきに支え続けた。朝陽の恐怖を理解し、唐とう突とつに泣き出す彼女を抱きしめ、決して諦あきらめることも見捨てることもせず傍に寄より添そい続けた。過去に同じ境きよう遇ぐうを経験したことのある夕陽だからこそ、朝陽の心を癒いやすことができたのだ。

　そうして月日が流れ、朝陽は少しずつ回復していった。長い道のりではあったが、今ではこうして普ふ通つうに会話ができるようにもなっている。どこにでもいる、笑顔が可愛らしい当たり前の少女のように。

　そんな日々の中で、いつしか朝陽は夕陽のことを本当の家族のように慕したうようになっていた。それが父母を亡なくしたことによる代だい償しよう行こう為いであることはわかってはいたが、夕陽自身もそんな彼女を実の妹のように可愛がった。これまでひたすら戦いの中に身を置いてきた夕陽にとっても、朝陽の存在は彼の心の拠より所どころとなっていたからだ。たとえ疑ぎ似じ的てきなものだったとしても、今の二人にとってはそれぞれが掛け替えのない存在になっていた。

　諦てい観かんに支配されていたあの日の夕陽はもういない。

　朝陽と過ごすうちに、夕陽は自分が戦う意味を知った。

　守るべきものができた今ならば、〔喪主〕の言葉にもはっきりと答えを返せるだろう。

　しかしそんな夕陽の想おもいこそが、朝陽の不安を煽あおる要因になっている。

「この傷が誇りだなんて。またそんな風にかっこつけて」

　朝陽が悲しそうに目じりを下げ、

「お兄ちゃんが私を大事にしてくれてるのはわかるよ。それはすごく嬉うれしい。でも、そのせいでお兄ちゃんが傷つくのは、ちっとも嬉しくないよ」

「……妹を守るのは、兄の役目だからな。たとえ血が繋がっていなくても、兄とはそういうものだ」

「お兄ちゃん、私より弱いじゃん」

「ぐ……っ。ひ、ヒトガタでの戦闘ではそうかもしれん。だが、それ以外の分野ではまだまだ俺に一日の長があるだろう。兵士の優ゆう劣れつを決めるのは、なにもヒトガタの操縦技術だけではない。偵察や偽ぎ装そう、潜せん入にゆう工こう作さくに陣じん地ち構こう築ちく、作戦立案など、兵士に求められる能力は幅はば広ひろく多た岐きにわたり――」

「だから、自分一人で何でもできるようになろうとしてるの？」

　朝陽が口を挟はさんだ。その瞳は、やはり悲しげに揺ゆれている。

「そういうの、すごく寂さびしいよ。お兄ちゃんが私を気き遣づかってくれてるのはわかってる。お兄ちゃんが私のために努力してくれてるのもわかってる。さっきも言ったけど、それはすごく嬉しい。でも、寂しくもあるんだよ。寂しいし、悲しい。だってそれって、お兄ちゃんは私のことを頼たよってくれなくて、自分一人で全部抱かかえ込もうとしてるってことでしょ？」

「そ……」

　そんなことはない。そう言いかけて、しかし言いかけただけで終わった。

　夕陽は決して朝陽を信しん頼らいしていないわけではない。むしろヒトガタの操縦技術に関して言えば、朝陽は自分などとは比べ物にならないほどの天てん賦ぷの才を有している。だからこそ夕陽はそんな妹の隣に並ぶ男になるため、積めるだけの努力を積み、払えるだけの犠ぎ牲せいを払った。朝陽の存在こそが、今の夕陽の戦う理由だからだ。

　しかしその覚かく悟ごが、かえって朝陽への信頼を欠いている。自分一人で全てを背負おうとするのは、裏を返せば周囲の誰だれをも頼ろうとしていないのと同じことだ。夕陽自身にそんなつもりは毛頭なくとも、朝陽のためと言って――『妹』を理由に使って様々な無茶を通そうとしている夕陽は、朝陽本人からすればそういう風に見えてしまうのかもしれない。

「お兄ちゃんはさ、もっと周りの人を頼るべきだよ。隊長の〔喪主〕さんとか、オカマの〔死し化げし粧よう師し〕さんとか……私とかさ」

　そう言って、部隊で〔死神〕と呼ばれる少女は笑った。その通り名に反し、彼女が向けた笑顔は温かく、慈じ愛あいに満ちたものだった。

「私の『兄』だからって、何でも一人で背負うことなんてない。これまで、私のできないことはお兄ちゃんがしてくれた。だから今度は、私がお兄ちゃんのできないことをやるよ。どっちかが一方的に助けるんじゃない。お互いを助け合うのが、兄きよう妹だいってやつでしょ？」

　だからさ――と、朝陽が笑みを深くする。

「お兄ちゃんが辛つらいときは、辛いって言ってくれていいんだよ」




《二一〇〇年：一二月三一日：一四五二時》

　その後、夕陽はあの未確認機に一一回殺された。

　四〇周目の今回も、夕陽は【旭】のコクピットで目覚めた。溜ため息いきをつき、操縦席に深く背を預け、これまでの戦闘で得られた発見や教訓を思い返して未確認機の攻こう略りやく方法を探さぐる。ループのたびにやってきたイメージトレーニングだ。自分の死を糧かてにすることで敵の情報を集め、次の周へと繋げる。

　しかし、今回のイメージトレーニングはうまくいかなかった。集中力が維持できず、思考が乱れる。今の夕ゆう陽ひは冷静さを欠き、心中に強い焦しよう燥そうを宿していた。

　彼が焦あせっている理由ははっきりしている。

　夕陽に残された時間が、徐じよ々じよに少なくなってきているからだ。

『……あの、狭はざ間まさん？　まだ実験の最中なんですけど……どうかされましたか？』

　ウィンドウに映る契那が怪け訝げんそうな顔をして言った。

　目覚めた夕陽は、格納庫ではなく施設の屋上にいた。上空を漂ただようドローン群が、模も擬ぎ戦せん用のライフルを持ったまま突とつ如じよ立ち止まった【旭】を見下ろしている。

　夕陽は僅わずかな間を置くと、無表情のまま淡たん々たんと答えた。

「……失礼、鴛おし鴦どり博士。【旭】の粒子加速増幅器の出力が低下してきました。時間加速の発動により負ふ荷かがかかったようです。少し実験を中断し、機体を点検させてください」

『あ、わかりました。それでしたら一度休きゆう憩けいにしましょう。格納庫に戻ってきてください』

　そう言うと、契那からの通信が途と絶だえた。嘘うその報告を終えた夕陽は再び重く息を吐き出し、足元に視線を落とす。

　ループの間かん隔かくが、短くなっている。

　これこそが、目下夕陽を苛さいなんでいる問題だった。

　二周目――最初の死から目覚めたとき、夕陽は実験開始前の格納庫にいた。にもかかわらず、今目覚めてみると既すでに実験は開始され夕陽は屋上に立っている。

　死ぬたびに、夕陽の『ロードポイント』が進んでいる。

　時計が指す時刻から見ても間ま違ちがいない。三周目、四周目と目覚めたときから、契那の『通信チェック』の問いかけが始まるポイントは徐々に早くなっていた。そして四〇周にわたるループを行った結果、今では夕陽の覚かく醒せいはこの時間にまで進んでしまっていた。

　夕陽の記憶がループしているのは、彼の脳に宿っているカイトン粒子が原因だ。一周目で暴走した粒子加速増幅器が破は壊かいされたことで、夕陽の記憶情報を帯びた超ちよう高こう濃のう度どのカイトン粒子が様々な時空に飛び散り、それが過去の――一周目の夕陽の脳に干かん渉しよう。これにより夕陽は未来の記憶を引ひき継つぐようになった。そして死ぬたびに一周目から引き継いでいるカイトン粒子が拡散し、タイムリープを引き起こす。

　実験が行われる数日前、契那から聞いた講義によれば、カイトン粒子は無む作さく為いに時空を飛び交かうのではなく、『より記憶の結びつきが強い時間軸に干渉する』という性質があるらしい。例えば、Ａという世界に住む夕陽のカイトン粒子が拡散した場合、その粒子はＡ世界の夕陽と似た人生を送り、近しい記憶を持ったＢという並行世界の夕陽には干渉しやすいが、全く異なる人生を送ったＣ世界には届きにくい、という具合だ。

　それゆえ、夕陽の一周目の記憶情報を根源とする超ちよう高こう濃のう度ど粒りゆう子しは、死亡した際のそれぞれのループの時間軸――一周目から分ぶん岐きした時間軸の過去には干渉せず、本来辿たどるはずだった時間軸である一周目により強く干渉するのだ。だからこそ夕陽のループは、直前のループにおける過去ではなく常に一周目の時間軸で始まるというわけだ。

　しかし、カイトン粒子が『粒子』という存在である以上、濃度がある。初めは超高濃度だったカイトン粒子だが、ループのたびにその濃度が薄くなってきているのだ。故ゆえに最初こそはカイトン粒子も実験開始前の格納庫まで届いていたが、幾度ものループを繰り返すことで徐々に濃度が薄まり、それに比例して過去に届く距離が減げん衰すいしているのだと推測される。これが、ループの間隔が短くなっている原因だ。

　つまり――

「……いずれ失われるということか。このループ能力は」

　未確認機の出現時刻は一七一九時。二周目の時点で、夕陽に残された時間は僅か三時間半だった。だというのに今では残り二時間ほどだ。ただでさえ限られた時間しかなかったのに、それすら残り僅かになっている。

　もう一度粒子加速増幅器を暴走させれば、あるいはループの起点を二周目の時刻にまで戻せるかもしれない。だが、このループ能力の獲かく得とくは偶ぐう然ぜんによるところが非常に大きい。契那も言っていたではないか。装置が暴走すれば、どんな結果が訪おとずれるかわからない。加速空間から帰ってこれなかったり、時間軸を移動しすぎて並行世界に飛んでしまったりする可能性があると。もう一度装置を暴走させてみても同じ結果が得られるか確証がない以上、危険な賭かけに出るわけにはいかなかった。仮に試ためすとしても、それはループの間隔がどうしようもなく短くなってからの最終手段だ。

　だからこそ、夕陽は焦り始めていた。

　未確認機への復ふく讐しゆうを誓ちかってから夕陽は一人孤こ独どくな戦いを続けてきたが、それもそろそろ限界を迎むかえつつあるようだ。

　夕陽がもし誰かに協力を乞こうとしたら、その候補は一人しかいない。

　夕陽の話を疑うことなく受け入れ、そして夕陽を信頼してくれる人物。そんな人間など、この海上研究施設には一人しかいない。

　だが――

　思い出す。火ひ達だる磨まになった彼女を。夕陽のせいで生きながら焼かれるという途と轍てつもない苦痛を味わい、そして夕陽自身の手で息の根を止められた少女のことを。

　夕陽は未確認機との本格的な戦闘を開始してから、可能な限り契那を戦いから遠ざけてきた。彼女に残ざん酷こくな死を招いたことへの強い負い目と後こう悔かいがあったからだ。可能ならば、夕陽はこれからも契那を未確認機との戦いに関かかわらせたくない。それが彼女を守ることにも繋がるはずだ。

　しかしこのままでは、未確認機に勝てるかどうかはわからない。

　――お兄ちゃんはさ、もっと周りの人を頼るべきだよ。

　朝陽の言葉が蘇る。

　――何でも一人で背負うことなんてない。

　――お兄ちゃんが辛いときは、辛いって言ってくれていいんだよ。

　朝陽の笑顔が蘇る。もう二度と見ることのできない笑顔が。

　契那を巻き込みたくない。その気持ちは今でも変わらない。

　だが、朝陽は言っていた。何でも一人で抱え込むことはないのだと。自分一人で全てを背負おうとするのは、仲間を頼っていないことの裏返しであるのだと。

　今の夕陽を見れば、朝陽は彼を叱しかるだろう。

　ぷんぷんと怒おこりながら、しかしどこか寂しそうに、もっと私や他の誰かに助けを求めてほしいと、そう諭さとすだろう。

　――過去を変えても未来を変えることはできないのかもしれません。ですが、今を変えることで未来を変えることはできるんです。

　次に蘇ったのは契那の言葉だった。

　契那を巻き込むのは怖い。また彼女の死を見るのは恐おそろしい。

　だがそれ以上に、契那を救うこともできずこのループが終わるほうが、よほど耐たえ難がたい。

　ならば、お前がしなければならないことは、決まっているはずだ。

「……いつも、お前には助けられてばかりだな、朝陽」

　コクピットの中でそう呟いた夕陽の口元には、自じ嘲ちようの笑えみがあった。




《二一〇〇年：一二月三一日：一五〇七時》

「あのぅ、狭間さん。大事なお話って何ですか？」

【旭】のコクピットを覗のぞき込みながら、契那がそう尋たずねてきた。

　四三周目。覚醒後、今回のループも屋上にいる状態から始まったことを知覚した夕陽は、すぐさま機体の不調を訴うつたえて実験の中止を要求した。研究者の中にはその嘘の報告に疑問を持った者もいたようだが、夕陽は何食わぬ顔で格納庫へと戻ってきた。そして通信で、今すぐ話したいことがあると言って契那を呼び出していた。

　夕陽は力なく操縦席に座すわったまま、眼前の契那に言った。

「……ご足労をおかけして申し訳ありません。それと、急に実験を中止してしまったことも謝罪させてください」

「いえ、別に構いませんよ。実験なんて後で幾らでもできますから。……よいしょ、っと」

　そう言うと、契那は【旭】のコクピットの中へと入ってきた。これからする話を他者に聞かれないよう、夕陽が機体を閉へい鎖さ。狭せまい空間の中で、夕陽と契那が向かい合う。

「ところで……狭間さん、大丈夫ですか？」

「え……？」

「何だか狭間さん、すごく悲しそうなお顔をされてます。だから、何かあったのかなって」

　心配そうに契那が言う。その声音は、心底から夕陽のことを案じているようだった。

　その無む償しようの優しさに、夕陽の胸がぐっと詰まる。

「そう……ですね。少し、辛いことがありまして」

「もしかしてそれは、これから狭間さんがされるお話と関係のあることですか？」

　こちらの心中を見み抜ぬいたように契那が言った。聡さとい少女だ。

「はい。……ただ、お呼びしておいてなんですが、自分がこれからするのは非常に突とつ拍ぴよう子しもない話になります。ですので、一度で鴛鴦博士に理解していただけるかわかりません。ですが自分がこれから話すのは、全て嘘うそ偽いつわりのない真実であると誓います。荒こう唐とう無む稽けいな話に聞こえるかもしれませんが、どうかお付き合いください」

「……わかりました。話してください」

　夕陽の声音から伝わるただならぬ雰ふん囲い気きに、契那が居住まいを正した。真剣な瞳でこちらを見つめ、話が始まるのをじっと待っている。

　とてもいい娘こだ――夕陽は思った。一方的な呼び出しにも嫌な顔一つせず応じてくれた上に、契那は夕陽のことを心から心配してくれている。

　だから夕陽は、その優しさに応こたえなければならない。

「自分は今日、四二回の死を経験しました」

　夕陽は元来、口が上う手まいほうではない。契那への協力の要よう請せいを決意した四〇周目から直前の四二周目までをスムーズな事情説明の予行演習に充あてていたが、それでも夕陽の説明はどうしても所々たどたどしい部分があった。しかし契那は一つも口を挟まず、夕陽の視線を真っ向から見据え、こちらの話に黙だまって耳を傾かたむけ続けてくれた。

「――以上が、自分の見た全てです」

　ようやく話し終えた。契那は夕陽が座っている操縦席の正面に腰を下ろしたまま、顎あごに手を当てて沈ちん思ししている。

　夕陽の説明を充分に咀そ嚼しやくし終えたのか、しばらくして契那が顔を上げた。

「お話はわかりました。記き憶おくのループ現象……タイムリープ。そして、【旭】と同じ時間加速を発動する、謎なぞのヒトガタ。確かに突拍子もない話ですね」

「自分もそう思います。ですので、自分がループしているという証しよう拠こをお見せしましょう」

「証拠？」

「はい。そうですね、まずは……」

　夕陽がしばし虚こ空くうに視線を投げ、

「鴛鴦博士。貴あな女たには最近、気になっている男性がいますね？」

「へあっ!?」

　契那が聞いたこともない声をあげた。しかし夕陽は構わず続け、

「しかもその意中のお相手は、この施設でともに働く人間の一人なのだとか。相手の方は非常に紳しん士し的てきな人物で、鴛鴦博士はその方と出会ってからというもの、気づけば眼で追うようになっている。貴女にとっては、初はつ恋こいの相手だと聞きました」

「ななななななん、なななんでそそそそそそれを……！」

「直前のループで鴛鴦博士からお聞きしました。あれは、自分が体調を崩したと偽いつわって医務室に入ったときのことです。博士はそんな自分を心配してわざわざ看病に来てくださり、そこで雑談を交わすうちにそのような話の流れになりました。そのときの博士は非常に恥はずかしがっておられたので、流石さすがにその方のお名前まではお聞きできませんでしたが」

「そりゃ言えませんよぉ……っ！」

　契那が赤せき褐かつ色しよくの肌はだを更さらに赤くして俯うつむいた。とはいえ、この程度の証拠ではまだ不ふ充じゆう分ぶんだろう。夕陽は続けて、これまでのループで得た、本来なら契那しか知らない情報を話した。

「それと、鴛鴦博士の身体の数か所には、ボディペイントのような紋もん様ようが浮うき出ておられますね。何でも、過去に鴛鴦博士に注入された特殊なナノマシンの影えい響きようなのだとか」

「そ、そんなことまでご存ぞんじなんですか……」

　赤面したまま契那が自分の肩を抱く。皇和重工のデザインチャイルドである契那には、人工的に生成された肉体を維い持じするためのナノマシンが注入されており、その影響で彼かの女じよの身体には特有の紋様が現れている。これもループの中で手に入れた情報だ。

「え、っと……」

　契那が恥ずかしそうにもじもじと腰をくねらせ、

「その……狭間さんは、私の身体の紋様をご覧になられたってことですか？」

「はい。とはいえ、流石に博士自らが服を捲まくってお見せになられたわけではありませんが」

「じ、じゃあ一体どうやって」

　契那が狼ろう狽ばいする。

　そんな彼女に、夕陽は打ち明けた。全身の勇気を振ふり絞しぼって。

「一六周目のループで、鴛鴦博士の遺体を検分した際に発見しました。ループ能力を情報収集のために利用し、貴女を見殺しにしていたときのことです」

「…………」

「……申し訳、ありません」

　今度は夕陽が俯いた。砕くだけるほどに拳を握り、深く頭を垂たれる。

　心中に巣くう罪悪感を吐と露ろするように、夕陽は続けた。

「自分は……これまで何十回もの今日を繰り返しておきながら、鴛鴦博士をただの一度もお救いすることができませんでした。それどころか、敵の動向や行動パターンを探るために貴女の死を利用したこともあります。自分は……貴女を数えきれないほど見殺しにしました。未確認機から逃にげ惑まどう鴛鴦博士に手を差さし伸のべることさえせず、貴女がどのように殺されるのかを冷れい徹てつに観測し続けました。それが最終的に奴やつを倒すことに繋がるのだと、必死に自分を納なつ得とくさせて……」

　夕陽がしている話は、この契那には身に覚えのないことだ。彼の体験談は、全すべてこの時間軸における未来で起こったことだからだ。そのため現時点の契那からすれば、夕陽が告白している罪はどれも実感を伴ともなわないものだろう。

　だがそれでも、夕陽はこの罪悪感から顔を背そむけられるほど恥はじ知しらずな人間ではなかった。

「いえ、それだけではありません。自分は……自分は三周目のとき、未確認機の襲しゆう撃げきにより重傷を負い苦しんでいた貴女を、こ……この手で……っ」

　それ以上は、言葉にならない。

　夕陽の右手には、あのときの感かん触しよくが今も生々しく残っている。契那から発せられた絶ぜつ叫きようが、今も夕陽の骨に刻まれている。

「っ……全ては、自分の無力が招いたことです。自分はどうしようもない弱者でした。深くお詫わびいたします。この罪は、必ずあの未確認機への復讐を果たすことで――」

　そこまで言った夕陽の言葉が、不意に止まった。

　彼の唇くちびるが、とても柔やわらかいものに塞ふさがれたからだ。

「よしよし。もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　鴛鴦契那が、狭はざ間ま夕ゆう陽ひの頭を自分の胸に抱だき寄せていた。

「な…………なに、を」

「……罪だなんて。そんな風に自分を責めないであげてください」

　契那が夕陽の耳元で優やさしく囁ささやき、

「ずっと一人で戦ってきたんですよね。ずっと一人で頑がん張ばってきたんですよね。だから狭間さんが……夕陽さんが自分のことをまるで悪い人みたいに言う必要なんてないんです。だって私は、夕陽さんがとってもいい人だってことを知っていますから」

　慈いつくしむように夕陽を抱きながら、契那の小さな掌てのひらが彼かれの頭を優しく撫なでる。

「むしろ、謝あやまらないといけないのは私のほうです。夕陽さんがこんなに苦しんでいるのに、私は少しも気づくことができませんでした。本当にごめんなさい」

「そ……そんな、鴛鴦博士が謝ることなどっ」

「じゃあ、夕陽さんが自分を責めるのもやめてください。私は、夕陽さんのことを責めるつもりなんて全くありませんから」

　契那が自分の胸に顔を埋うずめる夕陽を見る。

　そして顔を近づけ、こつん、と互いの額が僅かに触れ合う。

「私にループのことを説明するだけなら、夕陽さんは私を見殺しにしたことまで説明する必要なんてなかったはずです。私には、ループの記憶はないんですから。夕陽さんが私にしたこと……罪だと感じられていることを打ち明けなかったとしても、誰にも責められることはないはずです」

「…………」

「なのに夕陽さんは、それを正直に打ち明けられました。黙っていればばれないことだったのに、自分のしたことから逃げず、私に真実を話してくれました。だから、私は夕陽さんを責めたりしません。悪い人だとも思いません。だって……夕陽さんは私のために、たった一人でこんなに傷ついてきたんですから」

　そう言って、契那がにぱっと笑ってみせる。

　花が咲さいたようなその笑みが、押おし潰つぶされかけていた夕陽の心を包み込む。

「私を頼ってくれて、嬉しいです。正直に話してくれて、嬉しいです。すごく勇気がいることだったはずなのに、すごく怖こわかったはずなのに、それでも夕陽さんは私に真しん摯しでいてくれました。夕陽さんは、ご自分が思っているような弱い人間なんかじゃありません。夕陽さんはとっても優しい人で、とっても強い人です。私が保証しちゃいます」

　そして彼女は、えへへ、と照れくさそうに頬ほおを赤らめ、

「辛かったでしょう。一人でよく頑張りましたね。だけど、もう大丈夫です。だって、これから夕陽さんの傍には、私がいますから。私も、夕陽さんと一いつ緒しよに戦いますから」

　その言葉が。

　彼女が紡つむいでくれた、その想いが。

　いったい、どれほど夕陽の救いになっただろうか。

　込み上げてくる涙なみだを必死にこらえる。駄だ目めだ。泣くのはまだ早い。まだ何も終わっていないのだ。涙は、本当の意味で契那を救うことができたときに取っておこう。

　それでも、決けつ壊かいしそうになる涙るい腺せんを必死に堰せき止とめるのは、酷ひどく苦労した。

　契那が再び夕陽の頭を抱きしめる。夕陽はただ、その温ぬくもりに身を任せる。

　狭せま苦くるしいコクピットの中で、夕陽は子どものように契那に縋すがり付ついていた。







第四章　リターナー







《二一〇〇年：一二月三一日：一六二八時》

「よし、っと」

　契けい那なが携けい帯たい端たん末まつを叩き終わり、溜息をついた。施し設せつ一四階の管制室のコンピューターから端たん末まつのケーブルを抜き取り、背後に立つ夕ゆう陽ひを振り向く。

「防衛システムの一部を乗っ取りました。これで、施設の屋上に備え付けられている機き関かん砲ほう台だいは私のコントロール下に置かれます」

「こうも簡単に……お見事です」

「いえ、それほどでも。だけど幾いくら事情があるとはいえ、もし施し設せつ長ちようたちに施設をハッキングしたことがばれちゃったら大目玉ですね。私、なんだか悪い子になった気分です」

　ペロ、と舌を出し、契那が口元を綻ほころばせる。

　夕陽から全ての事情を説明された契那は、彼に協力して未み確かく認にん機き迎げい撃げきのための準備を進めていた。

　施設の廊ろう下かには既に職員たちの姿はない。契那が自前の端末を使い、施設の警けい備び網もうに電子的に侵しん入にゆうして警報を作動させたからだ。夕陽がこれまでのループで行ったのと同じ『可燃性ガス漏ろう洩せつ』という偽にせの警報で職員を誘ゆう導どうし、全員をシェルターへと避ひ難なんさせている。

　防衛システムの奪だつ取しゆが完かん了りようすると、契那は夕陽とともに、私服から防護ジャケットへ着き替がえるために施設の更こう衣い室しつへと移動した。

　壁かべ際ぎわにずらりとロッカーの並ぶ女子更衣室。契那はロッカーの扉とびらを開け、中から自分用の防護ジャケットを取り出した。契那の身分は研究者であってヒトガタの搭とう乗じよう員いんではないが、極ごく秘ひの研究を行うこの施設の特性上、緊きん急きゆうの事態に備えて彼女のような非戦闘員にも防護ジャケットが与あたえられていた。

「ん、っしょ」

　全ての着衣を脱ぬぎ、契那が下着姿になる。白はく髪はつとの対比が眩まぶしいその赤褐色の身体には、彼女がデザインチャイルドであることを示すボディペイントのような紋様が浮き出ていた。腰こし回まわりや肩回り、肩けん甲こう骨こつに走るその紋様は、契那に投とう与よされた特殊なナノマシンと、その投与時の彼女のホルモンバランスなどが影響して現れるものだ。

　半裸になった契那が手に持っていた防護ジャケットに足を入れる。防護ジャケットは上下一体型のいわゆるツナギのような形状だ。だらんと垂れ下がった布地に両足を突っ込み、背中から羽織るようにして左右の袖そでに腕うでを通す。あとは前面のファスナーを閉め、手首についているボタンを押して生き地じの長さを調節すれば終しゆう了りようだ。

　しかし、

「あれ？」

　契那の口から困こん惑わくの声が漏もれた。防護ジャケットを着こんだ彼女が前面のファスナーを上げようとしたのだが、布地を噛かんでしまったのかへそのあたりで止まってしまったのだ。力を込めて引っ張ってみるがびくともしない。反対にファスナーを下げようともしてみたが、結果は同じだった。

『契那さん。ご準備は整いましたか？』

　脳内に夕陽の声が響ひびいた。彼は契那と同様、男子更衣室のほうで防護ジャケットへと着替えている。自分の着替えが終わったため、契那に思考通信を飛ばしたようだ。

「それが……ごめんなさい、夕陽さん。ファスナーが噛んじゃったみたいで、まだ防護ジャケットを着れていないんです。申し訳ないんですけど、少し手伝ってもらってもよろしいですか？」

『え？　じ、自分がですか？』

「はい。あ、もしかしてご迷めい惑わくでしたか？」

『いえ、迷惑というわけでは。ただ、契那さんの着替えを手伝うとなると、何といいますか、その……』

　夕陽が口ごもる。その反応を受け、契那は遅おそまきながら夕陽の言いたいことの意味を理解した。

「お気遣いありがとうございます。でも、今は一分一秒が貴重ですから。私は構いませんので、どうぞいらしてください」

『…………。わかりました』

　夕陽からの通信が切断される。そして数秒もしないうちに、契那の背後に位置する女子更衣室の扉がノックされた。

「は、入ります」

　上ずる声でそう言って、夕陽が顔を俯かせながら室内に入ってきた。遠目から見ても耳が赤く染まっているのがわかる。夕陽が油の切れたロボットのようなぎこちない動きで扉を閉めてこちらに向き直るが、半裸の契那を視し認にんした途と端たんに慌あわてて眼めを逸そらした。赤面した横顔をこちらに向けたまま、どうすればいいのかわからなくなったように立たち尽つくしている。

　その初うい々ういしい反応に、契那の口元に笑みが生まれた。

「そんなに硬かたくならないでください。私は本当に気にしませんから。それに、私の裸はだかならいつかのループでご覧になったんじゃなかったですか？」

「そ、それはそうですが……その、あのときとは状じよう況きようが全く違いますし、な、何よりあれは必要に迫せまられての行動でしたので」

「今回も同じですよ。必要なことだから夕陽さんにお願いしているんです。夕陽さんのお気遣いは嬉しいですけど、さっきも言ったように私は気にしませんから。……いえ、本当はちょっぴり恥ずかしいですけど。えへへへへ」

「契那さん……」

　照てれ隠かくしのように笑う契那を見て、夕陽が覚悟を決めたようだった。彼はぐっと頬に力を入れ、視線を下げたままにしながらも大おお股またで契那へと歩み寄ってきた。二メートルに届かんばかりの巨きよ躯くが契那の眼前に迫り、彼女の正面で立ち止まると、夕陽は目線を合わせるようにその場に膝ひざをついた。

「失礼します」

　夕陽が右手を伸ばし、契那のへその手前で止まっていたファスナーを掴む。彼の左手がジャケットの布地を握にぎると、その力強さに契那の身体が揺れた。それと同時に、一一歳さいにしては早熟した胸が夕陽の顔の前で大きく弾はずむ。カチーンというような音が聞こえてくるかのように、夕陽が思わず身体を硬こう直ちよくさせた。
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　しかしそのフリーズも数秒のことで、何とか平常心を保つと、夕陽は今度こそ腕に力を込めてファスナーを強く引っ張った。二度、三度と噛まれた布地ごと動かし、上下に引っ張る。それを何度か繰くり返すと、遂ついに噛まれていた布地が外れ、ファスナーが動くようになった。

　妙みように重い溜息をつき、夕陽が額の汗あせをぬぐう。

「外れました。では自分はこれで――」

「あ、また私がやると噛ませてしまうかもしれないので、ファスナーを上げるところまでやっていただいてもいいですか？」

　契那の咄とつ嗟さの提案に、夕陽が情けない顔でこちらを見上げた。

　その後、夕陽の協力で無事に防護ジャケットへの着替えが完了すると、二人は更衣室を後にした。未いまだ赤面している夕陽とは対照的に、契那の頬はどこか満ち足りたように緩ゆるんでいる。契那は羞しゆ恥うちで動きが硬くなっている夕陽を伴い、【旭あさひ】の置かれている格納庫へと移動した。

「やはり狭いですね……」

　契那が【旭】のコクピットに入ると、先に操縦席に座っていた夕陽がそうこぼした。

　人工筋肉を為なす駆く動どう用ナノマシンの摩ま擦さつ発電で電力を得るヒトガタは、大型の動力機関を搭とう載さいする必要がなくなったことから、結果として機体の驚きよう異い的てきな小型化と軽量化を実現している。しかしそれゆえヒトガタのコクピットは搭乗員一人分の最低限の空間しか確保されていない。幾ら契那が小こ柄がらとはいえ、確かに窮きゆう屈くつ感は否いなめなかった。

「そうですね。……あ、それじゃあ夕陽さん。少し両りよう脚あしを開いてください」

「……？　こうですか？」

「はい。では、失礼しますね」

　座席に腰こしかけている夕陽の、左右に開かれた太ふと腿ももの間。そこに、契那は自分の身体をすぽんと納めた。少しでも密着するため夕陽の股またにしっかりとお尻しりをくっつけ、彼の厚い胸むな板いたに背中を預けてから、首だけを後ろに巡めぐらせる。

「えへへ。これなら二人でも大丈夫ですね」

「…………………………………………はい」

　かなり長い沈ちん黙もくを挟み、夕陽は返答を絞り出した。

　契那は携帯端末を取り出し、ケーブルをコクピットのコネクタに差し込んだ。【旭】の電装系を介かいすることで、先ほどハッキングした海上研究施設の機関砲台を契那がこの端末で操作するのだ。

　最初こそ、夕陽は契那が【旭】に同乗することに強い難色を示した。しかし契那が施設の中に残ったままでは満足に夕陽を援えん護ごすることはできないし、それにどのみち【旭】が敗れれば未確認機は契那を殺すのだ。夕陽の死がそのまま契那の死に直結している以上、下手に逃げるよりは敢あえて立ち向かったほうが生存の確率も上がる。そのため契那の説得に夕陽が折れた結果、こうして二人一緒に【旭】に同乗することとなったわけだ。

　端末の画面に表示されたキーボードを叩たたきながら、ふと契那が尋ねた。

「そういえば夕陽さん。【旭】の外装に取り付けられた追加装そう甲こうは外さなくていいんですか？」

　契那の設計したＸＦＡ‐１【旭】は、ＡＸＬシステムによる超ちよう加か速そく機動を行える機体だ。しかし、あまりに速く動くことができるがゆえに通常のヒトガタと連れん携けいを取ることは難しく、【旭】は基本的に単機での運用を前提としている。敵地に侵入後、その時間加速の機能を存分に発揮して敵部隊を一気に殲せん滅めつし、そして再び時間加速を使って戦域を離り脱だつするというのが、【旭】に想定されている戦術だ。

　しかしこの時間加速は無制限に使用できるわけではない。使用するにはコンデンサから供給される電力が必要になるので、長時間にわたり発動し続けることは難しい。そのため時間加速の使用のタイミングを誤りエネルギー切れを起こしてしまえば、【旭】はたった一機で敵てき陣じんに取り残される可能性がある。

　そういった危険を考こう慮りよした結果、【旭】には追加装甲の増設による防ぼう御ぎよ力りよくの向上が施ほどこされていた。【旭】の外観が【灰はい雲ぐも】に比べて力強い印象を与えるのは、機体各所に取り付けられた追加装甲により全体的なシルエットが大きく見えるからだ。この追加装甲は、戦せん闘とう中でも搭乗員の判断によって素す早ばやくパージできるようになっている。

　契那が危き惧ぐしているのは、この追加装甲が未確認機に対して重りデツドウエイトになってしまうのではないか、ということだ。敵が通常のヒトガタであれば追加装甲も有効に働くが、しかしこれから契那たちが迎え撃うつのは同じ時間加速を使用する謎のヒトガタだ。同等の速度で動く敵が相手では、増設した装甲のぶんだけ遅おくれを取ってしまうのではないか――そう危惧したため、契那は尋ねたのだ。

　しかし夕陽はその問いに対して首を振り、

「いえ、装甲はこのままで構いません。一つ、自分に考えがありまして」

「そうですか。わかりました」

　契那はあっさりと引き下がった。【旭】を設計したのは自分だが、しかしこと戦闘に関して契那は素人しろうとである。搭乗員である夕陽が必要だと言うのならそれに従うまでだ。

　それきり契那は口を閉ざし、黙もく々もくとキーを叩き続けた。狭苦しいコクピットに、端末の画面を叩く音だけが小さく響く。

　しばらくして、その沈黙が破られた。

「ありがとうございます、契那さん」

「……？　どうされたんですか、突とつ然ぜん」

「いえ、改めてお礼をと思いまして。貴女はどの周においても、自分に対して常に協力的でいてくださいました。実際、今もこうして自分の話を信じてともに戦ってくれようとしています。感謝してもしれきません。本当にありがとうございます」

「そんな、いいですよ、お礼なんて。これは私がやりたくてやっていることなんですから」

　契那がくすりと笑みをこぼし、

「それに夕陽さんは……その……わ、私にとって大切な人です。夕陽さんは、この施設の中で私と仲良くしてくれる数少ない人ですから。私、同どう僚りようの研究者さんたちからは嫌きらわれちゃってますし」

　造られた天才。人間もどき。それが、他の研究者たちから契那に与えられた称しよう号ごうだ。

　同僚たちが陰かげで自分をそう呼んでいるという事実は悲しいが、しかし契那はその蔑べつ称しようを甘あまんじて受け入れていた。彼らの気持ちを思えば、その陰かげ口ぐちに対して抗こう議ぎの声を上げるのは憚はばかられたからだ。地道な努力を重ねて皇こう和わ重じゆう工こうに勤める研究者たちが、初めから天才児となるよう生み出された一一歳の小こ娘むすめの指示で研究を行わなければいけないのだから、彼らがそんな自分を疎うとましく思うのも仕方がないだろう。

　しかしそんな中で、夕ゆう陽ひだけは契那に優しく接してくれた。しがらみのない外部の人間だからという理由もあるが、彼はずっと年下の自分にも紳士的に接し、単なる同僚という関係以上に仲良くしてくれている。契那にとって、狭はざ間ま夕陽はこの施設の中で唯ゆい一いつ冗じよう談だんを言い合える男性だった。

「だから夕陽さんが困っているなら、私にできることはなんでもします。夕陽さんはこれまでのループで私のために戦ってくれたんですから、次は私の番です」

「……ありがとうございます、契那さん」

　契那の言葉に、夕陽がその顔を柔にゆう和わにする。

　夕陽が自分にとって大切な人だから協力する。契那のその言葉に嘘うそはない。

　しかし、契那が夕陽のために行動するのは、それだけが理由ではなかった。

　契那には、夕陽のために行動しなければいけないもう一つの理由があった。

　それは、罪つみ滅ほろぼしだった。




　二〇八九年から始まった第三次世界大戦は、多大な犠ぎ牲せいを出しつつも二年前に終結した。この戦いで日本は晴れて戦勝国の仲間入りを果たし、皇和重工を始めとした企き業ぎよう連れん合ごうもその権力を大おお幅はばに拡大させた。

　そんな二年前――当時九歳を過ぎたころの契那は、カイトン粒りゆう子しの研究を行いつつ新兵器の開発設計にも携たずさわっていた。日夜様々な試作兵器を作り出し、皇和重工のために役立てていたのだ。

　そして第三次世界大戦の末期。環かん大たい洋よう連れん合ごうの勝利が濃のう厚こうになったときに、それは起こった。

　ユーラシア共きよう和わ圏けんの大部隊が、日本に最後の攻こう勢せいをしかけてきたのだ。最終決戦の地となったのは、日本最さい北ほく端たんに位置する神威かむい島じま。大規模輸送船団での上陸作戦を強行しようする共和圏の軍勢を迎撃するため、日本は神威島に防衛ラインを敷ふ設せつ。企業連合も各社の私兵部隊を投入し、最北の決戦場に大戦力が集結した。

　そんな神威島の前線基地には、ヒトガタを始めとした様々な兵器が搬はん入にゆうされていた。その中には契那の設計した兵器もあったため、彼女も支し援えん要員として神威島へと派は遣けんされることになった。共和圏に比べ兵数で圧あつ倒とう的てきに劣おとる日本は、契那ほどの子どもであろうとも使える人材は全て投入しなければならなかったからだ。狂くるった時代だった。

　そして契那が神威島の後方支援基地に送られて間もなく、共和圏の大だい攻こう勢せいが始まった。

　飛とび交かう怒ど号ごうの中、契那は他の職員たちに交じり、前線へと補給物資を送るための手伝いや助言を行っていた。戦場には皇和重工の私兵部隊に加え、同社が契けい約やくを結んでいる傭よう兵へい部隊がいると聞く。この傭兵部隊に物資を輸送するのが契那に与えられた任務だった。

　戦闘開始から数時間。前線から補給要請が入った。契那は職員たちの間を駆かけ回まわり、弾だん薬やくや予備の武装などをコンテナへと積み込んでいった。

　契那の的確な指示もあり、輸送ヘリへの物資の搬入は短時間で終了した。契那は即そく座ざに基地の司令官に搬はん入にゆう終しゆう了りようの旨むねを通達した。

「わかった。すぐにヘリを飛び立たせる」

　司令官が頷うなずき、作戦室にいる職員の視界にのみ映っている虚空のモニターを睨にらみながら空輸ルートを模も索さくした。神威島の地形図に、赤いラインで空輸ルートが表示されている。

　表示されているルートは二つだった。一つは、時間はかかるが戦場を大きく迂う回かいしながら飛行する安全なルート。もう一つは、前線へと一直線に飛び立つ最短ルートだ。

　司令官は、後者を選んだ。

「ま……待ってくださいっ」

　契那が傍かたわらに立つ司令官を見上げ、

「その空輸ルートはまだ安全が確保されていません。この基地に配備されていた戦せん闘とう機きと攻こう撃げきヘリは全て前線に飛んでいます。輸送ヘリに護衛をつけられない以上、ここは時間がかかっても安全なルートを選んだほうが――」

　そう進言した契那を遮さえぎり、司令官は焦しよう燥そうに濡ぬれた声を荒あらげた。

「事は一刻を争うんだ。奴らの上陸速度は尋じん常じようではない。このままで防衛ラインが破られかねん。今は一秒でも無む駄だにするわけにはいかない」

「で、でも」

「パイロットにルートを指示。すぐに輸送ヘリを飛び立たせろ！」

　契那の言葉に耳を貸さず、司令官は命令を下した。

　このときの契那に、彼に考えを改めさせるような権限は全くなかった。あくまで契那の身分は皇和重工の研究者であり、部隊の運用に口を出せる立場ではない。それに、司令官の言い分も理解できた。彼の選んだルートが間ま違ちがっていて、もう一つのルートが絶対に正しいなどという保証はない。故ゆえに契那にできたのは、幸運を祈いのることだけだった。

　結論から言えば、補給物資は前線に届かなかった。

　最短ルートを飛行中の輸送ヘリが、主戦場から離はなれていた敵の斥せつ候こう部隊に捕ほ捉そくされたからだ。攻撃ヘリを随ずい伴はんさせていなかった輸送部隊は敵の対たい空くう砲ほう火かに晒さらされ、為なす術すべもなく撃ち墜おとされた。

　だが、補給は失敗に終わったものの、企業連合は敵の上陸を防ぐことに成功した。

　後で知った話だが、補給の届かなかった最前線の戦場にて、鬼き神じんの如き戦果をあげた一人の傭兵がいたらしい。皇和重工が雇やとっていた葬そう儀ぎ社しやという部隊に所属する、〔死しに神がみ〕と渾あだ名なされる天才的な搭乗員。その〔死神〕がたった一人で二〇機以上にも及およぶ敵のヒトガタを全ぜん滅めつさせ、防衛ラインを死守したのだと言う。しかしこの戦いにより葬儀社は殆ほとんどの隊員が死亡し、壊かい滅めつ的てきな損害を受けることになった。

〔死神〕たち葬儀社の決死の活躍で、この最終決戦は企業連合の勝利に終わった。

　戦せん闘とう終しゆう了りよう後、契那は破は壊かいされたヒトガタなどの回収に立ち会うため、先ほどまで激戦が繰り広げられていた戦場へと送られた。契那の開発した新兵器は未だ機密レベルのものが多数あり、幾ら同じ企業連合とはいえ他社の社員にその内部構造を知られるわけにはいかない。そのため、彼女は軍用トラックで戦いの終わった前線へと運ばれた。

　そこで、契那は見た。

　小柄な女の子の遺体を抱き、天に向かって慟どう哭こくする傭兵の姿を。

　顔面に大きな傷きず痕あとが走る大男だった。彼は夕日のように赤い防護ジャケットに身を包み、その少女を自分の胸に強く抱き寄せていた。獣けもののような叫さけびが夕焼けの差す戦場にこだまし、大おお粒つぶの涙が少女の作った血だまりに落ちる。

　周囲を行き交う兵士たちの囁き声から、亡なくなった少女はあの男性の妹であることを知った。

　そして同時に、あの二人は契那が補給を届けなければならなかった前線で戦っていた葬儀社の傭兵だということもわかった。

　喉のどを震ふるわせる大男の悲痛な声が、契那の耳を劈つんざく。

　あの二に択たく。

　もしもあのときもう一つの選せん択たく肢しを選んでいれば、少女の運命は変えられたのだろうか。

　契那が司令官を説得し、無事に補給物資を送り届け、葬儀社が万ばん全ぜんの態勢で戦うことができたなら、あの少女は今も生きているのだろうか。

　それは契那にはわからない。他の誰だれにもわからないだろう。

　ただ一つ確かなのは、あの少女の死に、自分は無関係ではないということだった。

　男の泣き声が聞こえる。

　契那はいつまでも、その場に立ち尽くしていた。




　それから契那はカイトン粒子の研究に心血を注いだ。

　時間に干かん渉しようし、時空を超こえて情報を運ぶ粒子。

　この粒子の謎を解き明かし、体系的な理論として確立することができれば、未来からの情報を受信してこの先に起こる災害や戦争を回かい避ひすることが可能となる。

　未来視。この技術が実現されれば、もうあのときのような過あやまちが起きることもない。

　あの男性のように大切な誰かを喪うしなう人を無くすことができる。

　たとえタイムスリップで過去に戻もどって歴史を変えることができたとしても、それでは並行世界が生まれてしまうため、自分の世界の確定した未来を変えることはできない。

　だが、未来視を実現させることができたなら、今ここから未確定の未来を変えることはできる。

　その信念のもとに、契那はカイトン粒子の研究に没ぼつ頭とうした。




　そして一年前、契那は時間加速の理論を提唱した。

　カイトン粒子の研究を進めるうちに生まれた理論だ。あくまで彼女の最終目標はカイトン粒子を用いた未来視ではあるが、この時間加速も世紀の発明であることには変わらない。それにこの理論が実戦で使用できるようになれば、友軍の死傷者を減らすことができるだろう。また時間加速の有用性が証明されれば、今後のカイトン粒子の研究に多額の予算を回してもらうこともできる。だから契那は未来視を実現するための足あし掛がかりにするべく、この一年を時間加速技術の研究に捧ささげた。

　そして生まれたのが、ＸＦＡ‐１【旭】だ。

　粒りゆう子し加か速そく増ぞう幅ふく器きを用いて搭乗員の脳から抽ちゆう出しゆつしたカイトン粒子を増幅させ、機体の中を高速で循じゆん環かんさせることで、機体を含ふくむ一定空間内の時間を加速させる。

　この機体を【旭】と名付けたのも契那だった。無明の闇やみから現れ、未来を照らし出す太陽の光。契那の信念を表す名めい称しようだった。

　機体の製造中に、【旭】の時間加速実験を担になうテストパイロットの選せん抜ばつが行われた。

　この選抜には契那も立ち会った。【旭】の実験に、設計者である契那の意見は絶対に欠かせないからだ。

　時間加速の発動には、ある種の適性が必要となる。これまでの研究により、脳内からのカイトン粒子の抽出は、リム波と呼ばれる記憶に関かかわる脳波が強く検出される人間ほど、よりスムーズに行えることが判明していた。そのため契那は皇和重工の人事部があげてきた数百人の候補者の写真と資料を読よみ漁あさり、最適な人物を探した。

　その中に、彼がいた。

　狭間夕陽。あの神威島での最終決戦で壊かい滅めつした葬儀社の数少ない生き残り。コールサインはゴースト９。隊内通つう称しよう〔墓はか守もり〕。

　彼についての資料を読み込んだ。そこで、あのとき亡くなった彼の妹の名前が朝陽であることを知った。【旭】と同じ名前であることを知った。

　息が止まるかと思った。

　経歴や実力、機体適性などに問題は見当たらなかった。優ゆう秀しゆうな搭乗員だ。彼ならば【旭】の性能を存分に引き出してくれるだろう。

　しかしそんなことは関係なく、気づけば契那は狭間夕陽をテストパイロットとして強く推すい薦せんしていた。




　彼と初めて言葉を交わした時のことは、今でも覚えている。

「鴛おし鴦どり博士。不ぶ躾しつけな質問をお許しください」

　夕陽はそう切り出し、契那に向き合った。

「もし……もしもこの先の未来で、カイトン粒子を用いたタイムスリップが可能になったとして――過去に戻って歴史を変えることはできるのでしょうか」

　彼の口からその質問が出てきた背景が容易に想像できて、胸が締しめ付けられた。

　しかし、契那は正直に答えた。

　物理的なタイムスリップでは、過去を変えたとしてもその時点で時間軸が分ぶん岐きして別の並行世界が生まれるため、私たちのいるこの世界には何の影えい響きようも及ぼされないのだと。

　夕陽は表情を変えないまま、ありがとうございます、と辛かろうじて答えた。

　契那は、自分の爪つめが掌を突つき破やぶるほどに、きつく拳こぶしを握りしめた。




　それから契那は【旭】の実験のために夕陽と何度も顔を合わせた。

　流石さすがはあの名高い葬儀社の傭兵だっただけあり、彼のヒトガタに関する知識は契那をも上回った。カイトン粒子に詳くわしくない第三者的立場にいるからこそ、夕陽は粒子加速増幅器の搭載位置や粒子の循じゆん環かん系けいなどに新しん鮮せんな視点での意見を具ぐ申しんし、【旭】の改良に尽じん力りよくしてくれた。理論段階だった時間加速が実験にこぎつけることができたのには、彼の決して少なくない貢こう献けんがあった。

　傭兵と聞くとどうしても荒あらくれ者ものの印象があるが、夕陽はそんなイメージには全くそぐわない紳しん士し的てきな男性だった。契那のような年少者にも常に礼れい儀ぎを尽くした態度で接し、彼を嫌う私兵部隊の兵士にも同様の姿勢を崩くずさない。物もの腰ごしは柔らかく性格は生き真ま面じ目めで、契那が実験で行き詰づまったときなどは、さりげなく声をかけて雑談をしては気を紛まぎらわせてくれた。心の奥おく底そこでは契那を疎んじている他の研究者たちとは違ちがい、夕陽は何の気き兼がねもなく契那に話しかけてくれた。

　造られた存在である契那には、家族がいない。いや、厳密には遺伝子操作が為される前の受じゆ精せい卵らんを提供した男女はいるのだろうが、少なくとも契那が両親に該がい当とうする人物と引き合わせてもらったことは一度もなかった。それが皇和重工の意向なのだとしたら、おそらくこの先も契那が両親と出会うことはないのだろう。契那は生まれたときから独りだった。だからこそ、その孤こ独どくに夕陽の優しさが掛かけ替がえのないものに映った。

　最初は罪悪感だった。

　しかし今、契那の眼が自然と彼の大きな背中を追うようになっているのは、全く別の感情が理由だった。

　契那は、彼の誠実な人ひと柄がらに惹ひかれていた。

　だから――

　だから契那は打ち明けるつもりだった。夕陽の誠実さに応こたえるため、今日の【旭】の実験が終わった後、話したいことがあると言って彼のもとを訪おとずれるつもりだった。第三次世界大戦における、あの最終決戦について。そこで彼に全てを打ち明けるつもりだったのだ。

　二年前のあの日、自分もあの戦場にいたこと。

　後方から補給物資の空輸に関わっていたこと。

　そして、狭はざ間ま朝陽の運命に関わっていたことを。

　隠していたわけではない。だが、打ち明けるにはどうしてもたくさんの勇気が必要だった。臆おく病びような自分には、その覚かく悟ごを決めるだけの時間が必要だった。だから今日こそは、夕陽に全すべてを話すつもりだったのだ。

　だが今となっては、それも叶かなわなくなった。契那たちカイトン粒子研究者を殺害する、謎なぞのヒトガタ。今はこれの迎撃に集中するしかない。

　しかしそこで、ふと思う。

　もしかしたら、その未確認機は契那にとって、天てん罰ばつを下すためにやってきた〔死神〕なのではないかと。

　夕陽に真実を打ち明けられず、結果的に今日まで過去を避さけてきた卑ひ怯きような自分に、神様が罰ばつを与えようとしているのではないかと。

　もし、そうだとすれば。

　これから訪れる死を回避する資格など、自分にあるのだろうか。




《一七〇〇時》

　海上研究施設の屋上。そのへりで胡坐あぐらをかいて座すわる夕陽は、水平線に沈しずんで行く大きな夕焼けを眺ながめながら、来きたるべきその瞬しゆん間かんを待っていた。

「………………」

　茜あかね色いろに染まる空と血のように燃える太陽。眼前に広がるその真っ赤な景色を見つめていると、夕陽の脳のう裏りにこれまでのループの記き憶おくが蘇よみがえってきた。【旭】の粒子加速増幅器の暴走に伴ともなうタイムリープの発動。今では一周目のあのときがもう何年も昔の出来事のように思える。

　幾いく度ども夕陽の前に現れた未確認機。奴やつが振ふり撒まいていった圧倒的で無む慈じ悲ひな破壊。そしてそのたびに訪れた自分の死と、それ以上に耐たえがたかった数々の絶望。どれも思い出したくもない記憶ばかりだ。しかしこの夕焼け空――今日と明日、過去と未来の境界を曖あい昧まいにする揺ゆらめく陽炎かげろうを眺めていると、いやがうえにもその記憶を想起させられる。

「夕陽さん」

　後ろから声がかけられた。防護ジャケット姿の契那が、携帯端末を片手に夕陽のもとに近づいてくる。

「確かく認にんが終わりました。管制室でハッキングした屋上の機関砲台は、全て弾薬を装そう填てん済み。私の操作でいつでも砲ほう撃げき可能な状態です」

「了りよう解かいしました」

　肩かた越ごしに振り返った夕陽が短く答え、再び正面を向いた。契那が夕陽のもとまで歩み寄り、彼かれの背後で立ち止まる。

「綺き麗れいな夕日ですね」

　吹ふきつける風に棚たな引びく白髪を押おさえながら、契那が言った。

「何度見ても、この研究施設から眺める夕焼けは本当に絶景です。何にも遮られずに水平線に消えていく太陽を見続けられて、ああ、今日も一日が終わるんだなあって、切なさを感じると同時にしみじみとした気持ちになります」

「契那さんは、夕焼けがお好きなんでしたね」

「はい。……あ、もしかして」

「ええ。一周目の時間軸でお聞きしました。あのときも、自分は契那さんと夕焼けの話をしていましたので」

「そうだったんですか。では、夕陽さんも…………いえ、そのご様子だと夕陽さんはお好きではないみたいですね」

　背後に立つ契那からではこちらの顔は窺うかがい知しれないはずだが、彼かの女じよは夕陽の心情を正確に感じ取った様子だった。夕陽は首しゆ肯こうを返し、

「むしろ、以前よりも嫌いになりました」

「理由をお聞きしても？」

「この夕焼けを見ていると、契那さんのこれまでの全ての死を思い出すからです」

　いつしか、夕陽の両りよう肩かたは震えていた。これから訪れる、未確認機との戦いに。武む者しや震ぶるいなどという恰かつ好こうのいいものではない。再び契那の死を見てしまうかもしれないという可能性に、夕陽は怯おびえているのだ。

　覚悟を決めて契那に協力を申し出たくせに、この夕焼けを見ているうちに土ど壇たん場ばになってまた恐きよう怖ふがぶり返してきた。夕陽にとって、今や眼前の赤い空は不ふ吉きつの象しよう徴ちようだ。この夕焼けを見たのと同じ数だけ、契那は未確認機に殺された。この夕焼けを見たのと同じ数だけ、夕陽は契那を守れなかった。一周目で夕陽が契那に語ったように、この茜色の空と血のように燃える太陽を見ていると、これまでに味わった辛つらい記憶が胸中に押し寄せてくる。思い出したくない過去が、思い出しても仕方のない過去が次々に蘇ってくる。

　押し潰つぶされかけていた心を契那に癒いやしてもらい、今一度立ち上がる力をもらったというのにこの様だ。契那と心を通わすことができたからこそ、夕陽はこれまで以上に彼女の死を見たくなくなっていた。契那という希望を手にしたからこそ、その希望が潰ついえてしまう可能性に恐怖しているのだ。

　勝てるだろうか。

　あの未み確かく認にん機きに。【旭】をも上回るほどの圧倒的な性能を誇ほこる、あの謎のヒトガタに。

　もしも契那の協力を得たうえでも無理だとしたら、もはや俺おれには――

「……いえ、申し訳ありません。少し弱音を吐はいてしまいました。これから決戦だというのに、こんなことではいけませんね。先ほどの言葉は忘れてくだ――」

　そのとき、不意に夕陽の後頭部が包まれた。

「大だい丈じよう夫ぶです、夕陽さん。私はどこにも行きません」

　契那だった。屋上のへりに座る夕陽の背後から手を伸のばし、契那が彼を抱だきしめていた。細い二本の腕が首元に回され、契那が夕陽の頭を優やさしく包み込んでいる。

「たとえ……たとえ何度この命が奪うばわれようとも、私はずっと夕陽さんのそばにいます。この先、もしまた夕陽さんがループすることがあったとしても、私は絶対に夕陽さんの隣となりにいます。安心してください。たかが死んだくらいじゃ、私はどこにも行ったりしませんから」

「契那さん……」

「確かに現実問題、この今日で未確認機に勝てるかどうかはわかりません。もしかしたら、夕陽さんはまた辛い想おもいをしてしまうかもしれません。でも、もしそうなったとしても、それでもまた次の私にも先ほどと同じように全ての事情を打ち明けてほしいんです。そうすれば、私は絶対に夕陽さんの味方になりますから。夕陽さんのその苦しみを、次の私にも背負わせてほしいんです」

　夕陽が首を巡らし、頭上を見上げる。

　彼を背後から抱きしめる契那はこちらを見下ろし、いつもの柔和な顔で笑っていた。

「約束したじゃないですか。私も、夕陽さんと一いつ緒しよに戦うって。だから、怖こわがる必要なんてありません。私がずっと、夕陽さんの傍にいます。何度この命が奪われようともです。私と夕陽さん、二人でこの結末を変えましょう」

　眩まぶしいほどの契那の笑えみ。それを無言のままじっと見つめてから、夕陽は顔を正面に向けた。契那もまた視線を戻し、二人が眼の前の太陽を真っ向から見み据すえる。

　契那とともに同じ方向を見つめる夕陽の瞳ひとみ。

　その瞳には今や先ほどまでの恐怖はなく、この夕焼けと同じくらいに真っ赤な炎ほのおが灯ともっていた。

「ありがとうございます、契那さん」

「えへへ。どういたしまして」

　もう何度目になるかわからない感謝の言葉を伝え、夕陽が立ち上がる。

　傍らに寄り添そう契那に左手を差し出すと、彼女はこれまで以上の満面の笑みを浮うかべてその手を握り返した。二人は手を繋つないだまま屋上の中央へと移動し、そこに鎮ちん座ざしている【旭】のもとに歩み寄る。開放されているコクピットに乗り込み、操縦席に腰かけた夕陽の足の間に契那がその小さな身体を納める。

　コクピット閉へい鎖さ。操縦用ナノマシン、エンゲージ確認。ステータス、チェック。全システム、オールグリーン。

　懐ふところから取り出した髑どく髏ろのマスクを被かぶり、夕陽が深く息を吸い込む。

　そして、その瞬間がやって来た。

「契那さん。時間です。準備はいいですか」

「はい」

　夕陽の問いに、彼の胸に背中を預ける契那が静かに頷いた。

　夕焼けの空が割れる。歪いびつなひびの走った西の空に黒い粒子が収束。もう何度も見た光景だ。緊きん張ちようにしろ恐怖にしろ、今さらこの光景に夕陽の心が揺り動うごかされることはない。この光景に怖おそれを感じることはもはやありえない。

　今の夕陽の胸中には、契那を必ず守り抜ぬくという燃え上がるような情熱が満ちている。

「さあ……勝負だ」

　闇が爆ばく発はつ。その漆しつ黒こくの向こう側に未確認機の機き影えいを確認したと同時、【旭】の両手に保持した榴りゆう弾だん砲ほうと機き関かん銃じゆうが唸うなりを上げた。大火力による一いつ斉せい射しや撃げき。撃ち込まれた砲ほう弾だんが空中で炸さく裂れつし、赤い空に更さらなる赤を混ぜ加える。

　この攻撃が効かないのはわかっている。現に、未確認機は天空に咲さいた爆炎の中から無傷で施し設せつの屋上へと着地した。だが構わない。ほんの少しでも奴への牽けん制せいになるのなら、今の攻撃にも意味はあるはずだ。

「貴様の顔もいい加減見み飽あきてきた――終わりにしてやる」

　撃ち尽つくした左右の火か砲ほうを捨て、夕陽がライフルを撃発。未確認機はバックステップで後退し、素早く【旭】の射線を回避する。

　一度距きよ離りを取ろうとする敵機の思おも惑わくを阻そ止しするため、夕陽は【旭】を疾しつ走そうさせた。頭頂部のホルスターから抜き打ったヴィブロ・エッジが未確認機のボロ布を浅く斬きり裂さく。

「ＡＸＬアクセル！」

　そのまま夕陽は攻撃の手を緩めず、時間加速を併へい用ようした連撃を繰り出した。無数の斬線が夕焼けに煌きらめき、その全てが敵の急所に迫る。こちらと同様に時間加速を発動した未確認機がライフルの銃じゆう身しんで防ぼう御ぎよするが、二つ眼めになった【旭】は決して止まらなかった。全神経を攻撃にのみ集中させ、敵に防戦を強しいる。奴に拳けん銃じゆうを抜かせる隙すきを与あたえてはならない。未確認機にガン・ストライカー・コンバットを使わせなければ、夕陽にも近接戦闘を制する可能性は残っている。

【旭】の攻勢に、堪たまらず未確認機が空中に跳ちよう躍やくした。

　海上研究施設の屋上は、開けた長方形の形状を取っている。周囲を囲う壁かべもなければ天てん井じようもない。故に一度跳躍してしまえば、まともに機体のアンカーを射出する場所もないため、自機の回避機動は大きく制限される。だというのに、敵は空中に跳とんだ。無防備な滞たい空くう状態を晒すことになる空中に。

　未確認機が見せた、初めてのミスだ。

　冷静に時間を計測していた夕陽は、【旭】と未確認機の時間加速が同時に終しゆう了りようしたことを知覚した。これまでの戦闘で、未確認機の時間加速のタイムリミットがこちらと同じ一〇秒間であることは既すでに判明している。そのため夕陽は、敵の時間加速終了のタイミングに合わせてライフルをフルオートで連射した。

　銃じゆう弾だんが空中にいる未確認機に殺さつ到とうする。回避は不可能だ。

　しかしその弾だん幕まくは、未確認機を貫つらぬくことはなかった。

　夕陽の撃ち出した全ての銃弾が、未確認機の眼前でぴたりと静止したからだ。

　銃弾が止まった。いや、止められたのだ。

「やっぱり……！　敵は、周囲の時空を停止させているんです！」

　時空停止。

　それが、戦闘開始とともに叩き込んだはずの榴弾砲と機関銃が無効化されたカラクリだ。恐おそらくこの防御機構もカイトン粒子を用いた技術の応用なのだろう。やはりあの未確認機は【旭あさひ】をも上回る科学力で建造されていると見て間違いない。

　黒い燐りん光こうで軌き跡せきを描えがき、空中にいた未確認機が重力に引かれて落下を開始。同時に時空停止が解けたのか、静止していた無数の弾だん丸がんが唐とう突とつに動き出し、誰もいない虚こ空くうへと飛んで行った。信じられない光景だった。

　しかしそれでも、夕陽はその光景に心を乱したりはしなかった。

　たとえそれがどんな超ちよう技ぎ術じゆつの結けつ晶しようだとしても、突き詰つめてしまえば結局はこちらと同じカイトン粒子を応用した機能だ。決して魔ま法ほうやオカルトの類たぐいではない。夕陽がこれまでのループで手に入れた情報から、契那はその防御機構の正体を見破っていた。どんな手品であろうとも、タネが割れてしまえば冷静に対処することは可能だ。

　だから夕陽は平常心を保ったまま指示した。

「契那さん、今です」

「はいっ！」

　未確認機が着地した瞬間、屋上の各頂点である四よ隅すみの床ゆかが開き、その中から大型の機き関かん砲ほう台だいが迫せり出だしてきた。契那が流れるような高速の指ゆび捌さばきで端たん末まつを叩き、砲撃命令を伝達。四門の砲台が同時に火を噴ふき、屋上の中央に着地した未確認機に大口径の砲弾が襲おそい掛かる。

　炸裂。

　四方からＸ字に撃発された砲弾が未確認機を直ちよく撃げきした。猛もう烈れつな火か炎えんと爆ばく風ふう。モンロー／ノイマン効果による衝しよう撃げき波はが大気を震わせ、屋上に猛烈な火柱が噴き上がる。

　どうだ――

　爆煙に霞かすむ視線の先に、未確認機の姿があった。

　損傷している。

　敵機はその身から幾いくつかの装甲を脱だつ落らくさせ、更には左ひだり腕うでを喪そう失しつしていた。背後からの砲撃は防げたが、正面からの砲撃は防ぎきれなかったのだ。

　契那の読みが当たった。

　未確認機の時空停止による防御は、連続で使用できない。時空停止がカイトン粒子を利用している以上、その防御機構も粒子加速増幅器と類るい似じした装置で発動していると考えられる。であるのなら当然、時間加速を発動するのと同様に、時空停止にも莫ばく大だいな電力が必要になる。時空を停止させるほどの桁けた外はずれな出力を連続で維い持じし続けるのは、如い何かにあの未確認機でも困難なのではないか――契那はそう推測していた。

　そしてその推測は、見事的中した。先ほど未確認機が【旭】のライフル弾を時空停止で防いだため、続く砲撃の防御に充じゆう分ぶんなエネルギーを回せなかったのだ。

　まさか視し認にんできない背後からの砲撃が防がれるとは思わなかったが、遂ついにこの未確認機にダメージらしいダメージを与えることができた。

　しかし夕陽は、その喜びに浸ひたることさえ許されなかった。

「うそ……」

　燃え盛る炎の中に佇たたずむ未確認機を見て、契那が言葉を失う。

　砲弾の爆発を受け、未確認機のボロ布が焼け落ちていた。黒色の粗そ末まつな布が炎に巻かれ、今までその内に隠かくされていた未確認機の姿が【旭】の眼前に晒されている。

　初めて垣かい間ま見みるその全ぜん貌ぼうに、契那が声を震わせた。




「【旭】……」




　アスリートのように逞たくましい逆三角形のボディ。引ひき締まった腕わん部ぶに、獣を思わせるしなやかで流線的な脚きや部くぶ関節。【旭】が赤を基調としたカラーリングに白色が入っているのに対し、敵機は黒をメインカラーとした機体の所々に黄色の塗と装そうが施ほどこされていた。色の組み合わせこそ異なるが、しかしその塗装パターンは両機とも全く同じだ。

　未確認機は、【旭】と瓜うり二ふたつのヒトガタだった。

　もはや大たい抵ていのことには動じないつもりだった。しかし、これはあまりに予想外だ。唐突に晒された未確認機の正体に、夕陽も契那もほんの一いつ瞬しゆん、思考を奪われる。

　致ち命めい的てきな一瞬だった。

　未確認機が残った腕でナイフを抜き、電力の回復と同時に時間加速を発動した。関節の隙すき間まから漏もれ出でる黒い燐光。目の前の敵てき影えいが陽炎のように揺らめき、そして消える。はっとして夕陽が時間加速を発動したのは、未確認機よりも確実に後だった。

　加速された時間軸の中を、二機の【旭】がぶつかり合う。

　互たがいに突き出したヴィブロ・エッジ。その刃やいばが交こう錯さくする。

　こちらのナイフが未確認機の胸部を掠かすめただけで終わったのに対し、敵のナイフは【旭】のコクピットを貫いていた。

　コクピットブロックの外がい殻かくを貫かん通つうし、ヴィブロ・エッジが夕陽と契那を諸もろ共ともに串くし刺ざしにした。噴き上がった契那の血が、すぐ後ろにいた夕陽に撒き散らされる。【旭】のコクピットの中が、二人の鮮せん血けつで真っ赤に染め上げられた。

　急激に視界が狭せばまっていく中、夕陽は最後の力を振り絞しぼり、何とか意識を保ち続けた。【旭】のナイフが未確認機の胸部につけた亀き裂れつから、僅わずかに敵搭とう乗じよう員いんの姿が見えている。夕陽は次々にダウンする機体のシステムを繋ぎとめ、光学センサをズームする。

　辛うじて拡大されたウィンドウに、搭乗員の顔が映った。




　彫りの深い彫ちよう像ぞうのような顔立ち。

　老いを感じさせる白しら髪がまじりの頭とう髪はつ。

　皺しわの寄った目元に、切れ長の三白眼。

　防護ジャケットに包まれた逞しい巨きよ躯く。

　そして、傷痕のついた顔を覆おおう、髑髏のマスク。




　未確認機に乗っていたのは、年老いた狭はざ間ま夕ゆう陽ひだった。







第五章　時をかえる幼女







「朝あさ陽ひ。どうしてお前は傭兵になったんだ」

　もう随ずい分ぶん前に、一度だけそう聞いたことがある。

　夕刻だった。燃え上がるような太陽が地平線に差しかかり、アフリカの荒こう涼りようとした大地を赤く染めている。仕事を終えた夕ゆう陽ひたち葬そう儀ぎ社しやは、各おの々おののヒトガタとともにトレーラーの荷台に乗せられて戦場から離れていた。

　彼の問いに、揺れる荷台の上で夕焼けを眺めていた朝陽がこちらを見て答えた。

「んー？　そりゃ、あれだよ。お兄ちゃんのことが好き好き大好きらぶちゅっちゅっすぎて、お兄ちゃんの傍にずっといたかったから」

「……真ま面じ目めに聞いているんだが」

　大げさに溜息をつく夕陽。一応本気なんだけどな、と朝陽が小声でつぶやく。

「ていうか、どしたの急に。なんでそんなこと聞いてくるのさ。まさかと思うけど、『女の子は戦うべきじゃありませーん』とかそういうダサいこと言い出したりしないよね」

「そういうわけではない。単純に、今までずっと気になっていたんだ。お前は俺と違って、日本に帰る機会だってあった。俺のように、生きていくうえで戦う以外に選択肢がなかったわけでもない。なのにお前は、葬儀社の傭兵になった。……過去にあんなに辛い経験をしているのにもかかわらず、な」

　夕陽たちが初めて出会ったあの日。あの戦場で、朝陽は死にかけていた。両親を喪い、敵兵に追われ、理り不ふ尽じんに殺されかけていた。大変な恐怖だっただろう。夕陽は知っている。夜になると、今でも朝陽が悪夢にうなされていることを。今でも不意に一人で泣いていることを。明るく振る舞まい、こうして当たり前のように言葉をかわせるようになっていても、しかし彼女の心の奥底には未いまだあの凄せい惨さんな過去が潜ひそんでいる。

　だからこそ、聞かずにはいられなかったのだ。あんな過去を味わったなら、もう争いとは無む縁えんでいたいと思うだろう。両親を奪った戦争になど、二度と巻き込まれたくないはずだ。夕陽とて別の生き方があったのなら、銃じゆうなど手にしたりはしなかっただろう。

　なのに、朝陽は今こうして夕陽と同じ戦場にいる。朝陽の過去を知っているからこそ、夕陽は彼女がこの道を選んだ理由が知りたかったのだ。

「なにお兄ちゃん。私のことがそんなに気になって仕方ない感じなの？　いやー、モテる妹は辛いですなー」

　朝陽は冗じよう談だんめかすように笑った。トレーラーの荷台でアフリカの風を受け、彼女の金色の髪かみが夕空に棚引く。

　こちらに横顔を向ける朝陽の瞳は、どこか遠いところに向けられていた。鮮せん烈れつな赤に染まった空を見つめ、遠い過去を思い返すように視線を揺らしている。

　しばらくして、朝陽はぽつりと答えた。

「お兄ちゃんみたいになりたいから」

「……え？」

「私が戦う理由。それは、お兄ちゃんみたいになりたいからだよ」

　朝陽が、向かいに座る夕陽を見た。

　その頬ほおには、夕焼けとは別の赤が混じっている。

「初めて会ったあの日……お兄ちゃんは、絶望の中にいる私を助けてくれた。お母さんもお父さんも死んじゃって、一人ぼっちで逃にげ惑まどうことしかできなかった私を、命がけで守ってくれた。泣くことしかできなかった私を抱きしめてくれた。お兄ちゃんがいてくれたから、私は今ここで、こんなふうに笑っていられる」

　ほら、と朝陽が笑え顔がおを作って見せた。満面の笑みだった。

「あのときのお兄ちゃんみたいになりたいから。涙なみだを流して、絶望のどん底にいて、もうどうしようもないって諦あきらめかけている私みたいな人を優しく抱きしめて、『怖かったな。でも、もう大丈夫だ』って……そう言って、誰かに希望をあげられる人になりたいから。だから、私は戦うんだ。辛い過去があるから逃げるんじゃない。あの過去があるからこそ、私は立ち向かうんだよ。お兄ちゃんみたいな、強くてかっこいい人になりたいから」

　はにかみながらそう語る朝陽の言葉を、夕陽は終始無言で聞き続ける。

　このときの夕陽の胸中は、彼の後ろで真っ赤に輝かがやく夕焼けと同じくらい、熱く燃え滾たぎっていた。




《三〇年後　二一三〇年：一月一日：〇七一二時》

　ＸＦＡ‐３【黄昏たそがれ】のコクピットに老い衰おとろえた身体を押し込め、狭はざ間ま夕陽は機体のシステムを立ち上げた。

　皺の増えた手を懐に入れ、取り出した二枚の写真をコクピットの内ない壁へきに貼はりつける。一枚は、自分と朝陽を写したもの。もう一枚は、夕陽と彼の妻を写したものだ。朝陽を撮とった写真のほうは、もうずいぶん古ぼけてしまっている。

　――お兄ちゃんみたいになりたいから。

　――誰かに希望をあげられる人になりたいから。

　かつての妹の言葉を思い出し、枯かれ果はてた夕陽は自じ嘲ちようするように口角を吊つり上げた。

「俺は、お前が思うような人間ではなかったよ……朝陽」

　そう呟つぶやいた夕陽は髑髏のマスクを被り、【黄昏】の起動シークエンスを進めていく。

　夕陽がいるのは、山を深く掘ほり進すすんで建造された軍事基地の格納庫だった。反乱軍の基地の一つだ。【黄昏】の足元では、大勢の整備員やカイトン粒りゆう子し研究者たちが大声を張り上げながら所ところ狭せましと駆かけ回まわっている。

　これから行われる起死回生の最終作戦のために、誰もが目の前の職務を必死にやり遂とげようとしていた。整備員が【黄昏】の機体をボロ布で覆い、その背中に大型のケーブルを繋げる。ウィンドウにケーブル接続完かん了りようの表示が出現。この基地にある全ての発電機がフルパワーで稼か働どうし、【黄昏】に大電力を供給する。

　そのとき、格納庫に激しい振しん動どうが走った。

　同時に響ひびき渡わたる警報。天井の警告灯が赤く灯り、基地の中に緊張が駆け抜ける。

『敵てき襲しゆう！　皇こう和わ重じゆう工こうの私兵部隊です！』

　誰かが叫さけんだ。夕陽が外部カメラにアクセスし、基地の外部映像を表示する。

　夕陽たち反乱軍の基地は、荒あれ果てた山の中にある。その麓ふもとに、地を覆いつくすほどのヒトガタの大部隊が展開していた。皇和重工の私兵部隊だ。大軍を成す敵のヒトガタは大口径の榴弾砲を構え、基地に向かって容よう赦しやない砲撃を行っている。

　そんな敵部隊に対し、基地の中から反乱軍のヒトガタが一いつ斉せいに飛び出した。敵てき陣じんに向かって突とつ貫かんしたかと思うと、突とつ如じよその機影が掻かき消きえ、肉眼では捉とらえきれないほどの超ちようスピードで疾走する。時間加速を発動したのだ。

　しかしその突とつ撃げきに、皇和重工のヒトガタたちも同じ時間加速で応じた。加速された時間軸に移動した無数のヒトガタがぶつかり合い、交戦を開始。大軍を擁ようする皇和重工の私兵部隊に、反乱軍のヒトガタが死しに物もの狂ぐるいで迎げい撃げきを行う。

『隊長！　もはやこれまでです。あの数が相手では長くは持ちません！　自分たちはここを死に場所とします。隊長は我々に構わず跳んでください！』

　整備員の一人が夕陽に言った。彼の瞳は眼前に迫せまった死の恐怖に怯えながらも、しかしどこか狂きよう信しん的てきな輝きを孕はらんでいる。

「……了解。諸君の挺てい身しんに感謝する。君たちの死を決して無む駄だにはしない」

　静かに頷うなずき、夕陽が左右の操そう縦じゆう桿かんを強く握にぎる。

「粒子加速増幅器、起動」

　夕陽の命令に応じ、【黄昏】の各部関節が強く発光した。機体頭部に搭とう載さいされた最さい新しん鋭えいの粒子加速増幅器が唸りを上げ、コクピットの内壁が夕陽の脳に向けて電気パルスを照射。抽出されたカイトン粒子が機体を高速で駆け巡めぐり、時空という概がい念ねんに干かん渉しようする。

　夕陽は【黄昏】に、これから彼が跳躍する先の座標を入力した。

　場所――北ほく緯い一〇度三七分、東経一七九度三三分。

　日時――二一〇〇年一二月三一日、一七一九時四六秒。

　太平洋上空。三〇年前の大おお晦日みそか。二二世紀を迎むかえる直前の、その黄たそ昏がれ時どき。

　これから夕陽は、そこに跳ぶ。

　粒子加速増幅器の出力が限界にまで達したとき、整備員が叫んだ。

『俺たちの「過去」を、貴あな方たに託たくします！　どうか……どうか世界を変えてください！』

　機体を包んでいた加速空間から、黒い燐光が弾はじけた。

【黄昏】自身から発せられたその闇に視界が漆黒に染まり、格納庫も仲間の姿も見えなくなる。身体が宙に浮いたような感覚が襲い、エレベーターで下降するような浮ふ遊ゆう感に包まれる。その闇色の粒子の中を機体が跳んでいく。

　夕陽と【黄昏】は、時間と空間の狭間を跳躍していた。

　過去へと向かって――

　人類初の有人タイムスリップは、意外なことにほんの数秒で終わった。事前のテストなどできるはずもないぶっつけ本番だったとはいえ、時間の跳躍がこれほど呆あつ気けないものだとは。光学センサを覆っていた暗くら闇やみが徐じよ々じよに晴れ、身体を包む浮遊感も薄うすくなっていく。

　そして、その闇やみが完全に消えた。代わりに夕陽の瞳に差し込んできたのは、水平線に沈みつつある夕焼けだった。時間跳躍が成功したのだ。太平洋の上空に転移した【黄昏】の眼下に、かつて自分がテストパイロットを務めた皇和重工の海上研究施設が見える。

　その屋上に、【旭あさひ】の姿があった。

　思い出す。あのときの自分を。過去に囚とらわれ、時空を捻ねじ曲まげる禁きん忌きの技わざに手を伸ばそうとしていた、まだ若かりし頃ころの自分自身を。この時間軸の狭間夕陽は、今ごろ時間加速の実験を終えて鴛おし鴦どり契けい那なと話をしているところだろう。今も覚えている。夕日が好きだと言った彼女に、当時の自分が何と返したか。その答えは今も変わっていない。

　夕日など――夕陽など、死ねばいい。

　転移した上空から、【黄昏】が施設の屋上に着地した。衝しよう撃げきがコクピットを揺らし、軋きしんだ内部フレームが悲鳴を上げる。

「……ゴースト９、タッチダウン」

　夕陽は【旭】の機影を視界の端はしに留とどめながら、自機のチェックを行った。機体出力低下。サブコンデンサ全損。第三から第九までの粒りゆう子し循じゆん環かんチューブが破は裂れつ。粒りゆう子し加か速そく増ぞう幅ふく器き、オーバーヒート寸前。虚空に浮かぶウィンドウに幾つもの警告文が流れている。

　タイムスリップに伴う強きよう烈れつな負ふ荷かに耐えられず、【黄昏】は機体の各部を損傷していた。この【黄昏】はたった一度のタイムスリップのためだけに突貫で造られた機体であるため、機体剛ごう性せいや耐たい久きゆう力りよくは最低限のものしか備わっていない。しかし時間跳躍という前ぜん人じん未み踏とうの賭かけが成功したことに比べれば、この程度の損傷で済んだのは僥ぎよう倖こうと言えるだろう。

　そうだ。たとえ損傷していようとも、【黄昏】はこの時代よりも三〇年先の技術で造られたヒトガタだ。時間加速技術すら未だ標準的に搭載されていないこの時代の機体では、【黄昏】を止めることなどできはしない。

　故ゆえに、鴛鴦契那を殺すという自分の任務に、支障はない。

「…………？」

　そこで、夕陽は気づいた。

　彼の視線の先には【旭】がいる。しかしその【旭】は、突如上空より出現した【黄昏】の存在に少しも動じていないようだった。【旭】は真っすぐにこちらを見据えたまま、両足を肩かた幅はばに開いて微び動どうだにしていない。まるで【黄昏】が来ることが予あらかじめわかっていたかのような落ち着きぶりだ。

　夕陽の脳裏に言い知れぬ困こん惑わくが生まれたとき、【旭】の上半身がスライドした。コクピットが開放され、中から二人の人間が姿を見せる。屋上に降り立ったのは、年若い狭間夕陽と、防護ジャケットを着用した鴛鴦契那だった。馬ば鹿かな。なぜ契那が【旭】の中にいる。この時間の彼女は、観測室から【旭】の実験を見守っていたはずだ。それが、なぜ――

【旭】の足元に立ち、過去の自分がゆっくりと口を開いた。

『話がある。姿を見せろ――狭間夕陽』




《二一〇〇年：一二月三一日：一七二二時》

　四四周目。

　夕陽の要よう請せいの後、長い沈ちん黙もくを経て未確認機がボロ布を取とり払はらい、コクピットを展開させた。機体の中から、これまで何度も夕陽と契那を殺した搭乗員が降り立つ。防護ジャケットを着た大男が、見慣れた髑髏のマスクを剥はぎ取ってその素す顔がおを晒さらす。

「夕陽さん……」

　隣に立つ契那が、敵の姿を見て呟いた。

　狭間夕陽の正面に、狭間夕陽が立っていた。

　何年先の未来から来たのか、あるいは別の並行世界からやってきたのかは知らないが、その鋭するどい眼光も、巌いわおのような大おお柄がらな体格も、顔面に刻まれた傷きず痕あとまで瓜二つだった。唯ゆい一いつ異なるのは、未確認機の夕陽は既に老境に差しかかっているということだ。

　年老いたもう一人の自分は、両眼から光を失いやつれきっていた。

「酷ひどい面つらだな」

　夕陽が吐き捨すてた。

「なんだその顔は。まさか、これから契那さんを殺すことに対して良心の呵かし責やくでも覚えているのか？　偽ぎ善ぜん者しやめ。これが俺自身の姿なのだと思うと、反へ吐どが出そうになる」

「あ、あの」

　今度は契那が口を開き、

「貴方は……貴方は本当に狭間夕陽さんなんですか？　私たちを……こ、殺しにやって来た貴方は、ここにいるのと同じ夕陽さんなんですか？」

　動どう揺ようを隠しきれていない契那の声ははっきりと震ふるえていた。頭では理解していても、目の前の光景が信じられない様子だ。

　対するもう一人の夕陽は、無表情のまま口を開いた。

「……なぜ、俺だとわかった」

　その言葉は、言外に契那の問いを肯こう定ていしていた。

　夕陽は隣に立つ契那の手をそっと握り、相手を睨にらむ。

「この先の未来で、俺は幾度も貴様に殺されたからだ」

　夕陽が説明を行う間、もう一人の夕陽は黙だまって聞いていた。さして驚おどろいた様子もなく、話を聞き終えた彼は全すべてを理解した様子で答えた。

「なるほど。俺が来たことで、本来辿たどるはずの未来が改変されたということか」

「……それだけか」

「なに？」

「今の話を聞いて、そんな言葉しか出てこないのかと言っている」

　相手から返ってきた淡たん泊ぱくな反応。それが、夕陽の逆げき鱗りんに触ふれる。

「貴様には実感がないだろうが、それでも言わせてもらう。俺を……契那さんを無む惨ざんに殺しておきながら、貴様はそんな言葉しか返せんのか。たとえ貴様に覚えがなくとも、貴様は何度も契那さんを殺したのだッ。容赦なく！　無慈悲に！　まだこんなにも幼い少女をその手にかけたのだ！　事実、こうして貴様が現れたのは彼女を殺すためなのだろう!?」

「…………」

「なぜだ。なぜ俺が契那さんを殺すのだ!?」

　抑おさえきれぬ激げき昂こうが溢あふれ出し、怒ど声せいとなって空気を震わせる。

「……私も、知りたいです」

　夕陽の手を握り返し、契那が言った。

「夕陽さん。私にとって貴方は、ただの仕事仲間ではありません。私の大切な人です。私の自うぬ惚ぼれでなければ、夕陽さんも私のことを友人として見てくれていたと思っています。……そんな夕陽さんが私を手にかけようとするからには、たぶんきっと、どうしようもない理由があるんだと思います。良ければ、その理由を聞かせてください」

　これから自分を殺そうとしている男を前にしながらも、契那は相手の善意を信じていた。もう一人の夕陽が何か言葉を返すまでじっと待っている。

　風が吹いた。海鳥の群れが空を渡り、どこかへと旅立っていく。

　真っ赤な太陽が、海に沈しずんでいく。

「『時じ空くう技ぎ術じゆつ』を歴史から消し去るためだ」

　もう一人の夕陽が言った。

「時空技術……？」

「カイトン粒子を用いた技術群……時間加速や時空停止を指す総そう称しようだ。俺は、それら時空技術を生み出さない世界を作るため、この時間軸じくにおける三〇年後の未来からやって来た」

「何を言っている」

「言葉で説明するより、実際に目で見たほうが早いだろう。【黄昏】。彼かれらに見せてやれ」

　老いた夕陽が自機に向けて命令する。

　未確認機――【黄昏】が唸りを上げた。機体の頭部から黄色の光線が照射される。

　直後、【旭】の直近に巨きよ大だいな一本の電灯が電子映像として投とう影えいされた。いや、電灯だけではない。光線が複雑な軌跡で屋上を走り、続けて建物や自動車などを周囲の空間に描いていく。【黄昏】から照射された光が、どこかの街の風景を再構成して映し出しているのだ。

「これは……」

「【黄昏】の立体映像投影装置を作動させました」

　困惑する契那に、老いた夕陽が慇いん懃ぎんに説明する。

「これから貴あな女たたちに、三〇年後の世界をお見せします。自分が今日まで生きてきた世界の映像です。ご覧ください」

　立体映像の投影が完了した。夕陽たちの周囲で、三〇年後の世界が動き出す。

　それは、荒こう廃はいした世界だった。

　燃える民家。

　倒とう壊かいした幾つものビル。

　ずたずたになって大破した、戦車やヒトガタの数々。

　人もたくさん死んでいた。巨大なクレーターの中に放ほうり込まれた人々の死体がガソリンで焼かれ、火の粉が天に舞い上がっている。どこかの軍隊が民間人らしき男性たちを横一列に並ばせ、一斉に自じ動どう小しよう銃じゆうを撃発した。悲痛な絶ぜつ叫きよう。飛び散る血ち飛し沫ぶき。殺された男たちは無造作にクレーターの中に蹴けり落おとされ、燃料となってますます火の手を強くさせる。武装した兵士たちは同様の手順で人々を処しよ刑けいし、街を制圧している。

「なに、これ……」

　その凄惨な映像に、契那が呆ぼう然ぜんと声を漏らす。

　映像が切きり替かわった。今度はどこかの戦場が映される。

　ヒトガタの部隊が雨に煙けぶる荒こう野やを走っている。戦場では、大別して二つの陣じん営えいのヒトガタが銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広ひろげていた。一つは、近代的な武器を装備した大部隊。もう一つは、そちらに比べればかなり見み劣おとりする装備で戦う、機種も武装もバラバラな混成部隊だ。

　両軍ともに、まるで当然のように時間加速を使って戦せん闘とうを行っていた。様々な色の燐光を散らし、猛烈な速度で斬り結むすぶヒトガタたち。しかし戦力差は歴然だった。混成部隊は明らかな劣れつ勢せいに立たせられ、一機、また一機と破は壊かいされていく。

　そして戦いの末、遂に混成部隊の最後の一機が撃げき破はされた。銃じゆう創そうからナノマシンを撒まき散らし、大きな水たまりに倒たおれ込んで動かなくなる混成部隊のヒトガタ。その亡なき骸がらを踏ふみにじるようにして、勝利したヒトガタの部隊が戦場で勝かち鬨どきをあげている。勝利したヒトガタは、皇和重工の量産機【灰はい雲ぐも】の後こう継けい機きと思われる機体だった。

　夕陽は、この映像に酷こく似じしたヴィジョンを見た覚えがある。

　あれは一周目――そう、【黄昏】との最初の戦闘で粒子加速増幅器が暴走したときのことだ。装置の暴走により夕陽自身の過去が走そう馬ま灯とうのように流れた直後、身に覚えのないヴィジョンが見えた。時空技術を完成させた皇和重工。巻き起こる戦乱。それに涙を流す契那。何もできない自分。あのとき垣間見たヴィジョンは、このカイトン粒子の空間に映し出された映像と非常によく似たものだった。

「遠くない未来、この世界は皇和重工に支配される」

　もう一人の夕陽が、周囲の映像を見ながら厳おごそかに口を開いた。

「二一〇〇年一二月三一日――つまり今日実施された時間加速実験の成功に始まり、これから皇和重工は契那さんの主導により様々な時空技術を発明していく。時間加速や時空停止……そして『過か去こ視し』。時空を超ちよう越えつするこれらの超ちよう常じよう的な技術を操あやつれるようになったことで、皇和重工は世界最大の覇は権けん企き業ぎようとなる」

「過去視……？」

　耳慣れぬ言葉に夕陽が眉まゆ根ねを寄せる。

「その名の通り、過去を自在に垣間見る技術のことだ。未確定の未来を見る未み来らい視しはまだ不可能だが、既に確定した過去の事象を観測する技術――過去視が、俺おれの時代では発明されている。今から数年後の契那さんの手によってな」

　奴やつの視線が契那に向けられる。その眼光に怯おびえたように、契那が夕陽の手を強く握った。

「この過去視が驚きよう異い的てきなのは、観測する対象が空間に左右されないということだ。指定した座標ならば、海も山も国境も超こえて好きな場所の過去を幾らでも盗ぬすみ見みることができる。敵国の直近の動向を探さぐったり、政治家の過去の汚お職しよくやスキャンダルをいつでも好きなだけ観測することが可能となったのだ」

　もし奴の言葉が真実だとすれば、確かにその技術は驚異的だ。世界中の国の軍隊がどのように部隊を動かしたのか、どのような装備を調達したのかが簡単に露ろ見けんしてしまう。政治家に限らず、世界的な企き業ぎようの重役や富ふ豪ごうなどの過去を監かん視しすることで弱みを握ることもできる。ある意味では未来視よりも遥はるかに悪用の利きく技術だ。

「皇和重工の躍やく進しん……いや、暴走は止まらなかった。奴らは過去視に始まる時空技術を独どく占せんすることで、諸外国や権力者たちの過去を盗み見て莫大な利益をあげていった。これを危険視した日本政府が皇和重工に介かい入にゆうしようとしたが、全ては手て遅おくれだった。皇和重工の権力は世界規模に及およんでおり、科学力だけでなく私兵部隊の軍事力すら並の国家を上回るほどになっていたからだ。……そして、二一二四年。皇和重工の傲ごう慢まんは頂点に達し、奴らは全世界を相手に戦争を仕し掛かけた」

　第四次世界大戦。別名『時空戦争』の勃ぼつ発ぱつだ――もう一人の夕陽が、そう言った。

　先ほど見せられた映像がその時空戦争を映したものだったのだろう。世界中の国家が、一つの民間軍事会社でしかない皇和重工の力に圧あつ倒とうされたのだ。

「……未来の契那さんは、強い自責の念に駆られていた」

　契那が肩かたを強こわ張ばらせた。

「時空戦争により数千万の人命が犠ぎ牲せいになったことに……本来ならば未来をよくするために行ってきたはずの自分の研究が世界に混こん沌とんと破壊をもたらしたことに、契那さんは強い責任を感じていた。だから俺たちは皇和重工の反対勢力に協力し、反乱軍を組織して奴らと戦い続けてきた」

　深い皺の寄った双そう眸ぼうで、老いた夕陽が頭上を見上げる。その瞳ひとみは過去を――今の夕陽たちにとってはこの先に待ち構えている未来を見ている。

「だが、趨すう勢せいは明らかだった。皇和重工の勢力は日に日に増し、多くの国が奴らと敵対するよりも従属することを選んだ。その時点で、皇和重工と反乱軍の戦力差は到とう底てい埋うめ難がたいものになっていた。俺たちは必死に戦ったが……しかし、もはやどうしようもなかった。反乱軍の敗北は、避さけようのないものだった」

「だから……」

　契那が声を震わせ、

「だから貴方は、過去にやって来たんですか。私たちカイトン粒子研究者を殺害して過去を変え、時空技術を葬ほうむり去さるために」

「はい」

「……馬鹿げている」

　夕陽が言った。その声には、憎ぞう悪およりも困惑の感情が強く込められていた。

「契那さんを殺したところで……過去を変えてみたところで未来が変わらないのは、お前も知っているはずだろう。カイトン粒子の発見により並行世界の存在が証明された今、過去に戻もどって歴史に干渉したとしても、その時点で時間軸が分ぶん岐きして別の並行世界が生まれるだけだ。つまり、幾ら過去を変えようとも、お前のいた未来が変わることはないんだぞ」

　そうだ――だから俺は、もう一度この世界で朝陽の笑顔を見ることはできない。

「それがどうした」

　しかし夕陽の言葉に、もう一人の自分は決然と返した。

「俺がいた未来は変わらない。そんなことはわかっている。充分に理解している。だがそれでも、この世界の大勢の命は救える。この先の未来で死ぬことになる多くの人々を救うことができる。見返りなどいらん。俺のいた世界が滅ほろぶのも受け入れよう。だがたとえ俺のいた今――もはや滅びるしかなくなった二一三〇年からその先の未来を変えることはできなくとも、過去を変えることでこの世界の未来を変えることはできるのだ。それが本当の意味で俺たちの世界を変えたことにはならないとしても、それでもこの世界を救うことはできるのだ。破は滅めつ的てきな行動だと笑うなら笑え。何の意味もない行動だと蔑さげすむがいい。だが、それが俺たちにとって唯一の贖しよく罪ざいとなるのなら、やらない理由などありはしない」

　今を変えることで未来を変えられなくとも、過去を変えることで未来を変える。

　それは、契那とは真逆の信念だった。

「そう……贖罪だ。それが彼かの女じよの望みでもある」

「彼女……？　誰だれのことだ」

　夕陽が尋たずねた。それに対し、夕陽が答えた。

「俺の妻――鴛鴦契那のことだ」

　一瞬、聞きき間ま違ちがいかと思った。だが、奴は間違いなく言った。

　夕陽はこの先の未来で、契那と結けつ婚こんしているのだと。

「……俺のいた未来では、契那さんは既すでに亡なくなっている。時空戦争で負った傷が原因だ」

　もう一人の夕陽が呟き、

「晩年の契那さんは、世界のありさまに耐たえられなくなっていた。自分がもたらした技術が世界に死を蔓まん延えんさせたことに、心を壊こわしていた。だから彼女は最後の力を振り絞り、この【黄昏】を造った。過去を改変し、自分のせいで死んでしまった人々を助けてほしい、と。そう言い残して、彼女は息を引き取った。俺がこの時代にやってきたのは、最愛の妻である彼女が託した遺ゆい言ごんを完かん遂すいするためだ」

「…………待、て。ちょっと……待て。だとすれば、お前が契那さんを殺すのは――」

　導き出された恐おそろしい結論に、夕陽が慄りつ然ぜんとする。

　対する眼めの前の自分は、ただ静かに頷いた。

「そうだ。鴛鴦契那の殺害を望んだのは、他ほかならぬ鴛鴦契那自身だ」

　契那が崩くずれ落ちた。

　腰が砕くだけ、膝ひざが力を失い、屋上に尻しりを打つ。

　夕陽の左手から、契那の右手が滑すべり落ちた。

「……嘘うそだ。そんなはずはない。お前が見せた映像とて、ただのフェイクに決まっている」

「そう信じたいなら好きにしろ。だが、お前がどう思おうが関係ない。俺は妻の願いを叶かなえる。過去を変える。鴛鴦契那と全てのカイトン粒子研究者を殺す。この施し設せつも【旭あさひ】も破壊する。……それが、朝陽だけでなく契那さんすら守れなかった、俺の最後の任務だ」

「だ……だとしても、何も殺すことはないだろう!?」

　夕陽が叫んだ。叫ばずにはいられなかった。

「こうして過去に来たのなら、契那さんに未来のことを警告するだけでもいいだろう!?　いや、もしそれだけでは不安ならば、もっと過去に飛んでそもそもカイトン粒子自体が発見されないように歴史を修正すれば――」

「無理だ。二一三〇年時点の科学技術では、これ以上過去に飛ぶことはできない。突貫で造られた【黄昏】では、タイムスリップを行えるのも一度が限界だ。契那さんが亡くなり、皇和重工に殲せん滅めつされるのも時間の問題となっていた俺たちには、それ以上【黄昏】を改良する猶ゆう予よなど残されていなかった。大電力を叩たたき込んで無理やり時空転移する【黄昏】では、直近の過去に飛ぶことで存命中の契那さんの改良を受けるという手段も取れなかった。超ちよう音おん速そく戦せん闘とう機きが数メートルだけ飛行するといった芸当ができないのと同じように。あらゆる条件を考こう慮りよして導き出された座標……それがこの今、二一〇〇年の一二月三一日だった」

「……っ」

「そしてお前の言うように、今ここで契那さんにカイトン粒子の研究をやめるよう忠告すれば、聡さとい彼女ならばそれを受け入れるだろう。だが、他の研究者たちまで説得できるかはわからない。もし、仮に、星ほし屑くずほどの奇き跡せきを掴つかんで全員の説得に成功したとしても、周囲の人間がカイトン粒子の研究を望むだろう。時空を超える技術がもたらす利益――その魅み力りよくに抗あらがえる者など存在しない。事実、皇和重工の他にも、契那さんの知識を手に入れようと企たくらむ勢力は存在した。たとえ契那さんが時空技術の知識を自分の頭の中だけに隠かくしていても、この先の未来で、彼女はその知識を欲ほつする者たちに狙ねらわれ続けることになる」

　だから――と、未来の自分は断言した。

「時空技術を根絶するためには、確実に彼女を殺すしかない」

「っ……お前は、それでいいのか」

　夕陽が声を絞り出す。

「未来の俺は、契那さんを愛していたのだろう!?　だから夫ふう婦ふになったのだろう!?　なのに……なのにお前は、その契那さんを殺すというのか!?」

「…………、俺のこの身体は、もはや俺だけのものではない。俺には、この破滅的な計画に賛同し、今日まで尽つくしてくれた掛かけ替がえのない仲間たちがいる。その命を賭としてまで俺に全てを託してくれた仲間がいる。未来が変わらなくとも、過去の自分たちの運命を変えるために歴史を改変する。たとえ、今の自分たちが死ぬことになろうとも――。この任務が成功すれば、俺の知っている彼らが死んだとしても、この世界で暮らしている過去の彼らは別の未来を生きることができる。契那さんのためだけではない。俺には、この任務を完遂する責務がある。だから……いいか、狭間夕陽。よく聞け」

　敵の眼光が、容赦なく夕陽を射い貫ぬき、

「俺は――鴛鴦契那を殺す」

　はっきりと、宣戦を布告した。

　老いた夕陽が踵きびすを返した。装そう甲こうに足をかけ、【黄昏】のコクピットに入ろうとする。

「ま……待て！」

「……そうだ。この時点のお前はまだ知らないだろうから教えてやる。俺からの最後の手た向むけだ」

　奴がこちらを振り返り、

「契那さんがカイトン粒子の研究を――未来視の発明を目指しているのは……夕陽、お前のためだ。契那さんは二年前のあの日、朝陽の死に間接的に関かかわっていた。本来なら責任を感じる必要などないのに、それでも彼女は朝陽の運命を変えられなかった自分を責め、未来視の技術を追い求めていた。……そして、そのために行ってきた研究が未来を破は滅めつに導いた。それだけに、彼女の絶望は果てがなかったのだ。鴛鴦契那を追おい詰つめ、絶望のうちに死なせたのは……他でもない、俺たち狭はざ間ま夕ゆう陽ひだ」

「は……」

「話は終わりだ。――これより葬そう儀ぎを執とり行おこなう。死を始めよう」

　葬そう儀ぎ社しや特有の戦闘開始宣言を口にし、奴が【黄昏】の中に消える。

「く……くそっ。契那さん――！」

　いつしか周囲の立体映像は消え去っていた。夕陽は契那の手を引き、素す早ばやく【旭】へと乗り込む。契那は愕がく然ぜんと目を見開いて虚きよ脱だつしていた。夕陽はそんな彼女を抱だいたまま操縦席に座すわり【旭】を起動させる。

「――っ！」

　眼前に迫る銃じゆう弾だん。すんでのところで時間加速を発動させて緊きん急きゆう回かい避ひ。同様に【黄昏】も時間加速を発動し、ヴィブロ・エッジによる近接戦闘を仕掛けてきた。足元に用意していた各種の火か砲ほうを拾う余よ裕ゆうはない。夕陽もナイフを抜ぬいて応戦し、敵の猛もう攻こうを辛かろうじて捌さばく。

「契那さん！　しっかりしてください、契那さん！」

「私……私が、未来を……」

　呼びかけるが、契那は夕陽の膝の間で項うな垂だれたまま、うわ言のように繰り返していた。明かされた真相の数々に、完全に心が折れている。夕陽の声など全く耳に入っていないのか、その白はく髪はつと褐かつ色しよくの腕うでをだらりと垂らして呆然としていた。

【黄昏】の攻こう勢せいは続く。煌きらめく刃やいば。迫る斬線。その全てが【旭】を追い立て、装甲を斬きり裂さいていく。これまでのループで最も激しい攻こう撃げきだった。旋せん風ぷうのように唸うなるヴィブロ・エッジ。時間加速が終しゆう了りようすれば即そく座ざに【旭】の側面や背後に回り、ライフルを撃発。【黄昏】は決して攻撃の手を緩ゆるめず、寄せては引く波の如き攻せめでこちらを翻ほん弄ろうする。【旭】のライフルが敵の銃弾にあっさり撃うち抜かれた。【旭】が携けい帯たい火か器きを喪そう失しつする。

　迷いなき猛攻を仕掛ける敵機に対し、夕陽の精神状態は最悪だった。契那と同様、奴に――未来の自分自身に突つきつけられた真実に心が掻かき乱みだされている。

　契那が朝陽の死に関わっていた。

　だからこそ、彼女はカイトン粒子を研究していた。

　そしてその結果、世界に戦争が起きる切きっ掛かけを与あたえ、絶望した。

　思考が追いつかない。反はん撃げきの手が乱れる。全ての動きが精せい彩さいを欠く。まずい。このままでは今回もやられてしまう。

　どうする。どうすればいい。ここは一度『リセット』してでも――

『諦めろ。お前には誰も守れない』

　通信が届いた。暗号化されていないオープン回線。【黄昏】からだ。

　未来の狭間夕陽が語りかける。自嘲するように。憎悪するように。

『母が死んだ。父が死んだ。葬儀社の仲間が死んだ。朝陽が死んだ。思い出せ、〔墓守〕。お前は、たった一人守りたかった妹すら守れなかった男だ。お前はその程度の男だ。世界に抗う力もなく、何もできずにただ大切な人々の死を見届けることしかできない男。それが、お前だ。お前に、誰かを守ることなどできはしない』

「黙れ……っ」

『そして――これからお前は、鴛鴦契那すらも喪うしなう。本来の時間軸であろうとも、この時間軸であろうとも、お前は契那を守れない。それがお前の運命だ。それがお前の未来だ。諦めろ、狭間夕陽。ここにいる俺自身がお前の無力の証明であり、その成れの果てなのだ』

「黙れと言っている！」

　怒声とともにナイフを一いつ閃せん。しかし【黄昏】はその横薙ぎを容易たやすくかわして【旭】に肉にく迫はくした。夕陽はバックステップでひたすら後退し、体勢の立て直しを図はかろうとする。

　怨えん嗟さの言葉はなおも続く。

『俺はお前が憎にくくて仕方がない。お前がもう少し強ければ。お前に戦う力さえあれば。こんな結末を迎えることなどなかった。ここまで堕おちることなどなかった。未来に敗北することなどなかった』

　濃のう密みつな弾だん幕まくの如き刺し突とつ。【黄昏】から放たれるその刃を【旭】はぎりぎりで防ぐ。だが、機体のダメージは蓄ちく積せきされていく一方だ。捌ききれなかった敵の斬撃により、【旭】に増設された追加装甲の損傷が徐々に激しくなっていく。

『だが……何度でも言おう。契那が死ぬことで、この世界は救われるのだ。カイトン粒子の関係者を殺し、時空技術が生まれない世界を作る。そうすれば、本来の時間軸では死ぬ運命にある多くの人々を救うことができる』

「だから契那さんを差し出せと!?　未来と引ひき換かえに!?」

『そうだ。それが彼女自身の願いでもある』

「臆おく面めんもなく、よくもそんな台詞せりふを……！　大勢の過去のために、彼女の未来を奪うばうと言うのか！　ふざけるのも大たい概がいにしろ！」

『ほざくな。朝陽が死んだ過去を改変する力を求めてここにやってきたお前が、どの口で抜かす。過去に固こ執しつし、過去に囚われ、過去を変えることを誰よりも望んでいたのは……夕陽、お前自身だろう』

　その言葉は、夕陽の心臓を貫つらぬいた。

『他の誰にも理解されなくとも、夕陽、お前にだけは理解できるはずだ。過去を変えたいと願っていたはずだ。妹が死ぬ運命を変えたいと。その一心でお前は【旭】のテストパイロットに志願したのではなかったのか』

「…………」

『思い出せ。朝陽を喪ったときの悲しみを。妹を守れなかった苦しみを。自死すら求めたほどのあの絶望を』

　脳のう裏りに二年前の光景が蘇よみがえる。

　真っ赤に焦こげた夕焼け空に、朝陽のヒトガタが倒れている。戦闘が終わり、夕陽は自分の機体からやっとの思いで這はい出して、泣き叫びながら朝陽の機体に駆け寄った。神に祈いのり、自分のこれまでの罪を懺ざん悔げし、ありとあらゆる超常の存在に縋すがり、遂ついに辿り着いた機体のコクピットをこじ開けて、そして――

『思い出したか』

　もう一人の自分が言った。憐あわれむような声だった。

『このまま歴史が進めば、多くの人々が時空戦争で大切な誰かを喪う。親、兄きよう妹だい、恋こい人びと、仲間。この世界に住まう大勢の人々が掛け替えのない存在を奪われ、耐え難い絶望を味わうことになる。お前が朝陽を守れなかったときと同じ、あの絶望を』

　――俺と、同じ……。

『だが、お前が鴛鴦契那を渡わたしさえすれば、そんな彼らの結末を回かい避ひすることができる。お前と同じ絶望を味わう人々の運命を変えることができる』

　頭が痺しびれる。視界が揺ゆれる。指先が震える。

　奴の言葉が夕陽の全身を侵おかしていた。それが全く関係のない赤の他人から言われたのであれば無視もできるが、今こうして語りかけているのは他でもない夕陽自身だ。未来の自分だ。奴も同じ狭間夕陽なのだから、こちらの心中を全て見み透すかし、精神を揺さぶるための的確な言葉を突きつけることができる。

　契那を代だい償しようにすれば、夕陽にとっての朝陽を喪う人々を救うことができる。

　大切な人の死に涙なみだを流す大勢の結末を変えることができる。

　だが、そんなこと、許されるわけが――

「もう……いいです、夕陽さん」

　焦しよう燥そうに身を焦がす夕陽の足元から、声がした。

　項垂れたままの契那が生気のない声で懇こん願がんする。

「このままでは、夕陽さんまで殺されてしまいます。ここで終わりにしましょう。私のことは見捨ててください」

「ば……馬鹿を言わないでください！　そんなこと、できるわけが」

「いいんです。たぶんこれは、私への罰ばつですから。朝陽さんのことを打ち明けられなかったバチが当たったんです」

　夕陽の膝の間に座っていた契那が振り向き、こちらを見る。

　契那は笑っていた。

　瞳から幾いく筋すじもの涙を流し、強張った頬ほおに力を込め、震える唇くちびるを無理やり動かして、笑えみの形を作っている。

　それは、あまりにも痛ましい笑え顔がおだった。

　決して、一一歳さいの少女が浮うかべていい表情ではなかった。

　しかし契那は夕陽の罪悪感を少しでも打ち消すため、気き丈じように振る舞ってみせる。

「私が生きていると、たくさんの人が悲しい目に遭あいます。私の存在が世界を不幸にします。だから、もういいんです。私は……あの日の夕陽さんのように、大切な誰かを亡くして悲しむ人を救うために、カイトン粒りゆう子しの研究をしてきました。少し形は違ちがいますが……私が死ぬことで多くの人が救われるなら、私はそれで構いません。デザインチャイルドの私には、私の死を悲しむ家族もいませんから」

「やめてください……っ」

「繰り返される今日の中で、何度も私のために戦ってくれてありがとうございます。でも、これ以上夕陽さんが傷つく必要はありません。夕陽さんが苦しむ必要はありません。もう、この今日で終わりにしましょう。リセットもしないでください。これが……私が死ぬのが、みんなにとって一番いい結末なんですから」

「やめてください……！」

　夕陽が悲鳴をあげる。しかしそれでも、契那は笑顔を保った。痛ましい笑顔を。

「朝陽さんのこと、打ち明けられなくてごめんなさい。勇気がなくて、ごめんなさい」

　思考が止まる。

　呼吸が止まる。

　時間が止まる。

　夕陽は孤こ立りつ無む援えんだった。あの日――補給が届かず、その身一つで戦わなければならなかった二年前と同じように。

　未来の夕陽は言った。契那は殺さねばならないと。

　契那は言った。自分は死んでも構わないと。

　本当に、そうするしかないのか。

　世界を救うために、彼女を差し出せというのか。

　再び俺に、大切な人を喪えというのか。

　わからない。何もわからない。混乱する。息ができない。

　過去か。未来か。

　どっちだ。どっちを取ればいい。どちらを選べばいい。

　視界が狭せばまる。意識が薄うすれる。自分が選ばなければいけないのは過去なのか。それとも未来なのか。脳が痺れる。全身が震える。夕陽の両眼が焦しよう点てんを失い、揺れる視線が狭せま苦くるしいコクピットの中を彷徨さまよって、そして――




　そして、写真が見えた。




　コクピットの内ない壁へきに貼はりつけられた、一葉の写真。

　強こわ面もてに無表情のままの夕陽と、そんな彼に抱きついて満面の笑みを浮かべる朝陽。在りし日の二人が、その写真の中に納まっている。

　もう二度と還かえって来ることのない大切な妹。悲しいが、それが現実だ。過去と未来に揺れる夕陽の眼前に、非情なまでの現実が突きつけられている。

　そうだ。

　夕陽は、『今』を見ている。

　過去から続き、未来へと伸のびる、その狭はざ間まにある今を。

　この宇宙には無数の時間軸、数多あまたの並行世界がある。だが、夕陽たちの生きるこの現在は、過去から未来へとどこまでも続く一本道のその道中だ。過去も未来も、そして現在も、それぞれが独立しているわけではない。どれかを切り捨て、どれか一つを選ぶのではない。全て繋つながり、連綿と流れていく。それが時間だ。




　――今日も昨日も、その前からずっとそうだったみたいに、明日も、明後日も、土曜も日曜も祝日も、私はお兄ちゃんに起こしてもらいたい。

　――これまでと同じように、お兄ちゃんの声でまた新しい朝を迎むかえたい。

　――お兄ちゃんと、明日を生きたい。

　――だから私は、今、戦うんだよ。




　――辛つらい過去があるから逃にげるんじゃない。

　――あの過去があるからこそ、私は立ち向かうんだよ。




　思い出す。朝陽が遺のこした言葉を。

　凄せい惨さんな過去を経験しながら、それでもまだ見ぬ明日を生きるため、不条理な現実に立ち向かい続けた最愛の妹の姿を。

　どんなに悲しい過去だったとしても、その過去があるから今がある。

　そしてその今を懸けん命めいに生き抜くことで、まだ見ぬ明日がやって来る。

　過去と未来。昨日と明日。その狭間にある今日を何度も繰り返しておきながら、どうしてこんな簡単なことに気づかなかった。お前は間ま抜ぬけだ、狭間夕陽。大おお馬ば鹿か野や郎ろうだ。




　過去を乗のり越こえられない者に、今が訪おとずれるはずがない。

　今日を必死に生きない者に、明日が掴めるはずがない。




【黄昏たそがれ】から声が聞こえる。

『もういいだろう、夕陽。これ以上は無む駄だな足あ掻がきだ。早く諦あきらめて――』

「うるッッッ――せぇぇぇええええええええええええええええええええええええええ!!」

　爆はぜる、激情。

　その罵ば声せいは大気を震ふるわせ、雲を散らし、天を貫いた。

　契那が唖あ然ぜんとしたように夕陽を見上げている。

　あの【黄昏】までが、ほんの僅わずかに動きを硬こう直ちよくさせている。

「やかましい！　やかましいわ老ふけ顔がおゴリラが！　俺と同じ声で、俺と同じ口調で囀さえずるな！　気色悪くて仕方がないだろうが！」

　完全に逆上した狭間夕陽が、普ふ段だんからは考えられないような下品な罵ば倒とうを口走る。
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「諦めろ？　諦めろだと!?　ハッ。過去に縛しばられ、未来から逃げ、今を生きることを忘れた実に俺らしい台詞だな！　反へ吐どが出る！　クソ食くらえだ！　クソ食らえだ狭間夕陽！　誰が諦めてなどやるものか！」

　夕陽の全身に力が漲みなぎる。機体の動きに切れが増す。振るう刃に意志が乗る。

　追い詰められていた【旭】が、徐じよ々じよに後退せずその場で踏ん張ばるようになる。

「それと――契那さん！」

「は、はい!?」

　更さらに続けて、夕陽は契那を睨にらんだ。その凶きよう悪あくな眼光に怯ひるみ、契那がびくりと飛び上がる。

「貴女も、何を諦めているのです！　何を絶望しているのです！　あんな奴の言葉に耳を貸す必要などない。貴女が死を受け入れる必要などどこにもないんです！」

「で、でも……っ」

　契那の顔が再び苦く悩のうに歪ゆがみ、

「未来を知っちゃったんです！　私のせいで滅め茶ちや苦く茶ちやになる未来を！　わ、私が生きているだけでみんなが不幸になるなんて……っ、そんなの、耐えられませんよぉ……！」

「そんな未来は、俺が変えてやる！」

　その叫さけびに、契那が息を詰まらせた。

　夕陽は全神経を【黄昏】との戦闘に向けながらも、契那に自分の想おもいをぶつけ続ける。

「崩ほう壊かいした未来を知ったのなら、俺たちはそうならないように行動できる。今度こそ、時空技術が人々を幸福にするように世界を変えることができる。だから諦めるな！　絶望もするな！　それは、未来を知った俺たちにしかできないことなんだ！」

「……っ！」

「たとえこの先の未来で、貴女の知識を狙い時空技術を悪用しようとする者が現れても、俺が何度でも阻そ止ししてみせる！　貴女が涙を流し、未来に絶望して、もうどうしようもないと諦めかけていたとしても、俺が何度でも貴女を抱きしめる！　『怖こわかったな。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだ』と言って、俺自身が貴女の希望になってみせる！　朝陽が俺に憧あこがれてくれたように！　ループの中の貴女が俺にそうしてくれたように！　だからお願いだ、俺を信じてくれ！　俺と一いつ緒しよに今を戦ってくれ！」

　そして。

　夕陽の魂たましいから迸ほとばしった言葉が、眼の前の少女の心を打った。

「この世界の全すべてが敵になったとしても、俺は今度こそ、大切な人を守ってみせる！」

　契那の喉のどから、嗚お咽えつが漏もれた。

　溢あふれる雫しずくが褐色の頬を伝い、夕陽の膝に雨を落とす。

　細い肩が震え、両手がぎゅっと握にぎりしめられる。

　そして契那は――その拳こぶしで、流れる涙を強く拭ぬぐった。

「――援えん護ごします！　タイミングを合わせてください！」

「了りよう解かい！」

　携けい帯たい端たん末まつに契那の指が走る。鍵けん盤ばんを弾ひくような美び麗れいさではない。画面を叩き割わるような力強さだ。施設の防衛システムに怒ど涛とうの勢いでコマンドがぶち込まれる。

「あああああ――ッ！」

　契那の叫びと同時に屋上の四よ隅すみにある砲ほう台だいが展開し、【黄昏】を砲ほう撃げきした。時間加速を発動し、敵機が回避。撃ち出されたＨＥＡＴ弾が虚むなしく海へと飛んでいく。

　しかしすかさず、夕陽は【黄昏】に急接近した。不必要な回避機動を取らされた敵機の反応が遅おくれ、【旭】のナイフが【黄昏】の胸部を深く斬り裂いた。コクピットにまでは届かなかったが、敵機の正面装甲が盛大に散る。

　さあ――反撃だ。

「ＡＸＬアクセル……ッ！」

　後退した【黄昏】を追い、二つ眼に変化した【旭】が一いつ気き呵か成せいに攻め立てる。唸る拳。放たれる蹴り。荒あれ狂くるうヴィブロ・エッジ。その全てが【黄昏】を襲おそい、猛もう烈れつな攻勢を仕し掛かけ続ける。更にそこに契那の支し援えん砲ほう撃げきが加わり、【黄昏】に防戦を強しい続ける。

　支援砲撃は時間加速で容易にかわされたり、直ちよく撃げきの場合でも時空停止で完全に防がれるが、しかしそれで構わない。こちらの狙いは【黄昏】のエネルギー切れだ。時空技術を使えば使うほど、敵機は莫ばく大だいな電力を消費する。如い何かに相手が三〇年先の未来の技術で製造されていようとも燃料は無む尽じん蔵ぞうではない。夕陽たちの勝機はそこにある。

【黄昏】は【旭】の迎げい撃げきに時間加速を使わざるをえない。そして発動時間が過ぎて超ちよう加か速そく機動が取れなくなった瞬しゆん間かんには、契那の砲撃が襲いかかる。精確に時間を調整し、推測される数多の敵機の移動位置から最も可能性の高い箇か所しよを割り出して、砲ほう弾だんをぶち込んでいく。時間加速を発明した契那だからこそできる高度な偏へん差さ射しや撃げきだ。

『ぐ――っ』

【黄昏】が無理な体勢で銃じゆう撃げきを行った。しかし【旭】はその弾だん丸がんを瞬しゆん時じに回避し、ナイフで敵の銃じゆう身しんを真っ二つに切断。火花が弾だん薬やくに引火し、二機の間で小さな爆ばく発はつが起こる。

　敵の動きが見える。次の行動が予測できる。相手は同じ狭間夕陽だ。自分自身だ。自分の動きの癖くせは誰よりも自分がよく知っている。好む攻撃手段。よく使う防ぼう御ぎよ方法。類推される思考回路。恐れることはない。冷静に奴の先を読み続けろ。お前にならできる。いや、お前にしかできないことなんだ。

『貴様、どこでそれほどの力を……！』

「礼を言うぞ、狭間夕陽」

　苛か烈れつな攻撃を仕掛けながら、夕陽は不敵に言った。

「数えきれない今日が、俺を叩き上げた……！」

　もはや夕陽は無力な男ではない。契那がともに戦ってくれる。この今を生き抜き、崩壊した未来を変えるという強い覚かく悟ごも決まっている。そして何より、四四周にもわたるループが夕陽を成長させ、戦う力を、守る力を与えた。過去の非力な自分を憎む未来の夕陽との死し闘とうが、今の夕陽を成長させた。その皮肉が、彼かれをここまで辿たどり着かせたのだ。

　幾いく度ども見たこの大だい嫌きらいな夕空が、狭間夕陽に三〇年の時を駆かけ上がらせていた。

『――ならばッ！』

　刹せつ那なの間かん隙げきをつき、【黄昏】がマズルスパイク付きの拳けん銃じゆうを抜いた。そして【旭】のナイフを拳銃のグリップで弾き、至し近きん距きよ離りで発はつ砲ぽう。狙いは首元の関節。【旭】が咄とつ嗟さに首を捻ひねり、肩の装甲でその銃弾を受け止める。

　ガン・ストライカー・コンバットだ。たった一発の拳けん銃じゆう弾だんでヒトガタを大破に追い込む、葬そう儀ぎ社しや発はつ祥しようの戦せん闘とう術。弾だん倉そう内の銃弾は一六発。その死の一六発が【旭】を狩かり立てる。

　しかし夕陽は、それに真っ向から立ち向かった。

【旭】を少しも後退させることなく、右手のヴィブロ・エッジで応戦。拳銃を撃発する【黄昏】に恐れることなくナイフを振るい、敵の照準を逸そらさせる。しかし敵機も止まらない。【黄昏】の乱れ打つスパイクがこちらのナイフを弾き、全ての銃弾が装甲の薄い関節を狙って放たれる。二機のヒトガタが全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけた互たがいの攻撃で次々に損傷し、赤と黒の燐りん光こうを纏まとった【旭】と【黄昏】がともに大破寸前にまでボロボロになっていく。

　それでも、夕陽は一歩も退かなかった。

　この状じよう況きようにおいては攻撃こそが最大の防御だ。止まればやられる。迷えば負ける。退くな。逃げるな。戦え。攻めろ。感覚を研とぎ澄すませ。勝つことだけを考えろ。

　俺おれは契那と約束した。

　貴あな女たを守ると。狭間夕陽が鴛おし鴦どり契那を守ると、あの船上でそう誓ちかいを立てた。

　たとえそれが夕陽の記き憶おくの中にしかなく、幾度ものループの果てに消えてしまった思い出の一つだったとしても、その誓いがなくなることなどありえない。

　男が交かわした約束を、なかったことになどしていいわけがない。

「お前などに、俺たちの未来は奪わせない！　契那さんを守ることもできず、全てを諦めて過去に縋るようなお前などに……自分自身に、俺たちの明日は奪わせない！　たとえどんな苦難が待ち受けようとも！　たとえどんな敵が襲い掛かろうとも！　それでも、俺は――」

　続く叫びが、夕焼け空に迸った。

「俺は、契那さんと一緒に未来を生きる！」

【旭】の一閃が、【黄昏】の左ひだり腕うでを両断した。

　加速空間の外に左腕が飛び、その手に握られていた拳銃ごと中空で静止する。今の一いち撃げきで【黄昏】が大きくバランスを崩してよろめいた。ここだ――

【旭】が地を蹴けり、【黄昏】にヴィブロ・エッジを突き込む。

『だとしても……！』

　もう一人の夕陽が吼ほえた。

　姿勢を乱した【黄昏】が両りよう脚あしを開いて力の限りに踏ふみ留とどまり、無理やり転てん倒とうを防ぐ。

『俺にも、負けられない理由がある！』

　瞬間、ナイフを握っていた【旭】の右手首が斬り飛ばされた。

　蹴り上げられた【黄昏】の左ひだり脚あしの爪つま先さきから、ヴィブロ・エッジが飛び出していた。隠し武器だ。【旭】に残された唯ゆい一いつの武装が右の拳ごと喪失。手首の先からナノマシンが噴ふき出し、右みぎ腕うでの内部フレームが切断面から鋭えい利りな先せん端たんを覗のぞかせる。

　攻撃の手を一いつ切さい緩ゆるめることなく、【黄昏】が蹴り上げていた左脚を高速で振り下ろした。【旭】が頭上で両りよう腕うでをクロスしてその踵かか落とおとしを防御。凄すさまじい衝しよう撃げきに追加装甲が木こっ端ぱに砕ける。しかし夕陽は【旭】の左手で敵機の爪先を掴み、力任せにその仕込みナイフをへし折った。千切れた【旭】の指と【黄昏】のヴィブロ・エッジが宙を舞う。

「アァアアアアアッ！」

『オォオオオオオッ！』

　雄お叫たけびを迸らせ、限界まで損傷した赤と黒の兄弟機が同時にハイキックを繰くり出した。鋼鉄の蹴りと蹴りが夕焼け空を背に交差して激げき突とつする。続けて放たれた【旭】の膝ひざ蹴げりが【黄昏】の胴どう体たいに食い込み、【黄昏】の拳が【旭】のコクピットブロックを歪ませる。武装を失い無手となった二機は、そのまま死力を尽くした肉にく弾だん戦せんを繰り広ひろげた。互いの打だ撃げきが装甲を散らし、極限にまで泥どろ臭くさい殴なぐり合あいが暁あかつきの水平線に刻まれる。

「『夕陽ィイイイ――！』」

　二者同一の咆ほう哮こうが天を突き抜けたとき、【旭】と【黄昏】の時間加速が終了した。周囲に浮いていた装甲やパーツが地面に落ちて派手な音を立てる。

　それを合図にしたかのように、超ちよう近きん距きよ離りで組み合っていた二機が同時に頭ず突つきを炸さく裂れつさせた。どちらも全く退くことなくその凄まじい頭突きを繰り返し、必殺の一撃を叩き込み続ける。衝撃で【黄昏】の額がひしゃげ、バイザーで保護された【旭】のカメラが破は裂れつ。右の視界が潰つぶされ、【旭】のコクピットの映像が乱れる。

　そして次の瞬間、【旭】の眼前から【黄昏】の機き影えいが搔かき消きえた。

　ブラックアウトした右の視界を潜くぐり抜け、【黄昏】が【旭】の死角に回ったのだ。【黄昏】が飛び込むように前転し、即座に受け身を取ってこちらを振り向く。

【黄昏】の右手に掴み取られた拳銃が、【旭】を真っ向から照準していた。

　両断された左腕に握られていた拳銃だった。こちらに向けられている銃じゆう口こう。【黄昏】の指が躊ちゆう躇ちよなく引ひき鉄がねを絞しぼり、弾倉に残っていた最後の一発を撃発した。

　その刹那は、夕陽には全てがコマ送りのように映った。

　音速で迫せまる銃弾。既に機体の加速空間は消失しているため、その弾丸は今の【旭】には致ち命めい的てきな速度を誇ほこっていた。狙いはやはり首元の関節。ここを撃ち抜かれれば、機体の胴どう部ぶに位置するコクピットも諸もろ共ともに破は壊かいされる。

　契那が死ぬ。朝陽と同じように。

　だが――

「これ以上……っ」

　武装を失った。

「お前俺に……！」

　機体は既に限界だ。

「負けて……っ！」

　圧あつ倒とう的てきな現実の前では、意志すらも及およばないのかもしれない。

　だが、それでも――




　絶対に、諦めない。




「ッ堪たまるかァァァアアアアアアアアアア!!」

　夕陽の咆哮に呼応し、【旭】が追加装甲をパージした。

　ロックボルトが外れ、中空に置き去りにされる無数の追加装甲。その中から現れる細身のヒトガタ。デッドウェイトから解放されて身軽になった【旭】が、残像すら残す速度で【黄昏】の銃撃を掻い潜った。そのまま胸部装甲が床ゆかに接さんばかりの超ちよう低てい姿し勢せいで爆ばく走そうし、こちらの急激な加速に反応できない敵機の懐ふところに飛び込む。

　そして、拳を切断された右腕――そこから露ろ出しゆつする、骨のように尖とがり出た内部フレームを、力の限りに振ふりかぶり、

「勝ったぞ、朝陽」

　この時代における最さい新しん鋭えい機きの【旭】と、その三〇年先を行く【黄昏】の最終決戦。

　その戦いに幕を引いたのは、男の執しゆう念ねんが生み出した何の変へん哲てつもない右ストレートだった。




《一七三八時》

「――はぁ……ッ。はぁ……！」

「だ、大丈夫ですか、夕陽さん」

「っ……はい。大丈夫です。問題ありません」

　心配そうに見上げる契那に、夕陽が荒あらい息を吐はきながら微び笑しようを向ける。

【旭あさひ】の渾こん身しんの一撃は、【黄昏】の腰よう部ぶに内蔵されたコンデンサを確実に破壊していた。

【黄昏】の駆く動どう音おんが停止し、全身から力が抜ける。対する【旭】も頭部の発光パターンが通常状態に戻もどり、全ての電力を使い果たしてその場に膝ひざをついていた。二機の兄弟機が互いを支え合うように縺もつれ合い、夕焼けに照らされたまま動かなくなる。

　夕陽が呼吸を落ち着かせようとしていると、【黄昏】の上半身がスライドした。

　コクピットの中から姿を現す、老年の夕陽。頭部から夥おびただしい量の血を流して負傷している。奴やつはほんの一いつ瞬しゆんだけこちらを一いち瞥べつすると、すぐさまその身を翻ひるがえした。【黄昏】の装甲を駆け下り、海かい上じよう研けん究きゆう施し設せつの屋上に飛び降りて脇わき目めもふらずに走り出す。
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「逃がすわけが――」

　電力の回復した【旭】を動かし、逃とう走そうを図る敵兵を追いかけようとして――そこで思い至る。

　おかしい。生身の人間が、ヒトガタから逃げられるはずがない。全長も歩ほ幅はばも二倍以上違うのだ。どれほどの俊しゆん足そくの持ち主だろうと、本気で追走するヒトガタから逃げることなど不可能だ。奴が――自分自身がそれを理解していないわけがない。

　夕陽の視線が正面を向く。

【旭】の眼前に、擱かく座ざしたままの【黄昏】がいる。奴があっさりと乗り捨てたヒトガタが。

　夕陽の脊せき髄ずいを、直感が電流となって駆け抜けた。

「っ！」

【黄昏】を蹴り飛ばす。その反動を利用し、【旭】が咄嗟に身を伏せる。

　直後、屋上から落下する【黄昏】が爆発した。

　激げき烈れつな爆炎と閃せん光こう。幼少期に体験した核かく爆ばく発はつが脳裏をよぎるほどの衝撃とともに、海上研究施設の直近で凄まじい火球が炸裂した。破は片へんが飛び散り、音が暴力となり、爆ばく風ふうが刃となって荒れ狂う。その衝しよう撃げき波はを食らい、【旭】が滅茶苦茶に吹き飛ばされた。コクピットの中が撹こう拌はんされ、天と地の向きすらわからないほどに回転する。

「カ……っ」

　あまりの衝撃に、夕陽が呻うめき声ごえを漏らした。しかし幸い、身体のほうに目立った傷はなかった。咄嗟に胸に抱きすくめた契那にも負傷はない。二人とも何とか無事だ。

　だが、【旭】は重傷だった。【黄昏】は屋上から蹴り落とされていたものの、それでもなお敵機の自じ爆ばくはこちらに届いていた。メインセンサの半分が死亡。両りよう脚きやく喪そう失しつ。粒りゆう子し加か速そく増ぞう幅ふく器きも全損。他にも無数の損害が報告され、コクピットに警報が鳴なり響ひびいている。

　そして、この海上研究施設が負ったダメージはそれ以上に深刻だった。

　直方体の構造を取る施設。西に面したその外がい壁へきが、今の爆発で完全に吹き飛んでいた。猛烈な熱波に耐たえられず、施設の壁かべが歪いびつな半球状に抉えぐれている。建物を支える幾いくつもの重要な鉄筋が断だん裂れつし、海面に破片を撒まき散ちらしていた。

　一目でわかった。この施設が崩ほう壊かいするのは、時間の問題だ。

「やってくれたな……っ」

　未来の夕陽は今の混乱に乗じ、屋上にあるヒトガタ搬はん出しゆつ用のエレベーターを使って施し設せつ内ないに逃げ込んだようだった。エレベーターは格納庫までの直通だ。奴を追わなければ。

「契那さん。【旭】は動かせそうですか」

「あと数十秒なら。ですが機体はもうボロボロなので、コンデンサに残っている電力がなくなれば二度と動かせなくなります」

　契那の説明に頷うなずき、夕陽が【旭】を操作した。機体の反応は実に弱々しいものだったが、辛うじて動かすことはできそうだ。夕陽は両脚を失った【旭】を匍ほ匐ふく前ぜん進しんさせ、爆発で吹き飛んだ施設の西側へと向かう。どうせエレベーターは奴に止められているだろう。追つい撃げきするには、爆ばく破はされた壁の穴から施設内に入るしかない。

　じれったいほど遅ち々ちとした速度で這い進み、ようやく【旭】が屋上の端はしに辿り着いた。眼下には大量の破片が浮かぶ海うな原ばらと、壁へき面めんが抉られて内部を――【灰雲】が並ぶ格納庫を露出させている海上研究施設の八階が見える。

　夕陽は唯一まともに動く機体の左腕からアンカーを射出し、屋上の床に固定させると、そのまま恐おそれることなく【旭】の身を投げた。落下した【旭】がワイヤーによってスイングし、爆発で生じた施設の穴から格納庫の中へと自機を放ほうり込む。

「い……っ」

　目を瞑つぶって夕陽に抱だき着いていた契那が細い悲鳴を漏らす。しかし【旭】は何とかバランスを保ち、格納庫の中に飛び込んだ。着地と同時に機体が床の上を大きくバウンド。激しい衝撃がコクピットに走るが、施設内への移動に成功する。

　夕陽は【旭】のコクピットを開放すると、すぐさま機外へと出た。契那の手を引いて格納庫の床に降り、夕陽が早口で捲まくし立てる。

「契那さん。ここで二手に分かれましょう。貴女には、シェルターに避ひ難なんしている施設の職員たちの誘ゆう導どうをお願いしたい。一階の開口フロアまで降りて、小こ型がた艇ていでこの施設から脱だつ出しゆつしてください」

「わ、わかりましたっ。……だけど、夕陽さんはどうされるんですか？」

「自分は……奴を追います。戦闘はまだ終わっていない。奴に、これまでの代償を払はらわせなければなりません」

　鋭するどい眼光で言い放つ夕ゆう陽ひ。そんな彼を見て、契那が僅かに表情を曇くもらせた。

「契那さん？」

「――あの！」

　訝いぶかしんで顔を覗き込んだ夕陽に、契那が声を張った。

「……お願いがあります」

　短い躊躇の後、契那はその願いを口にした。

　彼かの女じよの言葉を聞き終えた夕陽は、無表情のまま言った。

「契那さんは、本当にそれでよろしいのですか」

「はい。もちろん、夕陽さんに危険が及ばない範はん囲いで、ですけど」

「……申し訳ありませんが、確約はできません。自分は決して奴を許すことはできない」

　そう答えた夕陽が、しかし数すう瞬しゆんの間を置き、

「ですが……契那さんが望むのなら善処はします。無論、可能かどうかはわかりませんが」

「ありがとうございます」

「では」

「……夕陽さん。ちょっと待ってください」

　踵きびすを返し、背を向けた夕陽が呼び止められる。

　何かと思って振り向いた瞬間、契那が夕陽の太い首に抱き着いた。

　そして、頬に何かが触ふれる。

　甘あまく、温かく、柔やわらかな感かん触しよく。その感触が残るか残らないかのうちに、契那は夕陽の首を離はなし、三歩ほど後ろに下がった。

「えへへ。やっぱり夕陽さんは大きいですね。次からは屈かがんでもらわないといけないです」

「……………………………………」

「じゃあ、私は先に一階で待ってますから。すぐに追いついてくださいね」

　そう言うと、契那は走って格納庫を出ていった。白はく髪はつの間から覗く褐かつ色しよくのうなじが、鮮せん烈れつな赤に染まっているのが遠目にもわかった。

　しばし放心していた夕陽が、はっとして意識を取り戻した。傷きず痕あとの走る顔をぶんぶんと振り、どうにか平常心を取り戻す。阿あ呆ほうかお前は。呆ほうけている場合ではない。

　夕陽は走り出した。防護ジャケットのホルスターから拳銃を抜ぬく。【黄昏】との戦闘前に施設の武器庫から拝借したものだ。夕陽は格納庫を飛び出し、全速力で廊ろう下かを疾しつ走そうする。

　格納庫から続く廊下には、点々と血の痕あとが見えていた。負傷した未来の夕陽の血けつ痕こんだ。屋上のエレベーターはヒトガタの移動のために作られたものなので、格納庫にしか止まらない。この血痕を追えば奴の逃げた先まで辿り着けるはずだ。

　建物からは常に悲鳴のような異音が響いていた。廊下や壁には亀き裂れつが走り、天てん井じようが崩ほう落らくする。もう時間がない。奴はどこだ――

　廊下に水すい滴てきの如く続いている血痕を追っていくと、ある部屋の前に辿り着いた。

　そこは、施し設せつ長ちようとカイトン粒子の研究者たちが避難したシェルターだった。彼らには一いつ般ぱん職員とは異なり特別頑がん丈じようなシェルターが用意されている。これまでと同様、今回のループにおいても警報を鳴らしたあと、施設長と研究者たちがこのシェルターに逃げ込んだのは確かく認にん済みだった。位置的には、このシェルターは先ほどまで夕陽たちがいた格納庫の真下にあたる。

　シェルターの重い扉とびらは既すでに開放されていた。足元の血痕はその中へと続いている。

　銃じゆうを構える。覚悟を決める。

　鋭く呼気を吐き出すと、夕陽は室内に突とつ入にゆうした。

「…………っ！」

　部屋の最さい奥おう。【黄昏】の爆発で半分以上吹き飛んでいる壁に背を預ける形で、もう一人の自分が立っていた。奴がこちらに気づく。右手に握った拳銃が夕陽に突つきつけられる。

　二人が引ひき鉄がねを絞ったのは、全くの同時だった。

　奴から放たれた銃じゆう弾だんは、夕陽の頬を浅く斬きり裂さいて廊下の壁にめり込んだ。対するこちらの九ミリ弾は奴の右みぎ肩かたに命中。防護ジャケットを貫かん通つうするまでに至らなかったが、衝撃に耐えられず未来の夕陽が拳銃を取り落とし、半はん壊かいした壁にもたれたままずるずるとその場に沈しずんだ。夕陽は新しく刻まれた顔の裂れつ傷しようを拭い、油断なく銃を構えたまま接近する。

　シェルターの中には、無数の死体が転がっていた。

　施設長と、契那以外のカイトン粒子研究者たちだ。全員が頭部を撃うち抜かれ、折り重なるように倒たおれている。生存者は一人もいない。この施設にいたカイトン粒子の関係者は、契那を除いて一人残らず殺されていた。

　この所業を為なした張本人の眼前で止まり、夕陽が銃口を向ける。

「ここまで、か」

　年老いた夕陽が疲つかれ切きったように呟つぶやいた。頭からだけではなく腹部からも大量に出血している。【黄昏】の自爆の余波から逃げきれなかったのだろう。防護ジャケットの所々が焼やけ爛ただれ、熱波は肉体にまで届いている。もう立ち上がることもできないようだ。

「油断などしていなかったが……まさか、負けるとは思わなかった。この時代の俺が、これほど強くなっていたとはな」

「俺だけの勝利ではない」

　夕陽が無表情のまま答え、

「朝陽の遺した言葉があったから、俺はもう一度立ち上がることができた。契那さんがともに戦ってくれたから、俺はお前に勝つことができた。過去と現在。その両方が、俺に未来を変える力をくれたんだ」

「……朝陽と契那。過去と現在、か。なるほどな。どちらも喪うしなった俺では勝てんはずだ」

　未来の夕陽が悲しそうに笑った。口の端はしから、血の筋が流れ落ちる。

　吹き飛んだ壁の向こうから、沈みつつある大きな夕焼けが二人を照らしていた。

「俺は夕焼けが嫌きらいだ」

　未来の夕陽が、そんな夕焼け空を横目で見つめながら言った。

「夕焼けは、人を振り返らせる。この茜あかね色いろの空と血のように燃える太陽を見ていると、なぜだか過去を思い出させられる。それが楽しい記憶ならいいが……どうしてか、俺に蘇よみがえってくるのはいつも決まって悲しい記憶ばかりだ」

「……ああ。同感だ」

「だが……その悲しい記憶があるから、人は強くなれるのだろうな。お前がそうだったように。過去を受け入れられず、過去をなかったことにしようとした俺には、初めから勝ち目などなかったのかもしれん」

「だとしても……決着はつけるぞ」

「ああ。わかっている。今度は外すなよ」

　頷き、もう一人の自分が眉み間けんを指さす。老いを感じさせるその双そう眸ぼうが、真っすぐにこちらを見つめる。拳銃を握る夕陽の右手に力がこもって――

　施設が震えた。

　どこか重要な鉄骨が断裂したのだろう。シェルターが悲鳴をあげ、壁中に無数のひびが走る。直後、今や壁の半分以上が失われている西側の床が一気に崩落した。

　夕陽の立っている場所は無事だった。しかしその崩落は、未来の夕陽が座すわっていた場所にまで届いていた。足場が崩くずれ落ち、もう一人の自分が空中に投げ出される。

　身体が重力に引かれ、赤い海が口を開け、彼の右手が虚しく空を切って、そして――

「……何の真似まねだ」

　そして、夕陽はその右手を掴つかんだ。

　今や断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと化したシェルターの端で、飛び込んだ夕陽が自分自身の手を握っている。

「俺を……許すというのか」

「許すわけないだろうが！」

　腕うでと足、全ての四し肢しを使って踏ん張りながら、夕陽が怒ど鳴なりつけた。右腕にあらんかぎりの力をこめ、宙づりになった狭はざ間ま夕ゆう陽ひを掴み続ける。

「俺は絶対にお前を許したりなどしない！　お前は契那さんを殺した。何度も何度も殺した。たとえお前や彼女にその記憶がなくとも、俺だけは覚えている。俺だけは、契那さんの全ての死を覚えている！　だから俺は絶対にお前を許したりなどしない。必ずお前の命でその罪を償つぐなわせてやる！」

「ならば、なぜ」

「契那さんが助けてほしいと言ったからだ！」

　老兵が眼を見開いた。

　夕陽はどうにか左手でシェルターの窪くぼみを掴み、殆ほとんど怒ど号ごうのように叫び散らす。

「契那さんが、お前を許すと言った。自分を殺そうとし、事実何度も殺してきたお前を、彼女は助けてあげてほしいと言ったんだ！　お前がこんなことをしたのはどうしようもなく追おい詰つめられていたからだと……お前だって本心ではこんなことをしたくなかったはずだと、そう言ったんだ！」

「…………」

「だから、今は助けてやる。助けてやるから彼女に詫わびろ！　誠心誠意、心の底から、お前がしようとしたことを謝罪しろ！　それが、お前を許すと言ってくれた契那さんにできる、お前の唯一の贖しよく罪ざいだ。俺がお前を殺すのはそれからにしてやる！」

　夕陽のその言葉を、もう一人の自分は黙だまって聞いていた。

　まずい。奴の出血のせいで右手が滑すべる。夕陽が腹ばいになっている足場もいつまで持つかわからない。これ以上は――

「ありがとう」

　未来の夕陽が言った。老い衰おとろえたその顔には、救いを与あたえられたような安らかさがある。

「礼は生きて契那さんに言え！　いいから今すぐ左手を……！」

　そこで、気づく。

　奴の左腕が、だらんと力なく垂たれ下がっていた。重力に負けているのではない。骨折か、あるいは肩かたの関節が外れているのだ。

　未来の夕陽が言った。

「この先、お前には多くの困難が待ち構えているだろう。この日の選せん択たくを後こう悔かいするときもあるかもしれない。だが……お前は、俺とは違ちがう。過去を乗り越え、今を諦めず、ここまで辿り着いたお前ならば……きっと、俺とは違う未来を生きられる」

「待っ……」

「契那さんを、幸せにしてくれ。俺にはできなかった」

　そして――その右手が、滑り落ちる。




「夕陽。お前の未来、返すぞ」




　そう言い残して、狭間夕陽は大おお海うな原ばらに消えていった。

　長い長い落下の末、海面を叩たたく小さな音が、かすかに聞こえた。

「…………馬鹿野郎っ」

　夕陽が絞り出せたのは、そんな悪態だけだった。

　そのときだった。

　施設にこれまでで最大級の激げき震しんが走った。もう時間がない。夕陽は未練を振り払って立ち上がり、室外を目指して走り出す。
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　同時に、シェルターの天井が崩落した。

　轟ごう音おんとともにコンクリートの塊かたまりが降り注ぎ、長大な鉄骨が容よう赦しやなく夕陽に直撃する。

　廊下まであと数メートル。その数メートルを前にして、夕陽は意識を失った。




《一七五四時》

「押おさないで！　船はいつでも出られます。転ばないように注意してください！」

　契那が大声で指示を出す。彼女は施設一階の開口フロアで職員たちの避ひ難なん誘ゆう導どうを行っていた。既に殆どの職員が小型艇に乗り込み、定員が来た船から順に海へと脱出している。

　フロアの奥おくから複数の男がやってきた。今日の昼に夕陽に絡からんでいた私兵部隊の五人だ。彼らは負傷者たちに手を貸し、人命救助に当たってくれていた。負傷者の中には、なぜか先ほどの爆発の直後から、特に外傷がないのに突とつ然ぜん意識を失って倒れた者がいたそうだ。あの五人はギリギリまで施設の中に残り、そんな職員たちの救助を行ってくれていたのだ。

「これで全員か!?」

　負傷者を船に連れ込み、五人衆のリーダーが怒鳴った。契那は首を振り、

「まだです！　施設長と私以外の研究者……それに、夕陽さんが！」

「夕陽……あの髑どく髏ろ野や郎ろうか。畜ちく生しよう、なにもたついてやがんだッ」

　リーダーが口くち汚ぎたなく毒づいたとき、開口フロアを支える複数の鉄柱が砕くだけ始めた。床や壁にも亀裂が走り、天井が落ちてくる。海上研究施設の崩落が本格化してきたのだ。

「これ以上は待てません！　船を出します。さあ、鴛鴦博士も早く乗ってください！」

　操そう舵だ室しつから顔を出した職員が叫んだ。しかし契那はフロアに留まったまま、

「だ……駄だ目めです！　夕陽さんが……夕陽さんがまだ！」

　体内の情報用ナノマシンを起動させ、夕陽との思考通信を繋つなぐ。視線の先に通話状態を示す画面が現れ、夕陽を呼び出そうとする。

　しかし、反応がない。幾ら呼びかけても応答がない。何かあったのだ。

　契那は決断した。

「夕陽さんを探しに行きます！　私のことは構いません。皆みなさんは船を出してください！」

「馬ば鹿かを言わないでください！」

　操舵室にいた職員が甲かん板ぱんから降り、駆けだそうとした契那の腕を掴んだ。そのまま彼女の手を引き、無理やり船の中に連れ込もうとする。

「いや、放して。放してください！」

「もう無む駄だです。諦あきらめてください！」

「いやです！　絶対にいやです！」

　職員の言い分はもっともだ。この状況で契那のような少女を一人で行かせていいわけがない。駄だ々だをこねている自分のほうが間ま違ちがっている。だがそれでも、契那は叫んだ。

「夕陽さんのことが好きなんです……！　大切な人なんです！　あの人は何度も私のために戦ってくれた……！　命をかけてくれた！　だから……だから今度は、私が夕陽さんを助けるんです！」

　声を張り、子どものように暴れる契那の右手――それを掴んでいた職員の腕が、不意に力を失う。その唐とう突とつさに、思わず契那が前につんのめった。

　後ろを振り返る。契那を引き留めていた職員が、別の男に腕を掴まれて拘こう束そくされている。

　五人衆のリーダーだった。

「野や郎ろうには、仮想戦闘の借りを返さなきゃなんねえからな」

　そして顎あごをしゃくり、

「行きな、お嬢じようちゃん」

「――はい！」

　リーダーの粋いきな言葉に、契那が元気よく答える。

　踵を返した彼女は、一直線にフロアの外へと走り出していった。




《一六〇三時》

　近くで火の爆はぜる音がして、夕陽は辛かろうじて意識を取り戻した。

「ぐ……っ」

　夕陽は仰あお向むけに倒れていた。胸の上に、焼け焦こげた巨きよ大だいな鉄骨が圧おし掛かかっている。

　助けを呼ぼうと思考通信を試みるが、夕陽は回線を開くことができなかった。落下してきた鉄骨が頭に直撃したのか、意識が朦もう朧ろうとして集中できない。思考通信の使用には、情報用ナノマシン保持者の正常な思考力が必要とされる。頭部に強いダメージを受けたこの状態では、通信画面を呼び出すことさえできなかった。

　霞かすむ意識を繋ぎ止め、何とか両腕を動かして鉄骨を持ち上げようとする。しかし、夕陽の怪かい力りきをもってしてもその鉄の塊はびくともしなかった。深く息を吸い込み、もう一度脱出を試みる。恥はじも外聞もなく雄叫びをあげ、二本の腕に渾身の力をこめる。鉄骨が僅わずかにずれた。だが、ずれただけだった。脱出には程ほど遠とおい。

　自分一人では無理だ。

　そう結論せざるをえない。幾ら足あ掻がこうとも、夕陽だけでの脱出は不可能だ。

　誰だれか。誰でもいい。誰か来てくれ――

　不意に、音がした。

　夕陽が仰向けのまま首を動かし、シェルターの入り口を見る。

　そこに、膝に手をついて喘あえいでいる契那の姿があった。

「はぁ……はぁ……っ。夕陽さん！」

　普ふ段だんの夕陽ならば、無む謀ぼうにも彼を追ってきた彼女を叱しつ責せきしていただろう。なぜ自分だけでも逃にげなかったのかと声を張り上げていたはずだ。

　だがこのとき夕陽の口から出たのは、それとは真逆の言葉だった。

「助けてください！」

　いやだ。死にたくない。

　ここまで来て、ここまで辿り着いて、これまでの全すべてをなかったことになんてしたくない。繰り返されるループの中で、夕陽は自身の死を恐れなくなっていた。だが、今は違う。今は死ぬことが恐ろしくて仕方がない。ともに戦い、死線を超こえ、深く心を交わしたこの契那と明日を歩めないなんて、そんな結末は絶対に耐えられない。

　俺は、契那と生きたい。

　契那が駆け寄り、夕陽の傍に膝をついた。埃ほこりと煤すすに塗まみれた小さな手を鉄骨の下に入れ、大声で叫さけぶ。

「同時に持ち上げます！　行きますよ。せーっの！」

「おお――！」

　身体からだ中じゆうに残った力を振り絞り、夕陽と契那が鉄骨を持ち上げた。ほんの僅かに鉄骨が動く。しかし夕陽が自分の身体を引き抜くまでには至らない。それでも二人は決して諦めることなく、死力を尽つくして脱出を図はかろうとする。

　施設が傾かたむき始めた。【黄昏たそがれ】の自爆で抉れた西側へと向けて、少しずつ建物が倒れようとしている。このままでは二人とも施設の倒とう壊かいに巻き込まれてしまう。

　だが、それでも、夕陽と契那は諦めなかった。

　最後の、最後の、最後の、その一瞬まで、懸けん命めいに生き抜こうと足掻き続ける。

　施設の傾きが大きくなった。床が斜ななめになり、夕陽が海に落ちかける。




　そのとき、彼らの頭上から【旭】が落ちてきた。




　このシェルターの真上――格納庫の床が抜け、先ほど乗り捨てた【旭】が降ってきたのだ。【旭】は夕陽を掠かすめ、彼の身体を押し潰していた鉄骨を跳はね上あげると、そのまま施設の階層をぶち抜いて真っ逆さまに落下していった。

　夕陽を救ったのは、ボロボロになった【旭】だった。

「走って！」

　契那が叫んだ。夕陽はすぐさま立ち上がり、彼女に手を引かれながらシェルターの外へ飛び出した。肋ろつ骨こつが折れているのか呼吸するだけで激痛が走るが、しかし構わず全ぜん身しん全ぜん霊れいで通路を駆かける。

　施設の傾きが更さらに大きくなった。足元の傾けい斜しやがきつくなり、真っすぐに走ることさえ難しくなる。しかし夕陽たちは、壁に手をつきながらもその足を決して止めなかった。ただ前だけを向いてひた走る。

　通路の突き当あたりが見えた。そこには、茜あかね空ぞらを映す窓が嵌はめ込まれている。施設の北側を向く窓だ。

　天井が崩れる。その崩落を掻い潜り、夕陽は契那を抱いて窓へと突っ込んだ。

　硝子ガラスをぶち破り、二人が宙を飛ぶ。

　赤い空を舞まう。

　そして、夕陽と契那は数十メートルの高さから海面を突き破やぶった。

「――っくは！」

「けほ……っ。けほ、けほ……っ！」

　纏まとわりつく気き泡ほうを掻き分け、水上へと顔を出した二人が咳せき込んだ。顔に張り付く前まえ髪がみを払い、背後を振り向く。

　海上研究施設が、完全に崩れようとしていた。

　階層が抜け落ち、数多あまたの破片を撒き散らして、施設が沈んでいく。その余波が大きな波は紋もんを作り、夕陽たちを押し流した。施設からどんどん離れていく夕陽たちの前方で、カイトン粒りゆう子しの研究のために作られた全ての機材や設備が海の底へと消えていく。

　繰り返された今日が、遂ついに終わる。

「夕陽さん」

　名を呼ばれ、隣となりを見る。海に浮うかぶ契那が夕陽の手を握にぎり、傍に寄り添そった。近づいた彼女の胸が、夕陽の腕にそっと触れる。

　冷たい水の中にありながら、契那の心臓の鼓こ動どうが伝わってきた。

　彼女の生きている証あかしが感じられた。

　涙なみだは、自然とこぼれた。

　契那を救うまで流さないと決めていた涙。それが遂に限界を迎むかえ、夕陽の両眼から溢あふれ出す。

　そんな夕陽を、契那が抱きしめた。

　いつかと同じように彼かれの頭を胸に寄せ、夕陽の弱くて脆もろい部分を受け止める。

「ぁ……ああ……っ。生きてる。生きてる……っ！」

「はい。私は生きてます。鴛おし鴦どり契那は生きています……っ。夕陽さんが守ってくれたおかげで、私は明日も生きることができます……！」

「よかった。よかった……っ。ありがとう。本当に、ありがとう……！」

　嗚お咽えつがもれる。喉のどが震ふるえる。

　耐えきれなくなった夕陽が、契那の胸で泣きじゃくる。

「怖こわかった……っ。もう、もう駄目なんじゃないかって、何度も挫くじけそうになって……！　また、喪うんじゃないかって……！　すごく、怖かったんだ……！」

「はい。はい……っ。怖かったですね。辛つらかったですね。でも……でも、もう大だい丈じよう夫ぶです。私がずっと夕陽さんの傍にいます。もう絶対に、夕陽さんを一人になんてしません。二人で未来を生きましょう」

　そう囁ささやく契那の声も、既に涙に濡ぬれている。

　夕陽は年とし甲が斐いもなく声をあげて泣き続け、契那の背中に腕を回して彼女に縋すがった。どくん、どくん、と確かに聞こえる彼女の鼓動を決して忘れぬよう、自分の心に刻み付ける。

　太陽が沈む。

　夕焼けが消える。

　今日が終わる。

　子どものように泣く二人に、新世紀が訪おとずれようとしていた。







終章　スプリングタイムマシン・ブルース







《四か月後　二一〇一年：四月九日：〇五〇八時》

　未明の神威かむい島じまに、日の光が差し始める。

「契けい那なさん。歩き始めてから随ずい分ぶん経たちますが、疲れてはおられませんか？」

「は、はい。大丈夫です。これくらい全然へっちゃらで――って、わわっ!?」

　地面に転がる石に足を取られ、契那がバランスを崩した。夕ゆう陽ひがすかさず右手を伸のばし、倒れかけていた彼女の身体を受け止める。

「あぅ……。ご、ごめんなさい」

「いえ、お気になさらず。足元が悪いので、ここからは手を繋いでいきましょう」

「わ、わかりましたっ。……えへへ」

　夕陽の差し出した手を握り、契那が照れたように口元を緩ゆるめた。そんな彼女の愛らしい反応に、夕陽の頬ほおも朱しゆに染まる。二人は胸の内に温かな熱を宿しながら、神威島の大地を歩いていく。

　荒あれた道をしばらく行くと、二人は海を一望できる岬みさきへと出た。頭上には真っ白な灯台が天高くそそり立っている。そのまま岬の先せん端たんにまで辿たどり着くと、夕陽はそこに建てられている小さな墓の前で足を止めた。

「……久しぶりだな、朝あさ陽ひ」

　そこには、幾つもの墓石が並んでいた。この地で戦い、そして散っていった者たち。かつて夕陽が所属した、葬そう儀ぎ社しやの仲間たちの墓所だ。朝陽の墓はその中央に建てられている。

　契那が腰を下ろし、手に持っていた花を墓前に供える。夕陽がその巨きよ体たいを小さくして、彼女の隣に屈んで手を合わせた。契那もそれに倣ならい、無音の時間が訪れる。

　未来を賭かけたあの戦い。

　あれからもう随ずい分ぶん時間が流れ、季節は春になっていた。

　皇こう和わ重じゆう工こうにおいて、あの事件は可燃性ガス漏ろう洩せつに伴ともなう原因不明の爆ばく発はつ事故として処理されている。全ての真相を知っているただ二人の当事者である夕陽と契那が、何も言わずに口を噤つぐんでいるからだ。あんな荒こう唐とう無む稽けいな話など言えるわけがないし、それが未来を破は滅めつに導く皇和重工が相手となればなおさらだった。あの長くも短い一日の真実は、夕陽と契那の胸の中にのみ仕し舞まわれている。

　そして――三〇年後からやって来たもう一人の狭間夕陽と、彼が乗っていた【黄昏】の存在もまた、今となっては二人の記き憶おくの中にしか存在しない。

　海上研究施設が海中に没ぼつした後、皇和重工は最さい新しん鋭えいの深しん海かい探たん査さ艇ていを幾つも投入して失われた【旭】や機材の回収を図った。しかし、その試みは全て失敗に終わった。施設周辺の海域には深い海かい溝こうが存在し、探査艇が潜せん航こうできない深度にまで機材が沈んでいたからだ。【旭】の存在も確認されたが、夕陽の愛機であったあの機体は水圧に耐えられず装そう甲こうをひしゃげさせ、海溝に挟はさまれて完全に圧あつ壊かいしていたのだと言う。

　だが、【黄昏】は発見されなかった。

【旭】よりも更に深い海の底に沈んでしまったのか。あの自爆により海上研究施設から遥はるか遠く離れた海域に吹き飛んでしまったのか。いずれにしても、皇和重工による探査ではあの黒いヒトガタが見つかることはなかった。未来の狭はざ間ま夕陽の遺体もまた同様だ。

　あの負傷で海に投げ出されたのだ。どう考えたところで、奴が生きているわけがない。だが、それを証明する証しよ拠うこはどこにもなかった。夕陽たちとしても彼らの存在を皇和重工に知られるわけにはいかないので、その事実に対しては沈ちん黙もくを貫つらぬくより他にない。

　三〇年の時を超えて夕陽たちの前に現れた、もう一人の自分と【黄昏】。

　彼らに訪れた結末を知る者は、今やこの世界のどこにもいなかった。

　また、夕陽のループ能力は予想どおり失われることになった。事件後、密ひそかに契那に検査してもらったのだが、既に夕陽の脳内には超ちよう高こう濃のう度どのカイトン粒りゆう子しは見られず、粒子濃のう度どは通常レベルにまで下がっていた。喜んでいいのかどうかわからないが、しかしこれで、二度と夕陽が時のループに巻き込まれることはなくなった。

　そして全てが終わり、夕陽は今、この場所を訪れている。

　風が吹いた。肌はだを刺さすような凍こごえる風だ。

　しかし夕陽は穏おだやかな気持ちのまま、閉じていた瞼まぶたを開き、ゆっくりと立ち上がった。

「ここには、当分来ないつもりでした」

　背筋を伸ばし、夕陽が呟いた。傍かたわらに立つ契那がこちらを見上げる。

「ここに来れば、どうしても悲しい気持ちが……辛い記憶が蘇ります。朝陽がもうこの世界にはいないという現実が突きつけられるようで……臆おく病びような自分には、その現実を受け止めるだけの力がありませんでした」

　でも――と、夕陽が契那を見つめる。

「契那さんが隣にいてくれるおかげで、自分は今日、ここに来ることができました。本当の意味で、自分の過去を受け入れることができたような気がします。ありがとうございます、契那さん」

「約束しましたから」

　契那が微ほほ笑えみ、

「私はずっと夕陽さんの傍にいるって……夕陽さんを絶対に一人になんてしないって、そう約束しましたから」

「……そう、でしたね」

「はい。そうなんです」

　えへへ、と契那は笑った。普段は殆ど表情が変わることのない夕陽も、その笑え顔がおに応こたえるべく、今の彼にできる最高の笑えみを契那に返す。

　ひとしきり笑い合うと、契那が視線を落とした。

「今日まで、これをどうしようかずっと考えていました」

　腰に提さげたポーチから契那があるものを取り出した。小さなスティック状の物体。データ保存用の記憶装置だ。

　その中には、カイトン粒子に関する全てのデータが眠ねむっている。四か月前のあの日――繰くり返された一日の中で、【黄昏】との決戦の前に海かい上じよう研けん究きゆう施し設せつのデータベースから秘ひ密みつ裏りに移動させておいたのだ。このデータが残っていることは皇和重工には伝えていない。知っているのはここにいる二人だけだ。未来の夕陽から聞いた話が真実であるのなら、このデータを皇和重工に渡わたすわけにはいかない。

　現在、皇和重工でのカイトン粒子の研究は中断されている。あの襲しゆう撃げきにより施設の設備や【旭あさひ】が海溝深くに沈んでしまっただけでなく、カイトン粒子の研究者が契那を残して全員死亡したためだ。

　更に皇和重工内において、契那はあの襲撃によりカイトン粒子に関する記憶を失った、ということになっていた。皇和重工に時空技術を渡さないために、あの戦い以降、契那は記き憶おく喪そう失しつを装っているのだ。

　無論、そんなものは全くの出まかせである。しかし実を言うと、あの襲撃の際、助かった職員の中から実際に記憶障害を引き起こす者が現れていたのだ。彼らの身体を検査したところ、その脳内からは異常な波長を示すカイトン粒子の活動が確認されていた。

　おそらくこの記憶障害は、今となってはその行方ゆくえが知れなくなった【黄昏】が原因だと考えられる。

　あの戦いの最後、未来の夕陽はこちらの手を逃のがれるべく、機体に搭とう載さいされていた自じ爆ばく装置を発動させた。あの大だい爆ばく発はつにより【黄昏】の機体内部を循じゆん環かんしていた高こう濃のう度どのカイトン粒子が周囲に撒まき散ちらされた結果、その影えい響きようを受けた数名に記憶障害が発生したのだと推測される。自爆の直後、急に意識を失って倒れたという職員たちがそれだ。

　契那はその事実を利用することで、皇和重工に時空技術を渡さないために記憶喪失を装っているのだった。更に彼女は現在、記憶喪失であることを理由に皇和重工を休職しているため、当分の間はカイトン粒子に関する全ての研究が中止されることになっている。

　契那がデータの記憶装置を見つめ、小さく呟く。

「データを破は壊かいしようかと思いました。この場で海に投げ捨てようかとも考えました。でもやっぱり、このデータは残しておこうと思います。誰にも渡したりはしません。ただ、いつの日か……いつの日か、このデータを世界が必要としたとき、私だけで研究を再開しようと思います。それが、未来を変えると決めた私の覚かく悟ごであり……私があの日見殺しにした人たちに対する、せめてもの償いだと思いますから」

　そう言って、契那は白み始めた空を見つめる。

【黄昏】の襲撃により、契那を除く研究者や施設長は一人残らず亡なくなった。一般職員や皇和重工の私兵たちは無事に小こ型がた艇ていで脱だつ出しゆつすることができたが、しかしカイトン粒子に関かかわる契那の同どう僚りようは全て死んだ。

　あの戦いの後で夕陽が『リセット』を行えば、あるいは施設の職員全員を助けられたかもしれない。だが、心こころ優やさしい契那が夕陽にそんなことを望めるわけがなかった。またループを行えば、再び未来の夕陽と勝てるかどうかもわからない死し闘とうを繰り広げなければならない。また夕陽が傷つかなければならない。

　故ゆえに契那は、彼らの死をなかったことにはしなかった。

　未来の夕ゆう陽ひの屍しかばねを踏ふみ越こえ、なおもこの世界を生きると決めた契那は、自らの意志でその罪を背負うと決めた。

　データの記憶装置を固く握る契那の拳こぶし。それが、罪の重圧に震えている。

　夕陽は、そんな彼かの女じよの手を自分の手で優やさしく覆おおった。

「夕陽さん……？」

「貴あな女たが自分の傍にいると約束してくださったように」

　見上げる契那を真っすぐに見つめ返し、

「自分も、貴女を守ると約束しました。崩ほう壊かいした未来を変え、今度こそ時空技術が人々を幸福にするよう世界を変えると誓ちかいました。たとえ世界の全てが敵になったとしても、貴女を守るのだとそう約束しました。自分がもう一人ではないように……契那さん。貴女も一人ではありません。自分が、ずっとお傍にいます」

「……そう、でしたね」

「はい。そうなのです」

　くすりと夕陽がしたり顔で笑った。それに釣つられ、今度は契那が満面の笑みを咲さかせる。

　そして、二人は踵を返した。

　手を繋いで。指を絡めて。大きな夕陽の手のひらと小さな契那の手のひらが重なり、二人が一つになる。

　夕陽は一度だけ、後ろを振り返った。彼の視線の先に、最愛の妹が眠っている。

　もう行くよ、朝陽。

　夕陽は心の中で伝えた。

　お前のいた過去は恋こいしいけれど。お前のいない今は悲しいけれど。

　だけどその過去があるから今があり、この今があるから未来へと進める。

　だから俺おれはもう、歩みを止めない。

　これからどんな苦難が訪れようと、絶対に諦めたりなどしない。

　まだ見ぬ明日を歩むため、過去を乗のり越え、眼めの前の現実に最後まで抗あらがい続けたお前と同じように。

　装甲が砕け、機体が大破し、周囲を幾いく千せん幾いく万まんの敵に囲まれようとも、俺は何度でも銃弾の尽きた拳けん銃じゆうを再装填リロードする。

　お前が立ち向かったこの世界に、俺も銃じゆう口こうを向け続ける。

　夕陽と契那が、荒れた道を歩いていく。

　足を取られ、転びそうになり、時間をかけながらも、しかし二人はその道を歩き続ける。

　真っすぐ、その先へと向かって。

　水平線から顔を覗のぞかせた朝日が、二人の背中を、そっと見守っている。
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あとがき







　バブみという概念に対する私の第一印象は、「狂っている」でした。

　私がバブみを知ったのは数年前、本業の仕事で異動があった辺りのことです。この異動先というのが変わった部署で、窓口に来たお客様から槍が飛んでくるわ、海岸に漂着した外国の軍人らしき水死体を処理することになるわ、自称下半身不随のお客様がかっ飛ばすバイクに天然パーマの先輩が撥ねられるわ、その裁判の傍聴席で天パの先輩（全治一週間）の隣に座って先輩の遺影を膝に抱えていたら上司にお尻をひっぱたかれるわという具合で、とにかく今までにない職場でした。そんな日々の疲れを和らげる癒しを求めていたときに出会ったコンテンツ。それがバブみでした。

　私はこのバブみをあるゲーム動画で知りました。その動画では三人のジュニアアイドルが可愛らしく踊っていたのですが、動画が中盤に差し掛かった辺りのコメントで、

「真ん中で産声を上げたい」「ママ選択画面」「ラブレター（出生届）」「お母さんの擬人化」

　というパワーワードの数々が私の眼に飛び込んできました。このとき私は得も言われぬ恐怖を抱いたのを覚えています。自分よりも年下の女の子をママと呼んで幼児退行するなんて。こいつらは狂っている。私はすっかり恐れ慄き、すぐにその動画を消しました。

　しかし、その後も前述した本業でストレスフルなイベントを様々に経験し、身も心もこてんぱんになった私は、再び癒しを求めてその動画に還ってきました。二回目の視聴では「まーた変なコメントが増えてるよ」と苦笑し、三回目は「……この人たちも疲れてるんだろうな」と共感して、四回目で「バブー！」とオギャっていました。

　これが私、オギャ本バブ美が爆誕した経緯です。不用意に深淵をのぞいた結果、深淵もまた私をのぞいていたのです。皆様もお気をつけください。




　そんな私のデビュー作「デッド・エンド・リローデッド１　―無限戦場のリターナー―」、略称「ドドド」は、バブみを始めとしてロボットやループなど私の好きなものを全部ぶち込んでできた作品になります。

　特にロボットには思い入れがあり、私は執筆活動を始めてこの方、殆どロボットものしか書いたことがないほどに大好きなジャンルです。四肢が捥げようとも頭部が損壊しようとも、オイルをまき散らしながら装甲を軋ませて戦う鋼鉄の巨人。あるいは、機械らしい合理的な思考しかできなかったのに、パイロットとの触れ合いにより徐々に人間らしさを獲得していくＡＩ。幼少期の私はそういった熱い描写や展開に心を奪われ、以降、今日までひたすらロボットを書き続けてきました。私がロボットに感じた「熱さ」や「可能性」を、私もまた書いてみたい。その想いが結集してできたものがドドドになります。拙作をお読みいただいた皆様にもその想いが伝わり、ロボット好きな方は更にロボットが好きに、あまりロボットに興味がなかった方もこれを機にロボットにハマっていただけたのなら、一人のロボットジャンル作家としてこれほど嬉しいことはありません。

　また、私はロボットと同じくらいに映画も好きでして、執筆活動をする際にはよく映画から着想を得ます。ちなみにドドドのストーリーを思いつく切っ掛けになったのは「映画クレヨンしんちゃん　嵐を呼ぶ　モーレツ！　オトナ帝国の逆襲」を観直しているときのことでした。作中にはオトナ帝国のほかに幾つかの映画のオマージュや小ネタを入れていますので、ご興味のある方はどうぞ探してみてください。




　ここからは謝辞を。イラストレーターのＮｉ[image: ]様。素敵なキャラクターだけではなく、かっこいいロボットまで描いていただき本当に感激しております。【旭】のデザインを見たときは痺れに痺れました。いただいた設定画は、どれも私の宝物です。

　続いて、ＨＪ文庫編集部の皆様。ロボットものが必ずしもメジャーとは言いがたいこのご時世に拙作を大賞に選んでいただき、誠にありがとうございます。このオギャ本バブ美、皆様に助産していただいて産声を上げたご恩は生涯忘れません。

　そして、担当編集様。一度はこの道を外れかけ、それでも諦められずがむしゃらに書き続けた私に二度目のチャンスをくださったこと、心から感謝申し上げます。

　何より、この本を手に取ってくださった皆様。幾久しくお付き合いいただけるよう今後も最高のバブみとロボットを書いて参りますので、何卒よろしくお願いいたします。

　最後に宣伝を。拙作ドドドは、株式会社ホビージャパン様が運営される小説投稿サイト「ノベルアップ＋」様（https://novelup.plus/signup）にて、一巻のほとんどの内容および、その前後を書いたＳＳと二巻の冒頭が公開予定です。ぜひご覧ください。

　というか、何なら二巻はもう書きあがっていますし、実を言うと本文は既に五巻まで、プロットは九巻までストックを用意しています。ですので、今後もし続刊の機会に恵まれたなら、これからも皆様を飽きさせることなく夕陽と契那の物語を紡いでいく所存です。

　それでは、叶うなら、また次回のお話でお会いしましょう。
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